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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　Life.0







「イッセー、私が最初よね？　あなたのフィアンセなのだから」

「あら、リアス。私もイッセーくんと婚こん約やくしてますわ。旦だん那なさま、私にオイルを塗ぬってくださいますよね？　むしろ、旦那さまを先に塗りたいぐらいですわ」

「私もフィアンセだぞ！　塗ってくれ！」

「ちょっと、ゼノヴィア！　抜ぬけ駆がけはダメよ！　ダーリン！　オイルを塗って！」

「はぅ！　リアスお姉さまも、ゼノヴィアさんたちも、行動が早すぎます！　ああ、主よ！　私にも勇気をっ！」

「皆みなさま！　お気持ちはわかりますが、並んでください！　順番ですわ！　あ、あと、私も塗っていただきたいので、制限時間を決めましょう！」

「フィアンセじゃなくても眷けん属ぞくなので、権利はあると思いますし、夏のお肌はだ対策にオイルは絶対です！」

　拝はい啓けい、天国のおじいさま。夏の駒く王おう学園のプールよりお知らせ致いたします。

　目の前で水着の女の子たち（リアス、朱あけ乃のさん、ゼノヴィア、イリナ、アーシア、レイヴェル、ロスヴァイセさん）が、小こ瓶びんを片手に押し寄せてきています。

　高校に入学した頃ころは、このような状じよう況きよう、とてもとても想像なんてできるはずもなく──。

　──と、亡なきじいちゃんに報告しつつも、俺は皆みんなと駒王学園のプールに来ていたわけだが……。

　少し前に去年同様、プール掃そう除じをした俺たち。そのあと、これも去年と同じく先にプール開きを堪たん能のうしていいことになり、ここに来ていた。

　まあ、生徒会長がゼノヴィアだから、オカ研部長のアーシアと意見が合がつ致ちすればこういう融ゆう通ずうも去年みたいにしてもらえるってことだな。卒業生のリアスと朱乃さんがここにいるのは、ご愛あい敬きようということで！

　さてさて、去年以上に女子からのオイル塗りの要望が加熱しておりまして……。

　去年はリアスと朱乃さんだけだったけど、今回は七名という俺の手が足りなくなるほどの増員ぶり！　いやー、目の前で十四のお乳がぶらりぶらりと左右上下に揺ゆれまくっているのを眺ながめているだけで眼がん福ぷくといきたいところだけど、まずは最初の一人目を選ばなくてはならない！

　俺の視線がリアスのおっぱい、朱乃さんのおっぱい、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル、ロスヴァイセさん、またリアス、朱乃さん……と行ったり来たりしているなかで、リアスがババッと水着のブラを外してしまう！

　何度見ても飽あきない豊満な生乳がお見えになった！

「先手必勝よ。私が先ね」

　リアスが、先に脱ぬいだ者勝ちとばかりに俺の手をつかみ、オイルの入った小瓶を渡わたしてくるが……。

　これに続けとばかりに他ほかの女子たちも一いつ斉せいにブラを外してしまった！

「そうか、まずはこれを外さないと戦場に立てないわけだな！」

　ゼノヴィアが勢いよくブラを外し、「うふふ、おもしろいわね」と朱乃さんが迫はく力りよくのある笑えみで生乳全開となる！

　ゼノヴィアが俺の空いた手を引っ張って言う！

「こうなったら、去年の続きだ！　用具室で去年できなかった子作りの練習の続きをするべきだっ！　もう、私も婚約者だぞ、何の気き兼がねもなくできるはずなんだ！」

　などという過激発言も出てきまして！　乳をぶらりとさせながら、そんなことを言うもんだから、去年の記き憶おくが蘇よみがえったのもあり、鼻血がブッと噴ふき出てしまいました！

　そ、そりゃ、婚約したから、そういうこともありだろうし、ゼノヴィアとは去年以上の関係も築いているけど！

　イリナとロスヴァイセさんがゼノヴィアの発言に驚おどろいていた。

「え!?　そういうのアリなの!?　って、去年に何があったか、すごく気になるんですけど！」

「なんてことでしょう！　私がここに来る前に、そのようなことがプールで起きていただなんて……っ！　教師としては怒おこるべきでしょうが、イッセーくんの眷属としては……う、うらやましいというか……っ！」

　ゼノヴィアが、俺の手を引っ張りながらイリナとロスヴァイセさんに言った。

「なら、二人も来るんだ！　チーム全員で用具室にて、まぐわろうじゃないか！　ほら、アーシアとレイヴェルも来い！　あの用具室でチームメンバー全員、子作りの練習で決起集会といこうじゃないか！」

　この言葉にアーシアとレイヴェルも酷ひどく驚いていた。

「仲間外れは嫌いやですっ！　私も……練習に加わります！」

「ま、待ってください！　ありだとは思いますが、この人数で用具室に入っても定員オーバーだと思いますわ！　でも、一応入らせていただきましょう！」

　アーシアちゃんもマネージャーも子作り自体に抵てい抗こうはなしだと!?　ビックリするしかない俺を置いて、『兵ひよう藤どう一いつ誠せい』チームの女性陣じんがこちらの背中を押していき、用具室のほうへと誘いざなおうとしていた！

　ゼノヴィアとイリナがそれぞれ両りよう腕うでをガッチリつかむもんだから、抵抗なんてできやしないさ！

　あああああああ、両腕に絡からんでいるおっぱいのむにゅんむにゅんとやわらかな感かん触しよくが伝わってくる！　白い肌のすべすべ感！　二人ともそれぞれでおっぱいの弾だん力りよくと張り、やわらかさが絶ぜつ妙みように違ちがうものだから、乳自体の個性を感じ取れてしまうよ！

　このまま俺はこの人数で用具室に入り、去年の続きを続行してしまうのか!?　そ、それも大いにありだ！　俺もあの続きは非常に気になるよ！

　しかし、背中から俺を抱だきしめてくる者があった！　背中にひっつく極ごく上じようにやわらかい感触！　リアスが背中から俺を抱きしめて、用具室直行を阻そ止ししようとしていた！

「待ちなさい、あなたたち！　彼は私の眷属で、グレモリー家の婿むこよ！　私のフィアンセを勝手に連れて行って、あそこでエッチなことをするだなんて見過ごせないわ！」

　これに朱乃さんも応戦し、イリナから俺の腕を奪うばい、抱きついてくる！

「そうです！　私の旦那さまですわ！　黙だまって連れていかせるわけにはいきません！」

　卒業生、年長者のリアスと朱乃さんが、もう年上の威い光こうなんて捨て去って、いち女の子としてゼノヴィアたちに対たい抗こうしはじめていた！　余よ裕ゆうのなくなったリアスと朱乃さんの表情と言動がかわいいと感じてしまうのは、罪なことでしょうか!?

　これにゼノヴィアたち在校生もそうはさせんとばかりに対たい峙じする。

「マスター・リアス！　せっかくのプール開き、イッセーを巡めぐってひと勝負というのはいかがだろうか？」

　ゼノヴィアの横にイリナが連なった。これを見て、リアスと朱乃さんは顔を見合わせ、にんまりと楽しげな表情となる。

「そうね。夏らしく、熱くいきましょうか」

　リアスが飛び込み台のひとつに上がると、ゼノヴィアも応じて隣となりの飛び込み台に立った！

　そのまま、レイヴェルが横につき、「勝負ですね！　任せてください！」と察しよく審しん判ぱん役を買って出た。

「位置について！　よーい……スタート！」

　レイヴェルのかけ声と共にリアスとゼノヴィアがプールに飛び込んでいく！　生乳のまま見事に泳いでいく二人！

　こうして、リアス＋朱乃さん、ゼノヴィア＋イリナという泳ぎ勝負が勃ぼつ発ぱつし、アーシア、ロスヴァイセさんが応おう援えんに回るという形になってしまったのだった！

　……取り残されてしまった俺だけど……。ま、まあ、結局、オイル塗りはすることになりそうだし、順番を決める手段が生まれたことは幸いなのかな？　あのままだと、俺の引っ張り合いになって、オイル塗りどころじゃなかったように思えるし……。

　こういうところで、女子たちは落としどころが上う手まいというか、互たがいの仲の良さが際きわ立だつよね。

　……とはいえ、用具室への一件はとても気になる！　去年の続き、ぜひとも叶かなえたいものだけどな！　オイル塗りのあとに再度順番決めてもらって用具室で去年の続きはダメでしょうか!?

　などと、プールサイドに座り、無念に感じながら、息をついていた俺だった……。

　ここに来ているメンバーは、兵藤家に住むメンバーを中心にした者たちだ。九く重のう、オーフィス、リリス、ルフェイ、リントさんも来ていた。

「フィス殿どの、リース殿！　ほら行くのじゃ！」

　九重（スク水）がプールの中でビーチボールをオーフィスとリリスに向けて打ち上げる。

「我、ボールを取る」

「ぼーるぼーる」

　龍りゆう神じん姉し妹まい（こちらもスク水）は楽しげにボールを取ろうと両手を上げていた。

　一方でギャスパーとヴァレリーはパラソルの下で暑そうにしながらも楽しげに話していた。

　木き場ばは……一人で黙もく々もくと泳ぎ続ける。クロールから始まり、バタフライと泳ぎ方を変えながらひたすら泳いでいた。

　リントさんは、水着の上からパーカーを羽織り、飛び込み台に座ってプールを眺めていた。……出るところは出ているので、大だい胆たんな水着も似合いそうだな！

　ここに来ていない百鬼なきりは用事があるため（「邪じや魔まをしては悪いので」とか言っていた）、参加せず。ボーヴァは俺たちが留守中の兵藤家を守ると言って家に残った。

　あと、エルメンヒルデにも断られた。

　さすがに夏の陽光照り照りのなかでプール掃除をするのは純血吸きゆう血けつ鬼きのお姫ひめさまには辛つらすぎるようで、残念がりながらも現在旧校舎の部室で待機している。

　ルフェイは俺のいるプールサイドの逆側で九重、オーフィス、リリスのボール遊びを見学しているし、木場についてきたトスカさんも木場の泳ぎを応援していた。

　去年以上に賑にぎやかなプール開きだな。いやー、この一年で、仲間が本当に増えたね。心強いし、楽しい限りだ。プールが狭せまく感じるほどだもんな。

　リアスとゼノヴィアたちの泳ぎ合戦も、すでに俺を忘れて、互いに勝負を楽しみだしている様相も見せている。

　平和な一時だ。これが永遠に続けばいいのにね……。あと、オイル塗ぬりのこと、皆みんな忘れないでね！

　なんて思っていたときだった。

　突とつ如じよ、もにゅぅぅぅうううとこの上なく素す晴ばらしい感触が背中から伝わってきた！　というか、誰だれかが俺を背中から抱きしめてる！

　顔だけ振ふり向けばそこには黒くろ歌かの顔があった。

「うふふん♪　皆がせめぎ合っているうちに隙すきありにゃん」

「く、黒歌！」

　ペロッと黒歌が俺の頰ほおをなめる。心ここ地ちよく、ぞくぞくしたものが全身を走って行く。

　黒歌は肌はだを密着させてきながら、両手で俺の体をまさぐっていく。しなやかな指が俺の胸や腹をなぞっていって……エロい感覚が襲おそってくるよ！

　──っ！　そこで俺は気づいた。液体のぬるりとした感触も伝わってくる。見れば、黒歌が密着している箇か所しよ、触さわったところにオイルが残っていた。

　こ、こいつ、自分の体にすでにオイルを塗っているのか？
















　黒歌が官能的な表情で言う。

「オイルを塗ってもらおうなんて、もう古いわ。──全身にオイルを塗って、こうやってこうやって、逆にオイルを塗ってあげちゃうにゃん♪」

　言うなり、黒歌が俺の体を全身でなで回すようにしていくぅぅぅっ！　オイルを塗った女体が俺の背中から、腕、脚あし、首ともっちりもっちりとした感触とぬるぬる感を残していきながら、何度も何度もなでていくぅぅぅぅっ！

　黒歌のやつ、ブラをしていない！　生乳の感触だっ！　生乳にオイルを塗って、それを俺の体にひっつかせて、何度も何度もなでていきやがるっ！　オイルをなじませた体でそんなことをされると……こんなにも未知の体験が襲ってくるのか！

　背中から抱きついてきている黒歌のやわらかな乳、二の腕、太ももが、ぬるぬるとしたオイルをまとって俺の体に絡んできて……っ！　しかも首筋をゆっくり這はうように舌でなめてきやがるっ！

「あぅっ！」

　つい俺のほうが声を漏もらしてしまうほどだった！

　エロすぎるよ、こんなのぉぉおおっ！　どうにかなってしまいそうだっ！

「うふふん、赤せき龍りゆう帝ていちんがたまらない顔になっているし、効果絶大ね♪」

　黒歌の手が俺の体のいろんなところに届きそうになったときだった。

　黒歌の手を無言で取る女子がいた。──小こ猫ねこちゃんだった。

「…………」

　頰を膨ふくらませて、随ずい分ぶんとご立腹の様子だった。

　小猫ちゃんは去年のスク水と違い、かわいい白のワンピースタイプの水着を着ていた。

　黒歌が妹の態度に微笑ほほえましそうにしていた。

「あらら、挑ちよう戦せん的ねん♪」

「黒歌姉さま、イッセー先せん輩ぱいを横取りするのはルール違い反はんです。まずはリアス姉さまやゼノヴィア先輩のように順番を決めないといけません」

「えー、そんなのめんどいにゃん。隙があったら、横から奪うのが私流よん♪」

　てへぺろとばかりに黒歌がベロを出して誤ご魔ま化かそうとしていたが、小猫ちゃんは厳しい表情のままだった。

　最近、小猫ちゃんと黒歌は、お互いのチームの直接対決が近いせいか、普ふ段だんの生活でもふとしたことで対決モードになっていた。

　黒歌がひっつけている女体をむにゅんむにゅんと俺の体に擦すりつけながら、懇こん願がんするように言った。

「ねぇん、赤龍帝ちん。白しろ音ねが私をいじめるのん。助けてぇ。なんなら、あっちの更こう衣い室に退たい避ひしましょうよ」

　黒歌の言葉に小猫ちゃんが片かた眉まゆをつり上げる。

「……黒歌姉さま、イッセー先輩を更衣室に連れて行って、どうするつもりですか？」

「そりゃあ、ね？　これの続きをねっとりとしっぽりとニャンニャンするのもありだと思わない？　ねぇ、赤龍帝ちん」

　用具室でゼノヴィアたちと！　更衣室で黒歌と！　そういうのもあるのか！　プールの新たな使い方に俺は心のなかで唸うなった！

　──と、俺はこんなときにあらためて言った。

「な、なあ、ところで、黒歌。その『赤龍帝ちん』っていうの、なんだかいまだに慣れないんだけど……」

「あら、そうだったの」

　きょとんとしている黒歌。

　同居しているし、知らない仲じゃない。ヴァーリも俺のことを「兵藤一誠」と名前で呼ぶし、黒歌がいまだ「赤龍帝」呼びというのもなんだかね。

「皆、『イッセー』って呼ぶし、そういう方向のほうが、同居人としてはやりやすいかなーってさ」

　俺が言うと、黒歌は一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情となるが……非常にうれしそうな笑みを浮うかべた。

「なるほどねぇ～。……そうねぇ、そういうのも考えていい時期なのかも」

　うんうんとうなずきながら黒歌はそう言う。

　そこにレイヴェルの声が響ひびく。

「あ！　黒歌さま！　また抜ぬけ駆がけですわね！　順番は守ってもらわないと、諸先輩方に失礼ですし、秩ちつ序じよが乱れますわ！」

　黒歌の行動に気づいたレイヴェルが、ツカツカと近づいてきていた。

　レイヴェルを確かく認にんした黒歌は、イタズラな表情を浮かべて俺から離はなれていく。

「──と、こわーいマネージャーちゃんが来たんで、退散するにゃ。うふふ、白音！　試合が楽しみね♪」

　転移型魔ま方ほう陣じんを展開し、黒歌はこの場をさっさと去ってしまったのだった──。

「まったく、黒歌さまは相変わらずですわね。……むかしからですの？」

　レイヴェルが嘆たん息そくしながら、小猫ちゃんに問う。

「うん。イタズラ好きなのはむかしからだよ」

　そうか、むかしからあんな調子か。そりゃ、小猫ちゃんも真ま面じ目めになるわけだ。リアスの影えい響きようも強いだろうけどね。

　──などと、思っていたら、ギャスパーが涙なみだ目めで小猫ちゃんに駆けよってきた。

「こ、小猫ちゃーん！　ヴァレリーが暑さでダウンしちゃったよぉ！」

　見れば、遠くのパラソルの下、バタンキューと目を回すヴァレリーの姿があった。さすがにデイライトウォーカーでも暑さには参ったか！

「……わかった、ギャーくん。建物のなかに連れて行こう」

　すぐに小猫ちゃんは応対し、ヴァレリーのもとに歩いていった。

　俺がレイヴェルに言う。

「……やっぱ、試合が近いせいか、小猫ちゃんと黒歌、意識しちゃうんだろうな」

「それは仕方ありませんわ。過去にいろいろあった姉妹が、こういう形で対決することになったのですから……」

　小猫ちゃんはもう以前ほど、黒歌を恐おそれていないし、姉妹仲も良好だとは思うが……二人的には複雑な心情はありそうなんだよな。

　俺が猫ねこ又また姉妹に想おもいを馳はせていたときだ。

　レイヴェルの耳元で小型連れん絡らく用魔方陣が展開し、情報が入ってくる。

　レイヴェルは情報を得るなり、仰ぎよう天てんして大声をあげた。

「えーっ！　リアスさま、た、大変ですわ！」

　リアスのほうにも連絡が届いていたようで、泳ぎを止やめてとてつもなく驚いていた。

「そんなっ！　連絡なんて受けてないわよ!?」

　俺が慌あわてふためくリアスのもとに近寄って訊きく。

「どうかしたの？」

　リアスが額に手をやりながら言った。

「……うちの両親が、兵藤家に来ているそうなの。しかも、レイヴェルのお母さまも、朱乃のお父さまも……とにかく、関係者が一堂に会しているって話よ」

　──っ！　マジか!?　リ、リアスのご両親に、レイヴェルのお母さん、バラキエルさんまでが、俺の家にぃぃぃいいっ!?

　この情報にレイヴェルがさらに追加をくれた。

「シスター・グリゼルダさまも、イリナさまのご両親も来ているようですわ！」

『ええええぇぇぇぇぇえっ!?』

　同時に大声を張り上げるゼノヴィアとイリナ。

　息子むすこ娘むすめたちは、一様に驚きの声を上げるしかなかった！

　どうやら、夏に入って早々、いろいろなことが起こりそうだった。







　　　Life.1　夏に突とつ入にゆうです！







　突然の報告を受けて、プール開きを中止し、急いで兵ひよう藤どう家に戻もどる俺たち。

　家のリビングには、俺の両親をはじめ、リアスのご両親のほかにレイヴェルのお母さんと、バラキエルさん、シスター・グリゼルダさんといったメンツが一堂に会していた！

　俺たちを確認するなり、リアスのお父さんが朗ほがらかな表情で手を上げた。

「やあ、皆みなさん」

　親たちの集合ぶりに驚くしかない俺たちだったが……っ！

　リアスが、「お父──」と言いかけるなかで、遮さえぎるように俺に詰つめ寄ってくる女性があった。イリナによく似た顔立ちの黒くろ髪かみの女性──。

　俺の手を取るなり、笑みを向けてくる。

「あらあらあらあら、イッセーくん。久しぶりね！　試合をテレビで見ていたけれど、間近で見るとやっぱり大きくなったわ！」

　親しげにそう言ってくる女性。俺も見覚えがあった。

　これにイリナが横から入ってきて、女性に言った。

「ママ！　なんで、ここに!?　来日するかもーって言っていたけど！　ここに来るなんて！」

　そう！　イリナが言うようにこの女性はイリナのお母さんだ！

　イリナのお母さんが、きょとんとしながら言う。

「あら、話してなかったかしら？」

　首を傾かしげる素そ振ぶりは、イリナにそっくりであった。

　俺がイリナのお母さんにあらためてあいさつをする。

「やっぱり、イリナん家ちのおばさん！　お久しぶりです」

　本当に久しぶりだ。イリナがイギリスに引ひっ越こして以来だ。幼い頃ころはよーくお世話になったっけ。昼食をご馳ち走そうになるのもしょっちゅうだったし、イリナと一いつ緒しよにデパートやヒーローショーにも連れてってもらったっけな。

「もう！　いい男になっちゃって！　小さい頃、うちのイリナを将来よろしくねーって冗じよう談だん半分で言っていたけれど、本当にもらってくれるなんてね！　孫は男の子でも女の子でもＯＫよ！」

　ハイテンションなところもイリナそのものだ！　それに感覚がうちの母さんに似ているもんだから、むかしから気が合ってたんだよな！

　母親の言葉にイリナも赤面して、「止めてよ！　皆みんなの前で！」と最大級に恥はずかしがっていた！　俺も恥ずかしくて、顔から火が出そうだよ！　親世代にこういうふうにからかわれると何とも言えなくなるよね！

　この状じよう況きようを説明してもらうため、リアスが自身の両親に訊く。

「これだけの身内の方々をお集めになって……お父さま、お母さま、何のお話を？　お茶会という感じでもなさそうですし……」

　リアスのお父さんが、ひとつうなずいて言った。

「ふむ、式のスケジュールを話し合っていたのだよ。そろそろ、各家の都合をすり合わせておこうかという話になってね」

　…………。

　……………………。

「……し、式？」

　子供たちは全員リアスのお父さんが言ったことが理解できず、間の抜けた顔となっており、リアスが困こん惑わくしながらも再度そう訊たずねたのだった。

　リアスのお父さんは豪ごう快かいに笑いながら、快活に答える。

「ハハハ！　決まっているではないか、リアス。一いつ誠せいくんからプロポーズを受けたおまえやお嬢じようさんたちの結けつ婚こん式の日取りだよ」

　……………………。

　…………………………………………。

　……俺たち全員、思考がしばらくの間できず、沈ちん黙もくが流れていたが……理解するやいなや、目玉が勢いよく飛び出そうな驚きをもって叫さけんだ！

『け、結婚式ィィィイイイイイイイッッ!?』

　異口同音で大声を張り上げる俺たち！

　当然だ！　け、け、結婚式の日取りとかって！　なんじゃ、そりゃ!?　何が親たちの間で決められようとしている!?　た、確かに俺はリアス、朱あけ乃のさん、アーシア、ゼノヴィア、イリナと婚こん約やくしたけど、いきなり親たちが集つどって、結婚式の日取りだって!?

　リアスたちも当然のごとく知らされていなかったようで、大いに驚き、口をあんぐりと開けていた！

　小こ猫ねこちゃん、レイヴェルやロスヴァイセさん、木き場ば、ギャスパー、ここにいる者たち全員があまりのことに言葉を失っている様子だった。

　俺たちに動どう揺ようが走っていることにリアスのお母さんは息を吐はいて、夫に苦言を呈ていしていく。

「あなた、いきなり結婚式と言っても、この子たちが混乱するだけですわ」

　そう言ったあとに今度は俺たちにあらためて告げてくる。

「正確には、まだ先のことよ？　けれど、あなたたちが正式に婚約をしたというものだから、一誠さんやリアスたちのスケジュールを考えると、いまのうちから日にちを決めて動き出さないといけなくなってきているのですよ」

　この言葉にレイヴェルは得心したようで「なるほど！」と手をポンと鳴らしていた。

　リアスのお母さんの言葉にリアスのお父さんがうなずいた。

「その通り、式を挙げる順番もあるだろうからね。合同でやろうにも、それぞれのお家の立場を考えると難しいとも言える。宗教も絡からむのだから」

　これにうちの父さんが続く。

「それなら、いっそのこと、家ごとにひとつひとつこなしていきましょうかって、話になったんだよ。いやー、うちは全部出なきゃいけないんだけどね！」

　そ、そりゃ、俺の父さんと母さんは全部出ることになるだろうけど……っ！

　言葉を返す間もなく、レイヴェルのお母さんが（おっきな）胸に手を当てながら言った。

「一連のスケジュールの統とう括かつはフェニックス家が担になうことになりました。いろいろと後々の参考にもなるでしょうから。そうですね、レイヴェル？」

　母親の問いにレイヴェルも最大級にドギマギして、顔を紅潮させていた。

「お、お母さま！　わ、私はまだ……」

「時間の問題です。あなたの分もスケジュールに仮組みで入れておきますからね」

　有う無むを言わせないレイヴェルのお母さん。

　当とう惑わくするしかない俺を置いて、親たちは大いに盛り上がっていた。

　俺の母さんが困った顔で言う。

「困ったわね……式ごとに着ていく服を替かえたほうがいいのかしら……」

　これに応じたのはリアスのお母さんだ。

「あら、それならグレモリーにお任せくださいな。いろいろとご紹しよう介かい致いたしますわ」

「まあ！　助かります！」

　一方で、隣となりでワナワナと打ち震ふるえていた朱乃さんが、我が慢まんできなくなったのか、父親のバラキエルさんに告げた。

「父さま！　私、白しろ無む垢くが着たいですわ！」

　などと言う朱乃さん！　勝手に推おし進める親たちに怒おこったのかなと思っていたら、その逆で目を潤うるませるほどにうれしそうだった！

　娘のリクエストに父親のバラキエルさんも思わず男泣きしていた。

「ふぐぅっ！　任せろ、朱乃！　立派な服を用意してやる！　私に任せるのだっ！」

　さらにイリナも一歩前に出て、目を爛らん々らんと輝かがやかせて言う。

「パパ！　ママ！　私！　天界で式を挙げたいの！」

　これにイリナん家のおじさんも手を振ふり上げて満面の笑えみを見せる。

「そう言うと思って、パパはすでに上に報告済みだ！」

　あああああああっ！　状況に翻ほん弄ろうされている俺をよそに女子たちは親たちのノリに順応して、次々と意見を合がつ致ちさせていっているぅぅぅぅっ！

　俺の母さんもアーシアに言った。

「アーシアちゃんも好きな会場を言ってくれて構わないのよ？　こういうときこそ、イッセーの稼かせぎがモノを言うんでしょうから」

「はい、お母さん！　わ、私、日本で挙げたいです！」

　アーシアの希望にうちの父さんは妄もう想そうするかのように恍こう惚こつの表情をしていた。

「アーシアちゃんのウェディングドレス姿、キレイなんだろうな……」

　ゼノヴィアも静かにシスター・グリゼルダさんの隣に座り、会話を始めていた。

「やはり、私の出自を考えると、ヴァチカンなのだろうか？」

「好きなところで構いませんよ。あなたの大事な一日なのですから。私はそれに従います」

　一連の状況を見て、ついにリアスも我慢が解かれて声を張り上げる。

「お父さま！　お母さま！」

　さすがにリアスは一言文句を言うのだろうかと思っていたら──。

「京都で式を挙げたいです！」

　いつの間にか持っていた結婚式用のパンフレットを広げて、両親に見せ始めていたっ！

　リアスまでこの勢いに乗じてしまったのなら、もう何も言うことはないよ！

「こういうのは誰だれよりも親がうれしいだろうからね」

　──と、木場も苦く笑しようしながら言っていた。

　これにレイヴェルが続く。

「ですが、ヴェネラナさまがおっしゃったように、イッセーさまの──『おっぱいドラゴン』としての今後を考えれば、いまのうちにスケジュールをある程度決めておくのは英断ですわ。すでにプロポーズが完かん了りようしているのなら、あとは日にちに向けて準備を整えておくだけという段取りは忙いそがしくなりそうな私たちにとって、至し極ごく当然のことと言えます」

　レイヴェルの言うことは確かだ。俺は悪あく魔まの『王キング』としても『おっぱいドラゴン』としても今後スケジュールが大変なことになるだろう。悪魔の仕事もそうだし、ヒーローのイベントもそうだ。リアスもその辺は同様だ。

　しかも俺たちはテロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーでもある。いまは大会中で平へい穏おんな感じだけど、いつまたリゼヴィムみたいな奴やつが出てくるかわかったものではない。

　そう考えると、いまのうちから式の日取りを大おお雑ざつ把ぱにでも決めておいたほうが、いいってことなのかな……？

　木場が言う。

「イッセーくんたちの結婚式となると、ＶＩＰクラスも多く来そうだし、その方々のスケジュールを押さえるのは早めのほうがいいんだろうね。ギリギリになって告げたところで来ていただけそうにないし。かと言ってこのメンバーが親おや御ごさんの以上、お世話になった方々に伝えないわけにもいかないだろうから」

　あー、そういうことも考えなきゃいけないんだな……。

　俺は心から大事に想おもい、生しよう涯がい共にあろうと決めた女の子たちに将来を誓ちかったけど、親の目線からすれば、そうなった以上は儀ぎ式しきの段取りを決めておきたいって流れになってしまうのだろう。いや、本来なら俺もそこは大事に考えるべきなんだろうけど……。

　想像の遥はるか前の段階から、このような話が出てしまっているから、高校三年生の身からすれば、困惑するしかないよ！

　俺の心のなかを察してくれたのか、ロスヴァイセさんが言う。

「イッセーくんが心配になるのは、当然です。やはり、婚約を取り決めたとはいえ、本人たちは式を数年先で想定していたでしょうから、父兄の方々のこの盛り上がりようはついていけない部分はありますよね。でも、それだけご両親の皆みなさんもうれしいってことなんですよ」

　木場、レイヴェル、ロスヴァイセさんの意見はもっともで、俺はまだまだ認にん識しきが甘いということを突つきつけられてしまった。

　うん、プロポーズした俺がこんなんじゃダメだな。リアスたちも本当はもっとこういうことを俺と話したかったに違ちがいない。

　これからは彼女たちと今後のことを語りつつ、各お家の親御さんたちのご指示を仰あおぎたいところだ。

　あ、まずはせっかくお越こしくださったことだし、イリナのご両親と、シスター・グリゼルダさんに「娘むすめさんｏｒ妹さんをくださいっ！」とあらためて告げよう。

　リアスのご両親とバラキエルさんにはそれぞれ了りよう承しようは得ているので、きちんと全員からＯＫ貰もらわないとね！

　先ほどの当惑ぶりなんてなんのその。俺は頭を切り換かえて、前向きにこの状じよう況きようを捉とらえることにしたのだった。

　──と、そのときだった。

　リビングに現れる巨きよ体たい──。二メートルはあろう背せ丈たけ、太い首、ぶ厚い豪ごう腕わん、俺のウェストより幅はばがある脚あし……その体に不ふ釣つり合いな老人の面めん貌ぼう！

　祭服を着た白しら髪がの巨きよ漢かんが、そこに立っていた。

「ほうほう、式を挙げるとな。そのときはぜひとも私が神父役として祝福できれば幸いですな」

　そう言いながら、しわくちゃな顔を微笑ほほえませていた。

　こ、このヒトを忘れられるはずがないッッ！

「ストラーダ猊げい下かッッ!?」

　俺の声にヴァチカンの元司祭枢すう機き卿きよう、ヴァスコ・ストラーダ猊下が大きな手でこちらの頭をなでる。

「ごきげんよう、赤せき龍りゆう帝ていボーイ。試合を見させていただいている。いい試合をしているようだ」

　仰ぎよう天てんしているゼノヴィアとイリナが素す早ばやくその場に跪ひざまずいていた（呼応するようにリントさんも跪いていた）。教会の戦士にとっちゃ、元トップだもんな……。ストラーダ猊下は手を出して、立ち上がるよう促うながしていた。

　こ、このヒトは、先の教会の戦士たちのクーデターで来日したヴァチカンのお偉えらいさんだ。クーデターの罪をすべて被かぶって、その後、隠いん棲せい生活を送っていると聞いていたが……。

　トライヘキサのときに援えん護ごをしてくれたのも記き憶おくに新しいけど、どうしてストラーダ猊下がここに……？

　俺のチームは皆みんな驚おどろいているが──リアスのチームメンバーはさほど驚いているようには見えなかった。これだけの重じゆう鎮ちんが現れれば、ゼノヴィアやイリナのようにビックリしていて当然なのだが……。

　レイヴェルは猊下の登場にハッと気づいたようで、リアスのほうに振り向く。リアスはニヤリと不敵な笑みを見せていた。

「そうよ、レイヴェル。私のチームに猊下を招き入れたの」

『──ッ!?』

　リアスの発言に俺のチームは全員驚くしかなかった！　クソッ！　さっきから、驚いてばかりだけど、仕方ないじゃないかっ！　親たちが結けつ婚こん式で盛り上がったり、挙げ句にリアスのチームにあのヴァスコ・ストラーダ猊下が参戦なんてよっ！

　引退したと聞いていたから、ストラーダ猊下の大会参加までは想像もしていなかった！

　しかもリアスのチームに入るだなんてっ！　普ふ通つうに考えれば、猊下が参加するとしたら、教会か天界関連のチームだろうし……っ！

　リアスはいったいどんなカラクリを使って、ストラーダ猊下を口く説どいたんだ……？

　いや、元々、そういう口説き方がうまいのがリアスだ。本を正せば俺たちは彼女の誘さそいに乗って、眷けん属ぞくとなり、ここに集つどっているのだからっ！

　俺たちの顔ぶれを見れば、どれも能力が逸いつ脱だつした者ばかり。そこにストラーダ猊下が加わっても、なんら不思議じゃないとも言える。

　で、でも！　まさか、リアスのチームにストラーダ猊下が加わるなんて……っ！

　レイヴェルをはじめ、ゼノヴィアたちチームメンバーも一様に驚きから一転して、厳しい表情となっていた。

　結婚式の話から、大会の暑苦しい雰ふん囲い気きになりつつあったが、それを崩くずすかのようにイリナのお父さんとシスター・グリゼルダさんが、猊下に跪いた。

「これは猊下」

　ストラーダ猊下は破顔し、手を上げて立ち上がるように促す。

「良い良い。戦士紫し藤どうトウジ、シスター・グリゼルダよ、頭を上げなさい。私は、プライベートでここにお邪じや魔ましているのだから」

　これに続くようにリアスのお父さんとお母さんも猊下にあいさつをする。

「お初にお目にかかります。ヴァスコ・ストラーダ猊下、グレモリー家の当代を任されている者です。こちらは家内のヴェネラナ」

　レイヴェルのお母さんも会え釈しやくしていた。

「当代フェニックスの妻ですわ。ご高名な聖人にお会いできて、光栄です」

　上級悪魔と教会の元トップクラスが一堂に会するなんて、すごい光景だよな。少し前なら、バトルが不ふ可か避ひな状態だっただろうし。

　バラキエルさんも立ち上がり、ストラーダ猊下と握あく手しゆを交かわす。

「こうして、間近でお会いするのは……数十年ぶりかもしれませんな」

「ハハハ、あのときは若造の時分で申し訳ない限り。変わらぬご健勝ぶりで何よりです」

　顔見知り？　まあ、ストラーダ猊下も長いこと戦士をしていたようだしな。

　木場が俺にそれとなく言う。

（猊下はお若い頃ころに堕だ天てん使しの幹部と幾いく度どとなくやり合ったそうだからね）

　あー、コカビエルを退散させたこともあったって、話だもんな。コカビエルが、ここを襲しゆう撃げきしてきたときもストラーダ猊下のことを語っていたぐらいに、堕天使にとってインパクトの強いお方なのだろう。

　こうして、ストラーダ猊下まで参入しての結婚式スケジュール話は、もう少し続いたのだった──。







　ある程度、話し合いがついたあとで、俺の母さんがこう漏もらす。

「田舎いなかのお義か母あさんも呼ばなきゃいけないけれど、どうやって事情を話したらいいのかしら……」

　それは……重大だ。俺のばあちゃん、悪魔とか妖よう怪かいなんて知るよしもないもんな！

　俺の父さんが首をひねっていた。

「親おや父じがいれば、そういうの『ま、そういうこともあるだろ！』の一声で納なつ得とくしてくれそうだったんだがな……」

　あー、父さんが言うようにじいちゃんならそんなことを言って悪魔や天使だのを信じてくれただろうな。細かいことをあんまり気にしない豪ごう快かいなじいちゃんだったから。

　父さんはこう続ける。

「うーん、まあ、母ちゃんもこういうの信じてくれそうな気もするけどな。むかしから、妖怪や山の神さまとか、信じているっぽいこと口にしてたし」

「むかしの人は、案外すんなり受け止めてくれそうよね」

　母さんはそう答えた。

　リアスのお父さんが言う。

「一いつ般ぱんの方々に異形のものを信じてもらうのでしたら、その国の異形を見せるのが一番でしょうな。メジャーな河童かつぱは……案外、インパクトが強いので……うむ」

　リアスのお父さんは、ソファに並んで座る小猫ちゃんと（先に家に帰っていた）黒くろ歌かに視線を配りながら言う。

「ちょうど、小猫くんとそのお姉さんがいるのですから、猫ねこ又またから慣れてもらうというのがいいかもしれませんな。猫耳と尻しつ尾ぽを見せつつ、語り聞かせる感じで」

　小猫ちゃんと黒歌から入ってもらう、か。まあ、無難なのかな。見た目、ほぼ人間と変わらないもんね。耳や尻尾もアクセサリーと想われてしまいそうだけど、おどろおどろしい格好じゃないから、入りやすいだろう。

　俺が悪魔で、将来の嫁よめさんたちが悪魔や天使なわけだから、結婚式を開くにもどうしてもその辺を説明しないといけなくなりそうでさ。ばあちゃんにどう話したらいいものか、そりゃ俺の両親も悩なやむわ。

　……松まつ田だと元もと浜はまにもいずれ俺たちの素す性じようを話すべきなのかな？　いや、話したら危険が及およびそうだし……。でも、案外、あいつらは驚いたあとにすぐに慣れて、「悪あく魔まのかわいい女の子紹しよう介かいしろ！」って言ってきそうな雰囲気あるよね。

　アーシアが俺に訊きいてくる。

「イッセーさんのおじいさまって、どのような方だったのでしょうか？」

「エロかったぞ。まずはそれが先に出る」

　間かん髪はつ入れずにそう答える俺。

　うん、エロ本たくさん持ってたし、一いつ緒しよに出かけるといつもキレイなお姉さんの尻しりを追いかけてた。おっぱいおっぱいって事あるごとに口にしてた。

　俺の父さんも大いにうなずきながら言う。

「……ああ、イッセーのエロさと、ハーレム志向は絶対にうちの親父の影えい響きようだろうな。何せ、若い頃は女のケツを追いかけ回していたって母ちゃんが言ってたし」

　これに母さんが続く。

「あら、私には、歳としを取ってからもずーっと若い娘のお尻を追いかけ回していたってお義母さん言ってたわよ」

　それ、ばあちゃんが俺にも言ってたかも。若い頃からエロかったって。俺はじいちゃんによく似ているって、会うたびに言われてたもんな。

　俺がアーシアに言う。

「じいちゃんな、買い物先でキレイなお姉さんがいたら、スケベ顔で見てたぜ？」

　これに父さんが半眼で言ってくる。

「おまえもだぞ、イッセー？　おまえは小さい頃からキレイな女の人に視線を送り続けていたからな」

　それはどうもすみませんでしたっ！

　けど、父さんもキレイなお姉さんに目を奪うばわれたことが何度もあったからね！

　父さんが息を吐はきながら言う。

「うちの親父が若い頃に遊び過ぎたもんだから、隠かくし子いるんじゃないかって話も親しん戚せきのおじさんから聞いたからな……。いつ、腹はら違ちがいの兄弟が出てくるか恐きよう々きようとしていた時期もあったな」

　やめてよ！　そんな生っぽい話！　じいちゃんの隠し子の子供が現れたりしたら、複雑な家系模様になっちまうぞ！

「ハハハ、なかなかに色事がお好きなお方だったようですな」

　リアスのお父さんは朗ほがらかな反応を見せるばかりだった。

　って、悪魔の方々はじいちゃんの話を楽しく聞くだけだった。

　エロいなんて俺を見れば説得力あるだろうし、隠し子なんて悪魔の貴族からしたら、結構よくある話かもしれないし。

「そういえば、俺が中学生の頃に親父がクラスメイトのお母さんと──」

　──と、うちの父さんがじいちゃんトークを開始してしまった。親おや御ごさんたちは思いの外その手の話に興味があるのか、「うんうん」とうなずきながら耳を傾かたむけていた。

　横を見れば、父さんが話す俺のじいちゃんの話にリアス、アーシア、朱乃さん、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル、ロスヴァイセさんも興味深く聞き入っていた。

　……じいちゃんの話、珍めずらしいのかもしれないね。普ふ段だんの生活でも、あんましてなかったかもしれないし。

　俺は息を吐き、立ち上がってキッチンのほうに足を運んだ。冷蔵庫から、ジュースでも出そうと思ったからだ。

　キッチンには先客がいたようで、小猫ちゃんと黒歌がコーラを飲みながら物思いにふけっていた。

　黒歌がぼそりと言う。

「……両親、ね」

　切なそうな表情、憂うれいを帯びた瞳ひとみ……。たまに真しん剣けんな美女顔になるから、こっちも見み蕩とれちゃうんだよな。黒歌、黙だまっていれば本当に美人さんだから。

　黒歌が俺に視線を向けて、こう訊いてくる。

「赤せき龍りゆう帝ていちんにお嫁に行くときは、やっぱり親が必要なのかしらね？　どう思う、白しろ音ね？」

　黒歌が小猫ちゃんにそう訊くが──。

「…………父さまと母さまの記き憶おく、ありませんから」

　声のトーンを落としてそう答えたのだった。

　黒歌も苦く笑しようする。

「……そうだったわね。悪いこと訊いちゃったわね、白音」

「いえ」

　そのまま無言でコーラを飲むのを再開する二人。

　試合が近いから、事あるたびに対立する二人だが、こんなふうに仲良くジュース飲んだり、並んで座ったり、普段はとても仲が良いんだよな。

　……しかし、二人のご両親か。俺、一度もその辺を聞いたことないかも。

　なんとも言えないキッチンの空気だったが、『ハハハッ！』とリビングではドッと皆みんなの笑いが起きており、俺のじいさんの話は大盛り上がりだった。




　　　　─○●○─




　次の日──。

　昨日は、親たちの突とつ然ぜんの訪問やストラーダ猊げい下かの登場など、プール開きどころではなくなってしまった……。

　後日、あらためてプールで──ということになったのだが、考えてみれば俺の家の地下にも（学校のよりデカい）プールはあるので、急がなくてもいいんだよね。

　いざとなったら、俺ん家ちのプールで遊べばいいんだけど……。オイル塗ぬりって、照ったお日さまのもと、実行するから意味があるのであって……。まあ、悪魔や吸きゆう血けつ鬼きがお日さまのもと、プールでオイル塗りってのもどうなんだって気もするけどね。

　ということを考えつつも、俺は放課後にレイヴェルと外へ買い出しに出ていた。

　部活で使う日用品が切れつつあったので、近くのディスカウントストアに繰くり出したのだった。

　買い物をさくっと終え、帰路につくなかでレイヴェルと国際大会の今後について、歩きながら話していた。

「ストラーダ猊下が、リアスのチームに入るなんてな……。予想外というか、予想すらしてなかったぜ」

　俺が本音を口にする。

　元デュランダル使いであり、教会の戦士たちの主導者だった方──。実力は折り紙付きであって、ご老体でありながら、俺たちを圧あつ倒とうしてくれた。

　年ねん齢れいによる体力の衰おとろえはあるだろうけど……それでも参戦は脅きよう威いだ。リアスのチームのなかでも屈くつ指しの使い手になるだろうな。

　レイヴェルが言う。

「これでリアスさまのチームは形の上ではフルメンバーとなりましたが……メンバーはどの方も強力ですわね。元から在ざい籍せきしている眷けん属ぞくの方々も今後の成長も含ふくめ精強ですけれど、あとから引き入れた神滅具ロンギヌス二枠わくに、邪じや龍りゆうクロウ・クルワッハ、そして、ヴァスコ・ストラーダ猊下……強大すぎて、仲間として誇ほこらしく感じる反面、非常に怖こわいです」

　まったくだぜ。普段の仲間として見ればリアスの交こう渉しようスキルに大喜びできるけど、国際大会で相対する以上、そこがあまりにも怖い。

　天てん龍りゆうクラス以上かもしれないクロウ・クルワッハに、ストラーダ猊下……。ストラーダ猊下は、老体ゆえに長時間体がついてこないって弱点があるけど、それにしたって凶きよう悪あくな布ふ陣じんだ。

　レイヴェルが言う。

「……いままで以上に私たちメンバーの強化も必ひつ須すですが、イッセーさまの龍りゆう神じん化かも、部分変化以上の進展が必要になってくると思います」

　つまり、10カウント以上戦える龍神化が必要になるってことだ。まあ、それは俺も考えていたことではあるんだが……。

　こればかりは修しゆ行ぎようですぐに解消できるものではないからな。もとが龍神オーフィスの協力があって発現しているものなので、何か神がかり的な事象があれば進展できそうな予感があるんだけど……。

　課題の多さに首をひねる俺だったが、レイヴェルがふとこう言ってくる。

「イッセーさま、阿あ修しゆ羅ら神族の王子がまた勝ち星を得ましたわね」

「ああ、マハーバリさんのチームはめちゃくちゃに強い。当たったら、大変なことになるな」

　そう、俺たちが注目している神クラスのチームのひとつが、阿修羅神族のマハーバリさんのチームだ。

　俺の上級悪あく魔ま昇しよう格かくの儀ぎ式しきのときにシヴァ神と共に会った神さまなのだが、大会での勢いは増す一方で、スタート以来、負けなしで勝ち星を増やしていった。

　対帝たい釈しやく天てんへの憎ぞう悪おは激しいようで、それをぶつけるように迫はく力りよくのある試合展開で、相手チームを次々と破っていった。

　……フィールドをぶち壊こわすほどの戦いぶりは、神クラスと戦う過か酷こくさを見せつけられる格好だ。

　マハーバリさんのあまりの苛か烈れつな戦せん闘とう模様は、怖くなって大会を棄き権けんするチームを続出させるほどだった。

　まあ、そういう効果を他ほかのチームに与あたえているのはマハーバリさんだけじゃなくて、他の神クラスやそれに比類するチームの戦いぶりもある。

　伝説や伝承でしか聞いたことがなかった神々の攻こう撃げきを目まの当たりにしてビビらない奴やつはいないだろうさ。

　俺だって、この大会で勝ち進むのが無茶に感じることはあるが……幸運にも俺たちはその手の者たちと戦ってきた実績があるため、恐々としながらも進めることができている。

　レイヴェルが言う。

「マハーバリさまのチームは優勝候補の一角ですもの。それこそ、優勝するぐらいの気構えで臨まないと勝てませんわ。それは次の『王たちの戯たわむれ』チームとの一戦でも同じことが言えるでしょう。『おっぱいドラゴン』のチームとして、全力の中の全力を出していかないといけませんわ」

　そうだ、もうすぐヴィーザルさんところのチームと戦うことになる。とはいえ、先にリアスとヴァーリのチームが戦うことになるのだが……。

　俺たちにとって大会では初の神々との一戦だから、心配事も多い。

　まず戦力からして、あちらが大優勢なので、そこをどう覆くつがえすべき……いや、拮きつ抗こうさせるのかという大問題もある。

『王たちの戯れ』のほうが白星ほぼ確実──誰だれもが認める現状だ。

　ほぼというのは、俺が起こすおっぱいによる奇き跡せきを鑑かんがみると、これまでの経けい緯いから推察しても何が起こるかわからないという点でそう評されている。

　おっぱいによる奇跡──。故意に起こせるなら、起こしてみたいもんだよ！　こういうときにこそ乳ちち神がみとかの助力が欲ほしいところだけど……こういうときに限って来てくれそうにないんで頭を悩なやませている！

　ま、まあ、偶ぐう発はつ的に起こるからこその『奇跡』なんだろうけどさ。

　そんなアテになるかどうかわからない奇跡よりも、現実的なところで強化や作戦を前もって準備しているんだが……。

　ロイガン・ベルフェゴールさんの誘さそいもあるし、もう少し深く作戦を詰つめていったほうがいいってことだ。

　……そういう不安も抱かかえているが、俺はもうひとつ気がかりなことも増えていた。

　隣となりで歩くレイヴェルに視線を向ける。

　昨日、式の話が一段落ついたところで、レイヴェルのお母さんに個人的に話しかけられた。

『先の試合を見させていただきました。……兵藤一誠さん。私はお伝えしたはずです。レイヴェルの資質は覇は道どう。使い道を誤れば、すぐにそちらの面を出してしまうと』

　レイヴェルのお母さんは先の試合──対シトリーチームとのゲームについて、意見を口にされた。

　レイヴェルは、戦術による搦からめ手の得意なソーナ先せん輩ぱいと、あえて作戦で対応せずに大規模で大だい胆たんな戦法にて、見事降くだしてみせた。

　ゲーム運びとしても俺たちの大勝で終わり、ゲームを見ていた他チームやメディア関係を驚おどろかし、賑にぎわせた。

　恐おそろしく大胆なやり口は、大いに見ているヒトたちを沸わかせたが……反面、容よう赦しやのない戦い方に「おっぱいドラゴンのチームらしくない」「フェニックスの長女は冷れい徹てつで非情なゲームメイカー」という批評もされてしまっていた。

　本人は自分のことを何と言われてもあまり気にしていない様子だったが、「おっぱいドラゴンのチームらしくない」という評価だけは、とても気にしているようだった。

　レイヴェルのお母さんが俺に続けて言った。

『覇道は理にかなった道筋であり、確かな勝利をもたらしやすい。──ですが、反面で反感を抱いだかれるということがあります。強引で容赦がない正解……。あの子が指揮した試合を見て、そう感じる者もいたはずです』

　レイヴェルのお母さんは、こう断言する。

『──理だけでは、相手の心まで捉とらえることはできませんからね』

　……いまのままでは人々の心まで捉えることができないということか。

　俺、「おっぱいドラゴン」だから世間の……子供たちの夢を裏切るわけにはいかない。いまの戦い方だけじゃ、批判が広がるだけだって、レイヴェルのお母さんは暗におっしゃったのだろう。

　だとしても！　レイヴェルはよくやってくれた！　レイヴェルが作戦を立ててくれなかったら、俺たちは勝てなかったかもしれない！　俺は……レイヴェルが寝ねずに作戦を立て、同時にいろんなスケジュールも管理、調整しているところを知っている。たくさんのことを同時におこないながら、ソーナ先輩に勝ったレイヴェルを誰よりも誇らしく思ってる！

　──俺のマネージャーは、冥めい界かい一のマネージャーだっ！　俺はそう信じてる！

　しかし、レイヴェルのお母さんはこうも付け加える。

『それにこの大会であの子が通じるのは、おそらく予選まででしょう。本戦は魔ま王おうクラスや神クラスを有するチームしか残らない神話レベルの状じよう況きようと化すはずです。そこまで来ると、戦術戦略がどこまで通じるものか……』

　神々に俺たちの……レイヴェルの作戦が、通じないかもしれない、か。そりゃ、神話に登場する神さま相手にいち悪あく魔まが考えたものがどれだけ通じるのかって話なのだろう。

　あっちは奇跡を起こしてなんぼの神さまなのだから──。

　相手が起こす奇跡を考こう慮りよしての作戦プランなんて、どうしたらいいっていうんだろうな。

　いろいろと課題は多い。まずは俺たちの今後の戦い方を話し合いながら、それを思し慮りよした上で対『王たちの戯れ』チームの作戦を詰めていこうじゃないか。

　優勝を目標に掲かかげた以上、必ず通らないといけない道だったんだ。最初から諦あきらめるなんて選せん択たく肢しがあるはずもない。

　ったく、今いま更さらだが「おっぱいドラゴン」をやるのも楽じゃないね。アザゼル先生が、「今後おまえらは大変になる」ってよーく言っていたけど、こういうことも込こみでの一言だったんだろうな。

　いろいろなヒトが、仲間が、眷属が、俺を支えてくれている。

　でも、最後に決断するのは俺だ。引っ張っていくのも俺だ。ただ任せっきりにするわけにはいかないのだから。

　──俺は『王キング』になったんだ。強くありたい。

　さて、帰ったら、部活をこなして、そのあとチームで話し合うかとレイヴェルに言おうとしたときだった。

　駒く王おう学園をすぐそこにしたところで、眼前で百鬼なきりと──ベンニーアが駆かけているのを見かけてしまう。

「野や郎ろうども！　狙ねらいはあっちか！」

　毒づきながら叫さけぶ百鬼を見て、俺とレイヴェルは何か起きたのだと判断した。

　俺が大声で二人を呼び止める。

「おい、ベンニーア！　百鬼！」

　二人も気づいて、こちらに顔を向けた。

　百鬼が叫ぶ。

「兵藤先輩！　フェニックスも！」

《おっぱいドラゴンの旦だん那な！》

　二人がこちらに素す早ばやく走り寄る。

「どうした、何かあったようだけど……」

　俺が訊きくや否いなや、百鬼が俺の手を引いた！

「先輩も来てください！」

　ベンニーアが珍めずらしく険しい表情でこう付け加えた。

《──猫又の先輩たちが、死神グリム・リツパーに狙われていますぜ》

　──っ！

　どうやら、大変なことにが起きているようだった！







　走りながら百鬼から事情を聞いた。

　生徒会の雑務のひとつで学校周辺のゴミ拾いがあるのだが、今週は百鬼とミラーカさんが居残り当番だった。部活がさほど忙いそがしくない時期でもあったので、うちの部から小猫ちゃん、ギャスパー（同級生繫つながり）とベンニーア（生徒会にシトリー眷けん属ぞくがいるという繫がり）がボランティアで手伝うことになったという。

　──で、ゴミ拾いをしているときに死神グリム・リツパーの一群に襲おそわれたというのだっ！

　なんで、ここに死神グリム・リツパーがっ!?　って驚くし、この一帯を覆おおっている結界が機能しているのか心配にもなったが……。

　百鬼たちは二手に分かれてやり過ごそうとしたようだが、死神グリム・リツパーの大半が小猫ちゃん、ギャスパー、ミラーカさんのほうに集中したようで、急いで彼女たちが走って行った方向に向かうことになったのだった。その途と中ちゆうで俺たちに出くわしたわけだ。

《狙いはあっしかなって思ったんですがね》

　ベンニーアはそう言う。

　彼女は死神グリム・リツパーの幹部──最上級死神グリム・リツパーの一角、オルクスの娘むすめだ。狙われるだけの理由があるのだろう。

　しかし、どうにも死神グリム・リツパーたちは百鬼たちと少し相対しただけで退散し、小猫ちゃんたちの方向に行ってしまったという。

　つまり、奴らの狙いは──小猫ちゃん、ギャスパー、ミラーカさんのうち、誰かということになるのだが……。

　駒王学園近きん隣りんの林のほうへ足を踏ふみ入れると、戦いの気配を感じ取れた。

　すでに戦いは始まっているようだ。

　戦いの気配がする場所にたどり着くと──ひらけたところで、小猫ちゃん、ギャスパー、ミラーカさんを囲むように漆しつ黒こくのローブを着込んだ者たちが群がっていた。

　奴やつらは以前見たようにフードを深く被かぶり、眼光をギラギラと怪あやしく輝かがやかせている。

　その手には趣しゆ味みの悪い装そう飾しよくをした大おお鎌がまが握にぎられていて、明らかな敵意を小猫ちゃんたちに向けていた。

　しかし、とうの彼女たちは──。

「はっ！　とうっ！」

　見事な体たい捌さばきで死神グリム・リツパーが振ふるう鎌を避よけて、パンチとキックを軽かろやかに正確に当てていく小猫ちゃん。

「──僕をなめないでください」

　黒い獣けものにならずとも、双そう眸ぼうを赤く危険に輝かせながらギャスパーが自身の影かげを広げ、自由自在に操あやつっていた。影が意思を持つ触しよく手しゆのように死神グリム・リツパーたちのほうに伸のびていき、体を搦からめ捕とって自由を奪うばったところに、ギャスパー自身も突とつ貫かんしていく。右みぎ腕うでのみバロール化させて、極ごく太ぶとの豪ごう腕わんでぶっ飛ばしていった。

　ギャスパーのバロール部分変化だ。これもあいつが修しゆ行ぎようの成果で得たものだった。あいつ、本格的にこの状態でも肉にく弾だん戦ができつつある。

「とりゃ！　しんどいっ！　めちゃしんどいっ！」

　文句を言いつつ、徒と手しゆ空くう拳けん、体術で死神グリム・リツパーを軽快に翻ほん弄ろうしているのは厚手の格好のミラーカさんだった。隙すきを見て、パンチでぶっ倒たおしている辺り、吸きゆう血けつ鬼きとしての素の腕わん力りよくは相当なものだな……。

　ミラーカさんの戦いぶりを見ていて百鬼が叫ぶ。

「ミラーカ！　無茶しないでくれよ！」

「あ、黄おう龍りゆう。大だい丈じよう夫ぶ。これぐらい勝てるから」

「違ちがう！　ミラーカが力を使ったら、この一帯が地じ獄ごくになるだろ！」

「昼だから、大丈夫だって。夜なら問題だけど」

　下手な悪魔より強いとされる死神グリム・リツパーを素手でぶっ倒すってだけで、ただ者じゃないと思っているけど、夜になったらどんなことになるんだ……？

　百鬼の声で死神グリム・リツパーの一群は、俺たちの加勢を知ったようだった。奴らの視線が──俺に集まった。一様に警けい戒かいの空気が強まったようだ。

《赤せき龍りゆう帝てい！》

《今世の『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』っ！》

　俺も瞬しゆん時じに鎧よろいを着込み、いつでも飛び出せる構えを取った。

　すると、連中のまとめ役らしき、一層装飾の凝こったローブの死神グリム・リツパーが声を発する。

《……赤龍帝か。相手が悪いようだ》

　そいつが手を横に出すと、死神グリム・リツパーの一群は蜘く蛛もの子が散るように黒い像を残しながら、この場から瞬またたく間まに去って行く。

「お、おい！　待て！」

　俺がそう言うが、奴らは一目散に逃にげていった。

　……お、俺、そんなにあいつらに警戒されてる？　ま、まあ、「魔ま獣じゆう騒そう動どう」の折に冥界で襲しゆう撃げきされた頃ころに比べれば、相当強くなったけどさ。

　ベンニーアが鎌を仕し舞まいながら言う。

《……あのオーラの感じから察するに、タナトスさまの眷属ですな。最上級死神グリム・リツパーであり、冥めい府ふの幹部の一角ですぜ。冥府でも暗部に属する一派ですな》

　──最上級死神グリム・リツパーの一派!?　幹部の配下がこんなところに何の用だってんだ……？

　当とう惑わくするしかない俺たち。

　ギャスパーが言う。

「イッセー先せん輩ぱい、あいつら、小猫ちゃんを狙ってました！」

　──っ。

　俺は小猫ちゃんのほうに視線を送る。

「なんだって」

　とうの小猫ちゃんは訝いぶかしげな表情をして、こう自問する。

「…………なんで私が……？」

　……どうにも、きな臭くさいことが俺たちを襲いかかってきそうだった。







　　　Life.2　死の神と刃やいばの狗いぬ







　死神グリム・リツパーたちからの襲撃を受けたその日の夜──。

　兵ひよう藤どう家上階にあるＶＩＰルームで、集まれるメンバーのみが集合していた。主にグレモリー眷属を中心に兵藤家に住むメンバーだ。ただし、黒くろ歌かはヴァーリたちに合流しているため、ここにはいなくて、連れん絡らくも取れずじまいだった。

　小こ猫ねこちゃんを狙ってきた死神グリム・リツパーの一群についてリアスたちに話すと、当然のごとく皆みんなが一様に酷ひどく驚おどろいていた。

　結界が張ってあるこの一帯に侵しん入にゆうしてきたことも重大だが、この襲撃についてリアスが述べる。

「……死神グリム・リツパーの突とつ然ぜんの襲撃は、サイラオーグたちがいま対応している事件も関係あったりするのかしらね」

　サイラオーグさんたちが対応している事件……？　初耳だ。

　レイヴェルがリアスに問う。

「例のお話って、本当なのですか？」

　リアスがうなずく。

「ええ、サイラオーグからも一応注意するように連絡が飛んできたもの」

「何かあったの？」

　俺があらためて訊くと、レイヴェルのほうが答えてくれる。

「──正体不明の悪あく魔またちが、一部の領域で暴れているそうなのです」

　……正体のわからない悪魔が、暴れてる!?　なんだ、そりゃ!?　旧魔ま王おう派の残党がまた暴れたとかか？　いや、聞いた話じゃ、『禍の団カオス・ブリゲード』に与くみした旧魔王派はクリフォトの瓦が解かいで、ついに完全な活動停止状態だと耳にしたけど……。

「一部のところで……正体不明の悪魔。でも、悪魔なんだよね？」

　俺の言葉にリアスが難しい表情をしていた。

「出自がまったく不明らしいの。冥めい界かいは、むかしと違って一いつ般ぱんの方々も身分証明書を作るようになっているわ。それに一いつ切さい引っかからない悪魔が、バアル領などで出現しているようなのよ」

　身分がわからない悪魔か。いくら階級社会が根強いからって、出自がわからない悪魔がいまだにいるってのが……。まあ、悪魔の世界は未開のところもあるし、冥界の隅すみっこに隠いん棲せいする古い悪魔もいるというし。

「登録を拒きよ否ひした一族の子孫が、いまになって現政府に不満を爆ばく発はつさせている……とか？」

　俺の言葉にリアスは何とも言えない顔となっていた。

「……それで済めば安いかもしれないわね……」

　……個人情報の登録を拒否した悪魔の子孫であれば、まだわかりやすいということだろうな……。

　イリナが困こん惑わくした顔でこう言う。

「もしかして、転生天使に降くだされている不ふ審しん者鎮ちん圧あつの命令もそれに関係しているのかしら」

「天界でも何か動きがあるのか？」

　ゼノヴィアが訊きくとイリナがうなずいた。

「何でも、うちの宗教の管かん轄かつ内で、不審な者たちが事件を起こしているそうなの。ジョーカーをはじめとした転生天使が対応しているって話。私は出なくても大丈夫だとは一応言われてはいるけれど……」

　天界・教会の管轄でも怪しい事件が勃ぼつ発ぱつしてるのか！　これはいよいよもってきな臭くなってきたな。これに死神グリム・リツパーの襲撃も関連しているかもしれないとリアスが予想してもおかしくない情勢だ。

「…………」

　小猫ちゃんも不安げな顔だった。いきなり、自分が狙ねらわれたんだもんな。しかも理由は現状わからない。知らない理由で狙われるのは不安しか覚えないだろう。

　──と、皆が難しい表情をしているなかで、朱あけ乃のさんのもとに連絡用魔ま方ほう陣じんが届く。

　情報を把は握あくした朱乃さんが息を吐はく。

「連絡がありましたわ。もしかしたら、いま私たちが話していたことに直結するかもしれませんわね」

　そう言うなり、朱乃さんはメモ用紙に走り書きして、リアスに渡わたした。

　朱乃さんが言う。

「──『刃狗スラツシユ・ドツグ』、鳶とび雄お兄さ……幾いく瀬せさんから、伝えたい情報があるそうです。指定の場所を教えていただいたのですが……誰だれか、この住所に覚えはあるでしょうか？」

　幾瀬さんからの情報？　ちなみに朱乃さんははとこである幾瀬さんのことを親しん戚せきということで「鳶雄兄さま」と呼んでいる。

『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームはグリゴリのエージェントであり、『Ｄ×Ｄデイーデイー』の裏方チームのため、各地の様々な裏側に潜もぐり込んでいるから、いろんな情報を知っていると聞く。

　……俺たちが気になっている情報をすでにつかんでいるってことかな。

　リアスがメモ書きに記された指定場所の住所を睨にらんでいるが、「覚えがないわ」とうなっていた。

　俺も覗のぞき込むが……駒く王おう町からそんなに遠くもないけど、俺も行ったことのない住所である。どこだ、ここ？

　ロスヴァイセさんもメモ書きを覗き込むと、「あ」と声と手をあげた。

「……そのバー、オーディンさまの付き添そいで行った記き憶おくがあります。アザゼル先生に連れて行ってもらったのですが……多分、わかります」

　意外なところに覚えのあるヒトがいた。







　次の日の夜──。

　俺とリアス、マネージャーのレイヴェルと案内役のロスヴァイセさんの四名で幾瀬さんから指定された場所に赴おもむく。朱乃さんたちには、小猫ちゃんが狙われる理由を探さぐってもらうようリアスから言付けられた。

　指定の場所までの移動はロスヴァイセさんの車だった。

　そこは駒王町から、電車で二駅行ったところにある駅周辺の繁はん華か街がい、その一角に存在するバーだった。

　夜にこんなところに訪おとずれるため、学校の制服というのもまずい。俺たちは私服でこの場所に訪れていた。まあ、未成年がここにいるってのも大分まずいが。

　警察に見つかったら、面めん倒どうくさいことになるだろう。

　表に出ている立て看板には、『黒くろ狗いぬ』と書かれていた。

　ロスヴァイセさんも「そうそう、ここの二階です」と完全に思い出したようだった。

　看板のあるところから階段で二階に上がる。一階はレストランのようだった。

　モダンな雰ふん囲い気きの扉とびらを開けると──。

「──────♪」

　心を一いつ瞬しゆんで奪うばわれそうな美しい歌声が、店内を包み込んでいた。

　見れば、奥に設置されたステージで、白いドレスを着た金きん髪ぱつの超ちよう絶ぜつ美女が見事な歌声を披ひ露ろうしていた。

　お客の皆みなさんも、話すのも止やめて、歌に聴きき入っていた。

　……歌からすると、外国の民みん謡ようっぽいが、俺に覚えはないな。

　けど、美女のほうは見覚えがある！　邪じや龍りゆう戦せん役えきの折、トライヘキサに乗り込む前にお会いしているからね！　ヴァーリが唯ゆい一いつ頭が上がらないというラヴィニア・レーニさんだ！

　いや、しかし……。本当にお美しい女性で、ついつい見み蕩とれちゃう。

　隣となりでリアスが咳せき払ばらいしつつ、俺の耳を引っ張った。

「あっちよ」

　いててて！　リアス、怒おこってる？　ラヴィニアさんに見蕩れていたのが、お気にめさなかったようで！　ごめんなさい！　俺、相変わらず美女にはチョー弱いです！

　リアスが顔をカウンター席に向ける。そこには一人の若いバーテンダーが立っていた。

　──幾瀬さんだった！

　俺たちはそれを確かく認にんするなり、カウンターの空いている席に四人並んで座った。

　幾瀬さんが俺たちに水の入ったグラスを配りながら、訊いてくる。

「いい歌声だろう？　うちの看板娘むすめだからね」

　看板娘のラヴィニアさん！　いやー、ここがオトナのお店じゃなかったら、ぜひとも通い詰つめたいところです！

　って、俺は幾瀬さんに疑問を突つっ込む。

「──幾瀬さん。その格好……」

「ああ、ここでバーテンダーをやっているんだ。で、彼女──ラヴィニアはここの専属歌手」

　幾瀬さんがバーテンダーっ！　グリゴリが持っている物件とは聞いていたけど、そうか、幾瀬さんはもう大人だから働いているよな。

　しかし、バーテンダーってカッコイイな！　イケメンの方が、カウンターに立ってシャカシャカとカクテルを作っている格好って、ちょっとイケてるとか思っちゃう。

「ようこそ、兵藤家の皆さん。──ＢＡＲ『黒狗』へ。お酒はまだダメだろうから、適当にジュースを作るよ。リクエストは？」

　と、訊かれたので、俺は「マンゴージュースで」と答える。

　これにリアスたちも続いた。

「私はリンゴジュースでお願いするわ」

「同じく」

「では、それで」

　彼女たちはリンゴジュースのようだ。

　幾瀬さんは手早くジュースを用意してカウンターテーブルに置いていく。

「ありがとうございます」

　受け取るなり、幾瀬さんが言う。

「ロスヴァイセさんは、前にもここにいらっしゃったと聞いてますよ」

「ええ、オーディンさまの付き添いで。けれど、そのときはあなたとラヴィニア・レーニさんはいらっしゃいませんでした」
















「あのときは別件で動いていたものですから」

　毎日ここにいるわけじゃないんだな。本業的には当然か。

「ここで働いているんですか？」

　俺が訊くと、幾瀬さんが自分用の野菜ジュースを用意しながら答えた。

「夜はね。昼間は大学生さ。これでもまだ二十二歳なんでね」

　学生なのか！　ま、まあ、二十二歳なら大学生だよね。じゃあ、ここでバイトってことになるのかな。バイトでバーテンダーって、すごいな。

「経営もあなたが？」

　リアスがそう訊く。

　幾瀬さんは野菜ジュースを一口呷あおったあとに答える。

「いいや、経営者はアザゼルさんだよ。いまはこっちにいないから、代理の幹部の方が代わりに顔を出してくれているんだ」

　ここの物件はアザゼル先生のものってことなのね。あのヒトというか、グリゴリは俺たちに提供してくれた学がく習しゆう塾じゆくといい、いろんなところを持ってるな……。俺たちの知らないところで、異形が有する土地とかって案外多いんだろうね。

　──と、拍はく手しゆが起こった。振ふり返れば、ラヴィニアさんの歌が終わったようだった。

　幾瀬さんがこうも言う。

「ヴァーリも一度だけ顔を出してくれたことがあるんだよ。まあ、ラヴィニアがいないときを見計らってね」

　へー、来たことあるのか、あいつ。しかし、ラヴィニアさんに会いたくないって、本当にあいつは女性に複雑というか……。黒歌の誘さそいを断り続けた結果、彼女は俺のほうに矛ほこ先さきを定めてしまったしな。ま、まあ、そこは役得というか、エロエロな場面も増えたのでありがたいけどね。

　けど、あんな美女を拒否し続けるなんて、あいつは──。

　そこまで思し慮りよしていたときだった。ふいに背後から声がする。

「そうなのです。ヴァーくんは酷ひどいのです」

「わっ！　いつの間に……」

　振り返れば、そこには美女──ラヴィニアさんが立っていた。

　ラヴィニアさんは一礼して、俺たちにあいさつをくれる。

「あらためて、ごあいさつするのです。ラヴィニア・レーニ、『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』所属の魔ま法ほう使つかいなのです」

　そして、神滅具ロンギヌスのひとつ『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の所有者さんでもある、強力な魔法使い。

　俺が照れながら、あいさつを返す。

「こちらこそ、今後ともよろしくお願いします。話はうかがってますし、トライヘキサとの一戦前に一度お見かけしましたよ」

　俺の言葉にラヴィニアさんは「はいなのです」とニッコリと微笑ほほえんでくれた。

　ぽわぽわした雰囲気のお姉さんに俺も顔が綻ほころんでしまう！　しかも、ドレスの胸むな元もとから覗くお乳が見事なものでして！

　ヴァーリィィィッ！　おまえ、本当に尻しり派はなのか!?　もし本当なら、このヒトのお乳を見て、おまえはどうして尻に行くんだ!?　って、マジであいつが尻派なのか、その辺りも一度問い詰めたいところだが……。

「「「…………」」」

　ラヴィニアさんにデレデレしていたため、リアス、ロスヴァイセさん、レイヴェル、女性陣じんからの視線が非常に怖こわいですっ！

　ラヴィニアさんは俺の隣に座ると、カウンターテーブルに小型の転移魔ま方ほう陣じんを展開させて、何かを出現させた。

「──これを見て欲しいのです」

　ラヴィニアさんが取り出したのは──一冊のノートだった。

　ラヴィニアさんは、ノートを取り出すなり、広げてみせて、俺に見るよう促うながしてくる。

　……これが、幾瀬さんたちが伝えたいことなのだろうか？

「これは……？」

　俺がノートを手に取り、表紙を見る。英語で「Vali Lucifer」と書かれていた。持ち主の名前……って、ヴァーリのか、これ!?　なぜにヴァーリのノートが!?　ラヴィニアさんの顔を見ても、ニコニコと微笑んでいるだけだ。

　仕方ないのでパラパラとめくっていくと、このような文章を見かけてしまった。




・『俺はこの時代に生まれたことを残念に思うよ。神がいない世界。俺は神を倒たおしてみたかった』

・『強い奴やつがいない世界なんて死んだほうがいい。そんなつまらない世界に興味はないんだ』

・『俺は死んだ先代の魔ま王おうルシファーの血を引く者。ただし、俺は旧魔王の孫である父と人間の母との間に生まれた混血児。──「白い龍バニシング・ドラゴン」の神器セイクリツド・ギアは半分人間だから手に入れられたものだ。ルシファーの真の血けつ縁えん者でもあり、「白い龍バニシング・ドラゴン」でもある俺が誕生した』

・『運命、奇き跡せきというものがあるなら、俺のことかもしれない』




　……どこかで聞いたことがある台詞せりふも混ざってるな。って、これ、俺があいつと初めて戦ったときに言っていたような……？

「……こ、これは何なんですか？」

　俺がラヴィニアさんに訊きくと、ラヴィニアさんは誇ほこらしげに語る。

「──ヴァーくんが四年前に書いた設定資料集なのです。とてもよく出来ているのでいつか必ず現れるヴァーくんの終生のライバルであるヒトに見せたいと思っていたのです。四年前にカッコイイ台詞を書きためて、夜な夜な練習していたのですよ」

　──ヴァーリの設定資料集。

　…………こ、これ、あいつが四年前に書いた資料集なのか!?　こ、こんな中二病的な台詞を書き連ねていたと!?　しかも、これ、使用してますよね!?　俺、これらを聞いたことがあるもん！

　これには幾瀬さんも顔を手で覆おおい、なんとも言えない状態となっていた。

「……ヴァーリが血ち眼まなこになって探していたノート……ラヴィニア、キミが持っていたのか。しかも、このタイミングで出してくるとは……」

「このタイミングしかなかったのです」

　ヴァーリがこれを探しているのね。そりゃ、こんなに恥はずかしいノート、黒歴史以外の何物でもない！　しかし、皮肉なことに出会いを拒こばんでいる女性が、とうのノートを所有しているというジレンマ。

　これをあいつが知ったとき、どういうアクションを取るのか、非常に気になるぞ。

「……なんだか、聞き覚えのある台詞が並んでました」

　俺が無理矢理笑みを作りながら、そう答えると、ラヴィニアさんは弟のことを褒ほめられたかのように満足そうな笑みを浮うかべていた。

「良かったのです。ヴァーくんはいつか必ず現れるライバルにカッコイイことを言うために用意していたものだと思いますので、きっと満足しているはずなのですよ」

　ラヴィニアさんがその場で飛び上がりそうな反応をしたせいか、その勢いで胸元のお乳がぶるるんと揺ゆれていた！

　くっ！　デカいおっぱい！　ぜひとも拝みたいところだが……っ！

　エッチな視線を送っているときだった。ふいに入り口のほうから、声をかけられた。

「氷こおり姫ひめは幾瀬鳶雄とヴァーリのお姫さまだ。さすがに高くつくぞ、赤せき龍りゆう帝てい」

　見れば──曹そう操そうだった！

「曹操!?　どうしてここに？」

　さすがに予想外の男の登場に俺もその場で立ち上がってしまった！

　曹操は気にもとめずに空いているカウンター席に座った。幾瀬さんも曹操の登場に特に驚おどろきはしていない。

　幾瀬さんがグラスを用意しながら言う。

「たまにここで彼と情報の交こう換かんをしているんだよ。お互たがいに組織のエージェントだからね」

「そういうことだ。──ホットミルクを」

　そう注文する曹操。……ホットミルクか。案外、かわいい注文するな。

　俺が曹操に言う。

「この間の試合、見てたぜ。いい試合だったよ」

「それは光栄だ。次はキミやそこの幾瀬鳶雄とも戦いたいものだ」

　曹操が言うように幾瀬さんも『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームで大会に参加している。ラヴィニアさんもそのチームに所属していた。このヒトたちも順調に勝ち進んでいる。俺たち同様、いまだに神クラスには当たらずだが、それでも最上級悪あく魔まクラスのチームは軽く打ち倒している。

　何よりもチームワークが抜ばつ群ぐんであり、連れん携けいが見事だとレイヴェルやソーナ先せん輩ぱいが語っていた。死地を駆かけ巡めぐり、各勢力の暗部に潜もぐっていたせいか、チームワークは極きわめて高い精度のものになっているようだった。

　幾瀬さんは曹操にホットミルクを用意するなり、本題に入る。

「実はね、兵藤一いつ誠せいくん。この大会の裏で動いている勢力がある。──冥めい府ふの死神グリム・リツパーたちだ」

　──っ！　死神グリム・リツパーっ！

　この情報に俺、リアスたちは顔を見合わせた。まさにその情報が欲ほしかったからだ。

　幾瀬さんが続ける。

「知っているかもしれないけれど、現在、各勢力の領域内で暴漢が事件を起こす案件が頻ひん発ぱつしている。冥めい界かいの端はし々ばし、天界の管かん轄かつ内、アースガルズ、オリュンポス、他ほかのところでもそれらは起こっている」

　それは昨日リアスやイリナから聞いた話だ。

　これに曹操も続く。

「捕とらえてみたところ、それらはすべて悪魔だった。ただし、所属と身元は不明。冥界に登録されているあらゆる悪魔の経歴と照らし合わせてみても、まったく引っかからない。これは冥界の上層部も秘ひ匿とくしているが、話では血筋ですら判明できなかったようだ。ただし、純血であること、生きつ粋すいの、一いつ切さいの混じりっけのない悪魔であることはわかった」

　……経歴と身元が不明で、純血の悪魔？　余計ややこしくなりそうな話だが、幾瀬さんがこう告げる。

「悪魔側も手て詰づまり状態で、調査がグリゴリにまで回ってきたわけだけど、グリゴリの調べでは、現状で謎なぞの悪魔に関してふたつのことがわかった。ひとつは、彼らの体と魔力を構築している情報と類似性が高いのは──古い悪魔、各上級悪魔の一族で『初代』とされる悪魔たちだった。簡単に言えば、初代グレモリーや初代バアルと同世代の肉体と魔力情報が検出されたということ。もうひとつは、その悪魔たちが起こす事件の近くで死神グリム・リツパーの反応がいくつか検出されたということだ」

　…………しょ、衝しよう撃げき的な話だ。各地で暴れ回ってる謎の輩やからは悪魔で、しかも初代バアルのヒトとかと同じ体の作り……。さらにそいつらが起こす事件の近くで死神グリム・リツパーが出現していた……？

　初代の悪魔たちが、いままで隠かくれていて、今いま更さらになって暴れ出した……って簡単な話ではなさそうだ。

　リアスたち、俺の仲間たちも一様に困こん惑わくの色が強かった。

　リアスが顎あごに手をやりながら言う。

「……死神グリム・リツパーが事件の近くで動いていたということは、その悪魔たちをハーデスがって、ことかしら？」

　リアスの問いに幾瀬さんはうなずく。

「うん、大半の死神グリム・リツパーがその意思のもと行動しているのだと思う。ただ、解せない部分もある。昨日、キミたちが襲おそわれたように痕こん跡せきを大だい胆たんに残す死神グリム・リツパーたちが出てきた」

　大半がその意思……痕跡を大胆に残す死神もいる……？　それってつまり──。

「昨日、小猫ちゃんが襲われたのは、いま頻発している謎の悪魔とはちょっと違ちがうってことでしょうか？」

　俺の疑問に幾瀬さんはうなずいた。

「悪魔ではなく、死神グリム・リツパー自体が動いたのは初めてだからね。しかも塔とう城じよう小猫さんを狙ねらった理由もいろいろと考えさせてくれる出来事だ。ただ、事件を起こしている悪魔たち、キミたちを狙った死神グリム・リツパー、どちらも冥府の者たちが関かん与よしているのは間違いない。少なくともふたつ以上の冥府の意思が、各勢力に及およんでいると見ていいだろうね」

　……ハーデスが、あの骸がい骨こつの神さまが、ついに動き出したということか。リゼヴィムが死んだあと、一番危険なのがハーデスだというしな。

　大会のおかげで、シヴァ神や帝たい釈しやく天てんは意識をそちらに向けているというし、いまは冥府の動きを憂ゆう慮りよしなければならないことと考えていいんだろうか。

　曹操が肩かたをすくめた。

「須弥山うちは、帝釈天ボスがシヴァ神に夢中なものだから、少なくともこの大会が終わるまでは仕し掛かけることなんてしないだろう」

　ホットミルクをふーふーしながら曹操が続ける。

「大会がどの頻ひん度どで今後行われるかわからないが、睨にらみ合いながら戦争を画策し、時間を徒いたずらに浪ろう費ひするより、毎回大会に参加してシヴァとの戦いを狙ったほうが早いと踏ふんでいる以上、邪よこしまなことをすることなんてないだろう。しかも、シヴァ以外の他勢力の神々とも戦える機会が公式で得られるんだ、天てん帝ていは心底楽しむに決まっている」

「むしろ、この大会を邪じや魔まするものを排はい除じよしろと命めいを飛ばすぐらいか」

　幾瀬さんの言葉に曹操は不敵に笑えんだ。

「ああ、俺たちにはその手の指示も受けている。だから、危険な動きをするものは、つぶさに調べるさ。相手が死神グリム・リツパーだろうとね」

　曹操はホットミルクを飲み干すと、代金をカウンターに置いてその場から立ち上がる。

「謎の悪魔と死神グリム・リツパーの関連性は俺のほうでも調べておく。何かわかったら、教えよう」

　曹操はそう言うなり扉とびらのほうに向かっていくが、ふと立ち止まって俺に訊いてきた。

「ところで兵藤一誠、訊きたいことがある。キミはリアス・グレモリーとヴァーリ、どちらのチームが勝つと思う？」

　──っ！　……こいつめ、リアスがいる目の前でもうすぐ行われる試合についての意見を求めて来やがった。

　ま、俺の意見なんざ、決まっているから、迷わず答える。

「勝ち負けはわからねぇけど、当然リアスを応おう援えんするさ。でも、ヴァーリが負ける姿も想像できねぇよ」

　正直な感想だ。リアスを応援して当然。けど、ヴァーリたちが強いのも事実。ヴァーリの負ける姿が想像できないのは、俺があいつに宿命のライバル意識を強く持っているからだろう。

　俺の答えに曹操は「なるほど」とうなずいた。

　隣となりにいるラヴィニアさんが静かに漏もらす。

「私は……今回だけはヴァーくんを応援するのです。ごめんなさい」

　控ひかえめな言葉に俺もリアスも「いいんですいいんです」と変に気を遣つかわなくていいよう答える。

　ヴァーリの野や郎ろう、こんなにやさしいお姉さんがいるのにどうして会ってやらないんだ？

　……案外、照れ屋さんだったりして？

　店をあとにした曹操を見送ったあと、この場にいるメンバーも情報を得たら相そう互ごで連れん絡らくを取り合おうということでその日は解散することになった。

　さてさて、小猫ちゃんを狙う死神グリム・リツパーの情報を探さぐっていたら、とんでもないものが出てきそうな雰ふん囲い気きになってきたぞ……。

　ま、テロリスト対策チームに所属している以上、今更だけどさ。

　大会に夢中になっていた俺たちは、久しぶりの『Ｄ×Ｄデイーデイー』としての側面に緊きん張ちようを感じていた。




　　　　─○●○─




　リアスチームとヴァーリチームの対戦が近づくなかで、俺、リアス、朱乃さん、レイヴェル、ソーナ先輩、真しん羅ら先輩の六名は死神グリム・リツパーが小猫ちゃんを狙う理由についての情報を共有するため、兵藤家のＶＩＰルームに集つどっていた。

　幾瀬さんと曹操からの情報をシトリー側に伝えたあとで、小猫ちゃんについてソーナ先輩が言う。

「小猫さんの過去を探るのが近道でしょうね」

「黒歌さんにお訊たずねするよりも詳くわしいことを──ということでしょうか？」

　レイヴェルの言葉にソーナ先輩はうなずく。

　まあ、黒歌から過去について聞けることは聞けるだろうけど、ソーナ先輩のニュアンスはそれ以上のものを調べるべきということだろう。

「過去を探れる術すべがあるのね？」

　リアスが得心してソーナ先輩に問うと、

「直接……というわけではないのですが、その者にとっての関係者を映し出すことができる妖よう怪かいがいるのです」

　そう答えが返ってきた。

　過去を探れる妖怪がいるのか！　そりゃ初耳だ。

　しかし、リアスは知っているようでその名を口にする。

「──もしかして、照しよう魔ま鏡きよう？　鏡の妖怪の」

　これに真羅先輩が応じた。

「はい、その照魔鏡の一族で、映した者の関係者を映し出す妖怪がいるのです。雲うん外がい鏡きようといいます。いろいろな限定条件が必要ですが、合がつ致ちすれば生きていようとも死んでいようとも映せますし、その者と会話もできます。その力を使って、黒歌さん以上に小猫さんの過去を……猫ねこ又また姉し妹まいの過去を知る近親者を呼び出してみようというわけです」

　そ、そんな力を持った鏡の妖怪がいるのか。死者と会話ができるってすごいな。

　まあ、異形の世界も広いから、様々な能力を持つ妖怪がいてもおかしくはないが、シトリー眷けん属ぞくはいろんなコネがあるんだな。日本の異能を司つかさどる一族の出の者を眷属にしているからか、そちら方面に強いのだろう。

　ソーナ先せん輩ぱいが説明をこう加える。

「ただし、当代の者が『禍の団カオス・ブリゲード』のテロで亡なくなりまして、後こう継けい者しやの継承に少し手間取っているとのことです」

　マジか！　『禍の団カオス・ブリゲード』のテロがそんなところにまで及んでいるなんて……。あいつら、本当に各勢力に被ひ害がいを出してくれたもんだぜ。

　真羅先輩が言う。

「シトリー眷属は、独自のルートで当代に接せつ触しよくして、パイプを得たのですが……亡くなられたため、なかなかの影えい響きようは出ました。特異な能力ゆえ、制約も厳しいのです。特に当代の雲外鏡が亡くなると、力を貸してもらった者は、そのときの記き憶おくを無くします。さらに内容を話された第三者も記憶を無くすようです」

　ほうほう、力を貸してもらったヒトの記憶まで無くなるのか。つまり、鏡に映った関係者を見た、あるいは話したけど、とうの鏡の妖怪が死ぬと、力を借りたヒトのその辺の記憶がごっそり消えるってことか。しかも話した他者の記憶まで無くなる。

　って、その雲外鏡とやらが死んでいるんじゃ、小猫ちゃんの過去を探ることなんてできないのでは？

　けど、ソーナ先輩はこうも付け加える。

「ただし、次の雲外鏡を見つけ出すことができれば、正式に力が継承され、以前に見てもらった者たちの記憶も戻もどると聞いています」

　おおっ、なんだ！　解決方法はあるんじゃないか！

　なら、早めに早めに行動を起こしたほうがいいってことかな。とはいえ、情報をたぐらないといけないだろうし、俺たちは試合が近いしで……。

　これにレイヴェルは大きくうなずき、非常に熱がこもっていた。

「まずはその雲外鏡を探しましょう。私もフェニックス家の情じよう報ほう網もうを使ってみます！」

　気合いの入るレイヴェルに皆みんなの視線が集まる。

　レイヴェルは恥はずかしそうにしながらも健けな気げに言った。

「……小猫さんの力になりたいんです。友達ですから……」

　最近勇ましいレイヴェルの姿はそこになく、友情に燃える年とし頃ごろの女子としての彼女がそこにあった。

　けれど、レイヴェルの意見はもっともだったので、この意見に皆がうなずく。

「私も姫ひめ島じま家当主さまに訊いてみますわ」

　朱乃さんがそう言う。日本の異能、異形に詳しい五大宗家のネットワークは強いだろうな。

　俺たちも独自の情報網から探ることと、幾瀬さんのチームやグリゴリにも協力を要よう請せいしたのだった。

「ベンニーア、いますか？」

　ソーナ先輩がそう呼ぶと、先輩の近くに魔ま方ほう陣じんが展開し、そこからジャンプして登場するベンニーアの姿があった。相変わらず登場が独特だ。

《いますぜ、マスター・ソーナ》

「ベンニーアには引き続き、リアスとイッセーくんたちの協力をするようにお願いします。死神グリム・リツパーに詳しく、波長も感じ取れるあなたの力が必要になるでしょう」

《了りよう解かいですぜ》

「用事があるときに連絡します」

　ソーナ先輩と真羅先輩は、意見を一いつ致ちさせたあと、ベンニーアを残して兵藤家をあとにした。

　俺は……深く思し慮りよしていた。

　この場に小猫ちゃんと黒歌がいないけど、少なくとも小猫ちゃんに負担をかけることは止やめようとリアスと決めていた。

　小猫ちゃんは……辛つらい過去を体験している。乗り越こえつつあるけど、あの頃の記憶を呼び覚ましたら、また精神的に潰つぶれる可能性がある。

　彼女的に国際大会は重要なものと捉とらえているし、次の試合で姉との一戦も控えている。

　これ以上、余計な気苦労をかけてしまうと、体調まで崩くずしてしまいかねない。

　リアスは言った。

「小猫は強くなっているけれど、まだ脆もろさもある。辛いものを乗り越えようとしている気構えを、想像以上の辛い現実を見せて潰してしまったら、今度こそダメになってしまうかもしれない……」

　リアスは酷ひどく心配していた。慎しん重ちように事を運びたがっている。小猫ちゃんを引き取り、心のリハビリをしてきたリアスにとって、今回の一件は気が気ではない。だからこそ、あえてここまで小猫ちゃんを参加させずに探り出している。

　リアスとは以前に小猫ちゃんに関してこんな会話をした。

『イッセー、黒歌の元主あるじの上級悪あく魔まがどこかってこと、教えたわよね？』

『元七なな十じゆう二ふた柱はしらのひとつ、ナベリウス家だったよね？　そこの分家の悪魔が、黒歌と小猫ちゃんを拾ったって』

　俺はある程度、小猫ちゃんと黒歌の過去をリアスから聞いている。主に黒歌の眷属悪魔時代の話だ。

　黒歌からも、元マスターが眷属に無理な強化で能力向上を目指し、その矛ほこ先さきは自分の身内、血けつ縁えん者にも及およんだと聞いた。血縁者にまで強化を求めていたって辺りが非常に怖こわいと感じたところだった。

　そして、その興味は猫ねこ[image: ]しようの黒歌の妹──小猫ちゃんにまで手が伸のびそうだったため、黒歌が主を殺した。

　リアスが続ける。

『ええ、そうよ。研究熱心な貴族だったそうよ。悪い方向に、だけれど。本家の意向を無視して、怪あやしい実験を続けていたそうなの。問題はもうひとつ。これは、黒歌とここで同居するようになってから、グレイフィア経由でお兄さまから教えていただいたのだけれど──』

　リアスが言うには、黒歌の元主が研究していたものは、誰だれかに接収された後のようで、魔ま王おうの衛兵たちがそのヒトの家に着いた頃には実験の痕こん跡せきはほとんど残されていなかったようだ。

　話を聞くだけで怪しさ爆ばく発はつだった。なんだ、そりゃってね。

　黒歌の元マスターの実験は冥めい界かいの上層部でも憶おく測そくを大いに呼び、黒歌と小猫ちゃんの危険性をマックスにまで引き上げる結果に繫つながった。

　リアスが言う。

『黒歌にそれとなく訊きいたことがあったのだけれど、彼女も実験の本題は詳くわしく知らされていなかったそうなの。ただ、実験がまともなものではなかったのは確実よ』

『実験の目的を知る前に、黒歌が小猫ちゃんを守るために主を……ってことか』

　俺の言葉にリアスは息を吐はきながら肯こう定ていした。

『妹にまで魔の手がかかるとわかったのだから、黒歌としてもこれ以上黙だまって見過ごせなかったのでしょうね。もちろん、私し怨えんも絡からんだものでしょうけど』

　ゆえに黒歌は私情──怒いかりが噴ふん出しゆつしすぎて、元主の周りを壊こわし尽つくし、猫又の力を見た小猫ちゃんが大ショックを受けてしまったってことに繫がるのか。

　小猫ちゃんと黒歌が過ごしたナベリウス分家時代の話は……不ふ穏おんな影かげが見え隠かくれしていた──。




　　　　─○●○─




　小猫ちゃんのことや、各勢力に頻ひん発ぱつしている謎なぞの悪魔たちの暴動も心配だけど、時間は待ってくれない。

　俺たち『[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームとリアスのチームは、合同で練習することになった。

　場所は、赤龍帝用のトレーニング空間ではなく、グレモリー眷けん属ぞく用の懐なつかしいトレーニング空間だ。懐かしいといってもつい最近まで使わせてもらっていたんだけどね。

　リアスたちがヴァーリチーム戦をすぐに控ひかえたなかで、俺たちが模も擬ぎ戦の相手を請うけ負った。

　一応、ベンニーアも付き添そってくれた。何が起こるかわからないということと、ソーナ先輩からの命令を遵じゆん守しゆするためと、死神グリム・リツパーが絡むことで個人的なこだわりもあるようだった。

　そんななかで練習は開始されていた。

「ほら、いくぞ、リント！」

「あわわ、クァルタパイセンは過激っスね」

　まず目についたのは、ゼノヴィアとリントさんの特訓風景だ。

　ゼノヴィアがデュランダルとエクスカリバーを振ふるい、リントさんはそれを軽かろやかに避よけつつ、紫し炎えんで形成させた剣けんで応戦していく。

　聖なる波動と、激しい紫炎が空中でぶつかって何度も何度も爆発を起こしていた。

　ゼノヴィアのしごきについていけてるだけで、リントさんの実力が相当高いことが理解できる。まあ、リアスチームのゲームの様子を記録映像で見ているけど、リントさんは本当に手て堅がたく戦っており、リタイヤもない。極きわめて優ゆう秀しゆうで強い女性戦士だ。

　その一方で、小猫ちゃんもレイヴェルと真しん剣けんにトレーニングをかわしていた。

「いきますわよ、小猫さん！」

「うん、来て！」

　レイヴェルが自身の炎ほのおの翼つばさから、強きよう烈れつな火か炎えんの弾たまを飛ばしていくと、小猫ちゃんは白しろ音ねモードと化して白い炎で作った無数の火車を放って相そう殺さいさせていた。

　小猫ちゃんの練習は熱がこもっている。どうしても姉である黒歌に勝ちたいようだ。レイヴェルもその想おもいに応こたえるように、小猫ちゃんの練習には真しん摯しに向き合い、最後までヘトヘトになるまで付き合う。

　それは今回だけじゃなくて、小猫ちゃんがお願いしてくれる限りは毎回のようだった。

　小猫ちゃんも同学年で、友人であるレイヴェルには頼みやすいし、頼たよりやすいところが多分にあるんだろう。同世代にしか願えないものってあると思うからね。レイヴェルもそれをきちんと理解した上で、真っ正面から友人の願いを聞き入れた。

　……レイヴェルは、俺たちのチームのことを考えると、覇は道どうに思考が行くときもあるだろうけど、友人である小猫ちゃんと向き合うときは──王道そのものの気持ちで臨んでいると思う。

「小猫さん、尻しつ尾ぽがちょっと焦こげてますわ」

「……レイヴェルが、手加減なしで炎を撃うつからだよ」

「手加減したら怒おこるから、私も必死ですわよ？」

「むぅ……。尻尾や耳が焦げたら、試合に出るとき恥ずかしくなっちゃう」

「ふふふふ、あとでブラッシングをお手伝いしますわ」

　小猫ちゃんと一いつ緒しよに笑うときは、俺たちの前で気き丈じように振る舞まうレイヴェルの姿はなく、年相応の女の子の活発で、快活な笑え顔がおだった。

　……俺のマネージャーとして常に傍そばにいて欲しい気持ちは強いが、彼女を本当の意味で成長させるには、友人の小猫ちゃんともっと接してもらったほうがいいと思うんだ。

　だから、こういう触ふれ合いはもっともっと増やしていきたい。

　次に注目したのは──金色の人型ドラゴンと、巨きよ体たいの闇やみの獣けものの一戦。龍りゆう鬼き人じんと化した百鬼なきりと、バロール化したギャスパーが、同級生の男子同士で壮そう絶ぜつな肉にく弾だん戦を繰くり広げていた。

　百鬼が闘とう気きのこもったパンチをギャスパーに浴びせながらも、あっちからも暗黒のこもったパンチを受けてしまい、大きく仰のけ反っていた。

　百鬼が叫さけぶ。

「クソッ！　強いだろうなと思っていたが……やるじゃないか、ヴラディッ！」

　百鬼がオーラと闘気を混ぜた球状の弾を無数に飛ばしていく。

　ギャスパーが手でひとつひとつ波動の弾を弾はじきながら距きよ離りを詰つめていった。

《……そちらこそ、本当にただの人間なのかい？　イッセー先せん輩ぱい仕込みの肉弾戦についてこられるなんてね！》

　地を高速で自在に駆かけ回って豪ごう快かいな攻こう撃げきを繰り出す百鬼！　ギャスパーは影から無数の闇の獣を出現させる。百鬼はそれらを蹴け飛とばし、殴なぐり飛ばし、または懐ふところから大量の符ふを取り出して呪じゆ文もんを唱えて、獣たちを無に帰きしてしまう。

「人間さ。ただし、ちょいと術は使うけどなっ！」

　二人は小手先の攻撃のあとは、決まって近距離で肉弾戦！

　にらみ合いながらも不敵な笑みを見せる両者。

「……同級生の野や郎ろうには負けたくないね。しかも兵藤先輩の前だしな」

《こちらも、イッセー先輩とリアスお姉ちゃんの前で格好悪い姿は見せられないから》

　こうして、同級生の男子は練習だというのに楽しそうに真剣にバトルを続けていた。

　チームメンバーの合同特訓を見守る俺の横にリアスが立つ。

「いいライバルになりそうね、あの二人」

　ギャスパーと百鬼のことだ。

「うん。やっぱり、同世代の男ってのは負けられない存在になるさ」

　そう答える俺。やっぱ、同世代の男って意識するからな。などと思っていたら、まさに同世代の男子──木き場ばが俺に歩み寄り、こう言ってくる。

「お弁当は食べたかい？　そろそろ、キミと模擬戦をしたくてさ。久しぶりだし、いいだろう？」

　木場が言うように女子＋木場が練習前に用意して持ってきてくれた弁当は、すでに食べている。今日は朱乃さん手作りの「のり弁」と、木場の手作りの「キャラ弁」をいただいた。

　木場が作った「鎧よろいを着た俺の顔」をイメージしたキャラ弁は……俺にそっくりだったけど、複雑な気持ちだった！　いや、朱乃さんの弁当も木場の弁当も美お味いしかったけどさ！

　気を取り直して、俺は一歩前に立ち、背せ伸のびしながら木場に言った。

「そうだな、久しぶりにやる──」

　そこまで言いかけたときだった。

　ふいにトレーニング空間の空中に歪ゆがみが生じた！　空中の一部の空間が歪んでる！

『──ッ！』

　俺たちは練習を瞬しゆん時じに止やめて、いきなり起こったことに仰ぎよう天てんしていた。

　これにベンニーアが立ち上がり、怖い表情を作り出していた。

《やはり、来ましたぜ》

　彼女が言うや否いなや、歪みがさらに大きくなり、ついには亀き裂れつが生じて、それが横に広がり、空中に穴が穿うがたれた！

　そこから姿を現すのは、大おお鎌がまを持った死神グリム・リツパーの一群だった！

　特とく殊しゆな領域と、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきで守られたこのトレーニング空間にまで襲しゆう撃げきをしてきたことで、さすがのリアスも驚きよう愕がくの声をあげた。

「そ、そんなっ！　この領域にまで襲撃をかけてくるというの!?」

　死神グリム・リツパーたちは穿たれた空中の穴から、次々に現れて、俺たちの周囲を囲むように飛来してくる！　百体ほどの死神グリム・リツパーが、俺たちを円状に囲んだ！

　皆みんなが警けい戒かいしながら攻撃の姿勢で構える！　明らかな敵意と殺意を持って、この場に立っているため、戦いは必至だろうっ！

「イッセー！　襲おそいかかってきたら、問答無用で討うつわよっ！　ここに無断で侵しん入にゆうしてきただけで、万死に値あたいするわ！」

「当然ッ！」

　俺もリアスの意見に大いに同意して、鎧を瞬時に装着したっ！　こいつら、どうやって駒王町やここまで入ってきたかわからないけど、敵意を持ってここに立った以上はぶっ飛ばすのは確定だ。

　しかも、奴やつらは小猫ちゃんに視線を注いでやがるしな！

　凝こった装そう飾しよくのローブを着た、リーダーらしき死神グリム・リツパーが小猫ちゃんを指さして言う。

《猫ねこを引き渡わたしてもらおう》

「小猫ちゃんをさらって、何をする気だ？」

　俺がそう問う。

《そちらには関係のないことだ。まあ、いずれ知るかもしれないがな》

　勝手な物言いに、さすがのリアスも怒り心しん頭とうだった。大事にしているかわいい小猫ちゃんを狙ねらうというだけで、彼女にとってはまさに「万死に値する」行こう為いだろう。

　ま、それは俺も同じだけどよっ！

　リアスが赤いオーラを体から発しながら、怖こわい表情で言う。

「理由は……話してくれないのでしょうね？　だからこそ、消しよう滅めつさせる前にひとつだけ訊くわ。──これはハーデスの思おも惑わくかしら？」

　これに意外なことに、リーダー格の死神グリム・リツパーが答えた。

《それにだけは答えるよう言われている。──答えは否、これは最上級死神グリム・リツパーたるタナトスさまの命令だ。ハーデスさまの勅ちよく令れいではない》

　──っ！　この発言には、全員が驚おどろき、同時に困こん惑わくの表情にもなる。

　ハーデスの思惑ではない？

「…………？　タナトス？　ハーデスではない……」

　これにはリアスも片かた眉まゆを上げて訝いぶかしんでいた。

　……奴らの噓うそ、かもしれないけど、この可能性は幾瀬さんもそれとなく示し唆さしていたことでもある。冥めい府ふの意思は、ひとつではないかもしれないのだと──。

　つまり、こいつらが言うように小猫ちゃんを狙うのは、ハーデスではなく、タナトスという最上級死神グリム・リツパーだということか？

　ベンニーアが言う。

《タナトスさまは、最上級死神グリム・リツパーのなかでも最強クラスと名高いお方ですぜ。何せ、冥府にとって最古参の一角ですからな》

　そんな強い最上級の死神グリム・リツパーが、冥府の主あるじであるハーデスとは違ちがう思惑で動いているってのはどういう了りよう見けんなんだ？

　疑問が尽つきない俺たちだったが、相手は待ってはくれない。

《猫を奪だつ取しゆできればよい！　やれっ！》

　リーダー格の死神グリム・リツパーの命令のもと、死神グリム・リツパーの大群が一いつ斉せいに襲いかかってきた！

「クソッ！」

　俺も毒づきながら、死神グリム・リツパーの一体をぶっ飛ばす！

　こいつらの鎌は、斬きられると魂たましいにダメージを受けてしまう！　物理攻撃以上に怖い代しろ物ものだ！

　俺たちは注意しながら、一体、また一体と確実に吹ふき飛ばしていった！

《くっ！　やはり、つ、強い！》

　死神グリム・リツパーの大群も、まったく動じずに的確に倒たおしてくる俺たちの戦い方にたじろぐ。

　リーダー格の死神グリム・リツパーが吼ほえた。

《ええいっ！　猫だっ！　猫を狙えッッ！》

　全死神グリム・リツパーの意識を小猫ちゃんに向けさせる命令を飛ばしてきやがった！

　それならこちらもやることが簡単だ！　俺たちは小猫ちゃんを囲むように守りつつ、死神グリム・リツパーどもの突とつ進しんに構えたが──。

　ザシュンッ！　──と、何かを豪快に切り伏ふせる音と共に、絶大な聖なるオーラの柱が、天に向かって上がっていく。

　見れば──リーダー格の死神グリム・リツパーが、聖なる波動を放つ長ちよう剣けんにて、真っ二つにされていた。

　リーダー格の死神グリム・リツパーがあえなく消滅していくなか、現れたのは──聖なるオーラを放つ剣を担かついだヴァスコ・ストラーダ猊げい下かだったっ！

「ほう、これはこれは……」

　この状じよう況きようを見るなり、不敵な笑みを見せていた。一撃でリーダー格の死神グリム・リツパーを屠ほふる辺り、さすがとしか言い様がない。しかも、デュランダルに形とオーラが似ている聖剣まで握にぎっているしな。

　今日の特訓には、クロウ・クルワッハ同様に少し遅おくれると聞いていたけど、ようやくご登場のようだった！

　──と、今度は死神グリム・リツパーの大群が、豪快に横よこ薙なぎで振ふるわれた何かによって、一気に蹴け散ちらされていく。

　そこには右みぎ腕うでを巨きよ大だいなドラゴンの腕にしているクロウ・クルワッハの姿があった。あの巨大な腕で死神グリム・リツパーの大群をぶっ飛ばしたのだろう。

「……なんだ、今日は死神グリム・リツパーを倒すのが練習だったのか？　まあ、それも悪くないだろう」

　などと、勘かん違ちがいをしているようだった！

　リーダー格を失い、ストラーダ猊下、クロウ・クルワッハの登場に死神グリム・リツパーの連中も攻勢を解き、少しずつ後退を始める。

《退たい却きやくだっ！》

　言うや否や、すぐさま空中に穿たれた穴へ向かって飛び去っていった！

「待て！」

「待ちなさい！」

　ゼノヴィアとイリナが翼つばさを広げて追おうとするが、リアスが「あなたたち、待ちなさい！」と制止させた。

　死神グリム・リツパーがすべて退散したあとで、リアスが息を吐はいてから言葉を発する。

「……小猫を狙う相手は完全にわかったわ。これは大きいでしょうね。あとは理由を探さぐるだけよ。──ベンニーア」

　リアスがベンニーアを呼んだ。

「あなたのパイプ、使えるかしら？　ソーナから、一度なら冥府に繫つなげられる回線があると聞いたから」

　この一言にベンニーアも大いにうなずいた。

《わかりやしたぜ。さすがに今回の一件はあっしも我が慢まんの限界でさ。あまり多くは使えやせんが、いざというとき用の回線を開きますぜ》

　こうして、俺たちはベンニーアのパイプを使い、直接冥府に回線を繫ぐことにした。







　　　Life.3　猫ねこたちの真実、そして試合は始まる







　トレーニング空間から帰き還かんした俺たち。あの空間の修復と改善、さらに調査をグレモリー家と冥めい界かいの政府に打だ診しんしてから、兵ひよう藤どう家に戻もどった。

　立て続けに近辺に侵入された経けい緯いから、兵藤家の周囲に強固な結界を幾いく重えにも張り、三大勢力から護衛の兵隊も借りる事態になってしまった。

　一いつ般ぱん人に悟さとられないよう、人間に感知されない術で姿を消してもらい、庭の中や門の前で守衛の悪あく魔まや天使の方々に待機してもらっている。

　俺の父さんと母さんも襲撃されないように外出の際は、護衛の方が姿を見えなくして警護に就つくことになった。

　クリフォトとの戦い以来の最大級の警戒態勢だ。

　特に庭の警護には、先日から俺たち『[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームと今後について話し合っているロイガン・ベルフェゴールさんたちの眷けん属ぞくが担になってくれていた。

　まあ、ゼノヴィアが言っていたけど、最悪、この家に攻せめ込まれても神の最強クラスでもない限り、よほどの危険は起きないだろうと。

　なぜなら、オーフィスとリリスがいるためだ。龍りゆう神じん姉し妹まいとまともに戦える神がどれだけいるのかという話になる。

　最後の一線は強固なものではあるが、それにしたってここまで何度も侵しん入にゆうされると警けい戒かいも強くなって当然だ。

　ったく、どこから漏もれているんだ、各結界の情報！

　そんななかで、俺たちはＶＩＰルームに集まり、冥府との回線を繫げることになった。

　事あるごとにＶＩＰルームに集まっているけど、元々、この手の話し合いをするための部屋だしな。

　ベンニーアがテーブル上に専用の連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんを敷しき、発信先といくつかのやり取りを交かわしてから、本題の通信先に繫げていく。

　魔方陣に相手の顔が浮うかび出す。

　そこに投とう影えいされたのは──ベンニーアが持っているドクロの仮面をもう少し派手にしたような顔を持った威い厳げんある死神グリム・リツパーだった。

　高位の風格を感じさせる死神グリム・リツパーは、無表情のまま、声だけを発した。

《アポロン経由とはいえ、私と回線を繫げてくるとは……。何用ですかな？》

　丁てい寧ねいな口調のなかにも、貫かん禄ろくを感じさせる辺り、さすがは最上級死神グリム・リツパーの一角──オルクスだ。

　投影されたオルクスに真っ正面から顔を出したのは、ベンニーアだった。

《久しぶりですな、パパ殿どの》

　──パパ殿。

　……予想外の呼び方だな！　心中で突つっ込む俺だったが、呼ばれたほうはというと、突とつ然ぜんの娘むすめの登場に無表情のまま固まっているようだった。

《……………………》

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく──。

　そして、ベンニーアの父親は威厳ある声こわ音ねから一転、おろおろとした口調でこう言った！

《ベ、ベンニーアたん、まさか、あなたから連絡を寄よ越こしてくれるなんて……》

　──ベンニーアたん!?

　……『たん』付けか～っ！　それは予想してなかったぜ！

　もう娘に甘々なのがわかってしまって、威厳なんて微み塵じんも感じなくなってしまった！　死神グリム・リツパーって、危険で冷れい徹てつな奴やつしかいないと思っていたが……それぞれなんだな。

　ベンニーアは正面から問いかける。

《パパ殿、質問がありますぜ。──タナトス神からの襲しゆう撃げきを受けたんですがね、心当たりはありますかね？》

《──っ！》

　これにはオルクスも驚おどろいたようで、少し考え込んでいた。

《……タナトスですか。ふむ、なるほど》

　オルクスがベンニーアの近くにいる俺たちにも視線を配らせた。

《『Ｄ×Ｄデイーデイー』の皆みなさんですね？　娘がお世話になっているようです。それはともかくとして……いいでしょう。せっかくの機会です。少しお話しましょうか》

　オルクスが語り出す。

《タナトスはいわゆる武ぶ闘とう派はに属する死神グリム・リツパーの幹部です。あるときは、ハーデスさまの思おも惑わく以上の行動を取ることも少なくありませんし、彼とハーデスさまがすべて同調しているということもありません》

　おおっ、普ふ通つうに語ってくれたぞ！　ベンニーア効果はあるだろうけど、それでも冷静に話せる死神グリム・リツパーがいたことに感動を覚えてしまった。

　リアスが問う。

「オルクスさま、最上級死神グリム・リツパーであらせられるあなたでもタナトスの動きを詳くわしくはご存じないのですか？」

《最上級死神グリム・リツパー──いわゆる冥めい府ふの幹部クラスは、それぞれの持ち場がありますゆえ、おいそれと離はなれられないのですよ。知っていても立場ゆえに話せないこともあります》

　これにゼノヴィアが半眼で肩かたをすくめる。

「その割にはプルートは、『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のときに私たちを襲おそってきたが」

　オルクスが答える。

《耳の痛いところですが、冥府も一枚岩ではないということです。ハーデスさまの思惑を真っ正面から受け止めて実行する一派もいれば、慎しん重ちように動向を見守りつつ判断をくだす穏おん健けん派もいるのです。信じてもらえるかわかりませんが、私は後者に属します。何せ、我々はオリュンポスの死を司つかさどる神の一団。故意に死を連れん鎖ささせるのは、あらゆる情勢に響ひびくでしょう》

　穏健派のオルクス──。

　まあ、ここまでの会話は紳しん士し的なものだったし、俺的には初めてまともな死神グリム・リツパーを見たように思えてしまった。

　ベンニーアの育ちを考えれば、これは予想できたのかもしれないけど……。いままでろくな冥府関係者と会っていないからさ。

　バアルチームとの一戦時に、アグレアスで初めて会ったハーデスは印象最悪だったし、そのあとに冥界でプルート一派に襲撃された。──で、今回の一件だ、いい思いを抱いだけるはずがない。

　これにベンニーアも一言実の父に物申した。

《身内の悪事を止められずに、他ほかの神話に迷めい惑わくをかける……慎重な穏健派なんてのは都合が良すぎですぜ》

　オルクスは……特に言い訳もせずに続ける。

《……何はともかく、タナトスの動きですが、それとなく探ってお知らせしましょう。娘がお世話になっている以上、私としてもそこはご協力します。冥府の政治的な都合もありますから、表立っての強固なご協力はできませんが……。二代目プルートとも連れん携けいを取ってみます》

　冥府側からも、ある程度の協力は得られるということか。これは案外デカいな。

　ベンニーアの父親だから、信じたい。裏切ったら、このベンニーアから完全に縁えんを切られる形になるだろうし、『たん』呼びする父親としてのオルクスを信じよう。

　しかし、気になった言葉もあった。

　俺が木き場ばにそれとなく耳打ちする。

（……プルートに二代目とかいるんだな）

　プルート……初代は魔獣騒動の折にヴァーリに消しよう滅めつさせられたからな。

　木場も小声でこう答える。

（どの神話でもそうだけど、子供がいる神さまは非常に多いよ。ベンニーアさんだって、オルクスの子供だし）

　あー、なるほど。神さまも子供がいるよな。オーディンのじいさんも、ゼウスにも子供はいた。

　ベンニーアが半眼で父親を睨にらみながら問う。

《パパ殿、ハーデスさまはまだよからぬことを考えているのですかね？》

　オルクスは真っ直すぐに娘を見み据すえながら言った。

《……ベンニーアたん、ハーデスさまのお考えは私も深くは理解できません。ただ、まあ、タナトスとハーデスさまには気をつけなさい。あなたも、他の皆さんも》

「ご忠告痛みいりますけれど、その発言を主あるじが知ったら、制裁を受けるのでは？」

　リアスの言葉にオルクスは無表情だが、笑いを含ふくませた声でこう返す。

《そのときはそのときです。ですが、一枚岩でなかったからこそ、ここまでどうにかやれたとも言えます。それはハーデスさまも理解されているでしょう》

　……冥府に住まう死神グリム・リツパーだからこそ、そこにしかないルールと関係性があるのだろう。

　ハーデスの見え方も俺たちと死神グリム・リツパーで違ちがうだろうし、さらには死神グリム・リツパーのなかでも穏健派と武闘派では差異があるんだろうな。

　ベンニーアの父、オルクスからタナトスの情報を探さぐる協力を得た俺たち。

　トレーニングも中止してしまったし、さてどうするかと思っていた矢先にシトリー側から連絡が届いた。

　次の雲うん外がい鏡きようが見つかった、と──。




　　　　─○●○─




　俺とリアス、朱あけ乃のさん、レイヴェルの四名で、ソーナ先せん輩ぱいと真しん羅ら先輩に呼び出された先に転移魔方陣でジャンプする。

　そこは東北地方Ｉ県の深い山やま間あいにある古ぼけた神社だった。

　まわりは深い木々であり、周囲は霧きりが立ちこめる。……異形側の雰ふん囲い気きを感じさせる霧だった。

　四人で神社のなかに入ると、そこにソーナ先輩と真羅先輩が待っていた。

　中央には怪あやしい輝かがやきを放つ、巨きよ大だいな楕だ円えん形けいの鏡──。鏡には、目と口らしきものがついている。

　ソーナ先輩が言う。

「力を継けい承しようされた当代の雲外鏡です」

　紹しよう介かいを受けると、雲外鏡の口元が開き、《巨大な力を持つ龍りゆうか》と興味深そうに俺を見ていた。

　俺たちはさっそく雲外鏡にざっくりと理由を話して、小こ猫ねこちゃんの事情を知る近きん縁えん者を呼び出してもらうようお願いした。

　小猫ちゃんは連れてきていない。もしかしたら、彼女が知らないほうが良かったという情報もあるかもしれないと踏ふんだためだ。

　何せ、小猫ちゃんの亡なくなったご両親、あるいはそのどちらかを呼び出してもらうためだからだ。

　しかし──。

《悪いが、その願いを聞くことはできぬ》

　返ってきた答えは、拒きよ否ひだった。

　これには当とう惑わくするしかない俺たち。ソーナ先輩たちも雲外鏡の答えに「……やはり、ダメなのですか」と声を沈しずませていた。

　雲外鏡が言う。

《生者はともかく、死者と会わすことができる秘術は我が一族の沽こ券けんに関かかわる。おいそれと使うわけにはいかんのだ》

　真羅先輩が訊きく。

「先代は見せてくれたのですが……」

《先代は先代。俺は先代ほど、立ち回りのうまいほうではない。釈しや迦か如によ来らいや閻えん魔ま大だい王おうに睨まれたら力を継ついだ早々消されてしまう》

　俺でも知っているお釈迦さまや閻魔さまの名前まで出てきたぞ。死者に会うって、やっぱり難しいことなのか。

　レイヴェルが言う。

「妖よう怪かいや悪あく魔ま……異形は、亡くなると消滅状態となりますから、魂たましいを呼び出せるかどうかも本来難しいところではありますわ」

　ま、その面もある。少なくとも小猫ちゃんのお母さんは猫ねこ又まただったため、この雲外鏡に呼んでもらうのは相当難しい。

　ヴァレリーの聖せい杯はいでなんとかできるかと模も索さくもしたんだけど……ヴァレリーへの悪あく影えい響きようが懸け念ねんされて断念した。

　それに亡くなった者を蘇らせるって、やはり現世への影響がよくない。それは邪じや龍りゆう戦せん役えきでよーくわかったことだ。小猫ちゃんの両親が悪いヒトだとは思わないけど……ヴァレリーの心と引き替かえってのは、さすがに無いだろう。

　困り果てていた俺たちのもとに小さな影かげがひょっこり現れる。

　七つの尾おを持った三み毛け猫ねこだった。

　その猫に見覚えがある！　そう、この方は──っ！

　三毛猫が、鏡の前に立ち、人間の言葉を発する。

「若い鏡や、この子たちの願いを聞いてもらっちゃくれないかね」

　雲外鏡もその猫の登場に仰ぎよう天てんし、ビビりまくっていた。

《ま、参曲まがりさま……》

　三毛猫──参曲と呼ばれた七尾の猫が俺たちに視線を送る。

「久しぶりだねぇ、龍りゆう帝ていの坊ぼつちゃん」

　猫ねこ妖よう怪かいの長老、参曲さんだった！　八百年生きる大妖怪だ！　日本の妖怪勢力と和平を結ぶときに起きた一件で出会った妖怪だった。

　現在は、小猫ちゃんと黒くろ歌かを定期的に鍛きたえているという。二人が山にこもると言ったら、大体はこの参曲さんとの修しゆ行ぎようを意味していた。

　黒歌は毎度乗り気じゃないけどね！

「どうしてここに？」

　俺がそう訊くと、参曲さんは目を細めて言う。

「なーに、黒歌と白しろ音ね姉し妹まいのことを解消したいらしいと耳にしてね」

　これにソーナ先輩が続いた。

「小猫さんと黒歌さんの事情を知るとしたら、猫妖怪の長老の力も必要だと思ったため、声をかけさせていただきました」

　そうか、このヒトなら確かに小猫ちゃんのお母さんを知っていそうだもんな。

　参曲さんが言う。

「その辺の話は、猫妖怪の長おさとしても、捨て置くわけにもいかないさね。それで、どうなんだい、鏡の？」

　参曲の言葉に当代の雲外鏡は覚かく悟ごを決めたように《わかりました》と答えた。

　どうやら、参曲さんは他の妖怪にも多大な影響を与あたえているようだ。餅もちは餅屋ってわけじゃないけど、妖怪を説得するなら、妖怪ってことなのかな。

　雲外鏡はさっそく俺たちの願いを聞き入れてくれたようで、小猫ちゃんと黒歌の詳しよう細さいな情報を教えたあとで、力を使い、探り出し始めた。

　鏡が怪しい輝きを放つなかで、雲外鏡が言う。

《……これは、なかなかに複雑な状態の親おや御ごを持っているようだ。父親のほうは家系で所属していた宗教の領域が仏教系統だったため、そちらの地じ獄ごくに交こう渉しようをかけられそうだ》

　そういや、仏教＆インド神話の神話体系にも天国──極ごく楽らくと地獄はあるんだよね。所属している宗教によって、人間が死後に行けるところは変わるようだ。

　ある程度は事情を知っていそうな参曲さんがさらに問う。

「呼び出せそうかい？　母親の藤ふじ舞まいは難なん儀ぎだろうけどね」

　──藤舞。

　それが小猫ちゃんのお母さんの名前か。

　雲外鏡は難しい顔になり、こう話す。

《父親のほうは……一体、何に携たずさわったのかはわからないが、魂が厄やつ介かいな縛しばられ方をされている。呼び出せたとしても、まともな受け答えができるかどうか》

　小猫ちゃんのお父さんは魂に呪じゆ縛ばくでもかけられているとでもいうのか？　それって、いったいどんなことを生前に行ったんだ……？

　参曲さんが雲外鏡に言う。

「私からも閻魔大王に少しだけ協力してもらえるよう言ってみようかね」

《ありがたい限りです》

「猫又は人の死を司るとも言われる妖怪。その縁えんで、私も閻魔大王とはそこそこ交流は持っているさね」

　参曲さんは、水を張った桶おけを用意してくれというので、俺がささっと一いつ旦たん家に転移して桶を持って帰ってくる。

　風ふ呂ろ桶おけに水を張ると、参曲さんが水の奥を覗のぞき込んだ。

「────────」

　言葉のような呪じゆ詛そのようなものを口から出して、ぶつぶつと何かをつぶやき続けている。

　十分ほど経過して、参曲さんが顔を上げて俺たちに報告をくれる。

「……どうやら、あちらも対応に困っている魂のひとつだったようだよ。なんでも、悪魔の魔力やら、魔ま術じゆつ師しの呪じゆ術じゆつやら、死後の魂を縛る術を幾いく重えにもかけられていて、閻魔側でも対処に参っていたってさ」

　そりゃ、複雑な経けい緯いなんてもんじゃないな！　小猫ちゃんのお父さんが思っていた以上に重大なものに関かん与よしていたようで、俺たち六人も顔を見合わせて、険しい表情となっていた。

　参曲さんがこうも付け加える。

「魔王さんの力や魔法使いの協会に協力を請こうことができれば別だろうねぇ」

　これにリアスはすぐに応じる。

「こういうときの『Ｄ×Ｄデイーデイー』ね。関係者に問い合わせましょう」

　言うなり、俺以外のメンバーであるリアス、朱乃さん、レイヴェル、ソーナ先輩、真羅先輩がそれぞれのパイプを通じて、協力を取り付ける連れん絡らくを始めた。

　待ちぼうけ中の俺に参曲さんが言う。

「時間が少し空くだろうし、誰だれか関係者を呼んでもらったらどうだい？」

　俺の関係者を雲うん外がい鏡きように出してもらっていいと？

　リアスも連絡用魔ま方ほう陣じんを開きつつ、こう言う。

「そうね。イッセー、確かおじいさまが亡くなられていたわよね？　お家が仏教系統なら、呼べるのではないかしら？」

「じ、じいちゃんを？　あー、なるほど、呼んでもらえる状態なのか」

　雲外鏡にじいちゃんを呼んでもらうってか！　ちょうど、結けつ婚こん式の話し合いのときにじいちゃんの話題になっていたもんな。

　……俺のじいちゃん。亡くなって随ずい分ぶん経たつよ。

　……生前のじいちゃんの笑え顔がおを思い出したら、無む性しように会いたくなってしまった。

　会えるなら、会ってみたいな。

　雲外鏡が訊いてくる。

《呼び寄せるのならば、名前や死ぬまで過ごした家の住所を教えてもらえると、探しやすいぞ》

　そっか、その情報を教えればじいちゃんを呼んでもらえるんだな。こんな機会、めったにないだろうし、お言葉に甘えちゃおうかな。

「じゃあ、お言葉に甘えて。えーと──」

　俺は意を決してじいちゃんの情報を伝えた。

　雲外鏡がしばし沈ちん黙もくするが──。

《繫つなげられそうだ。では、赤せき龍りゆう帝ていの祖父を映すぞ》

　突とつ然ぜん、そう言うなり、鏡に映る俺の顔がうねうねと独りでに歪ゆがみだした。

　わわわわっ！　もう繫がるのかよ！　生前に特に問題がなければこんなにも早く繫がってしまうんだなっ！

　慌あわてて雲外鏡の前で正座で構えてしまう俺！　な、なんだか、緊きん張ちようしてしまったよ！

　すると──鏡のほうから、声らしきものが聞こえてくる。

【──あ、い──。──お、ぱ──】

「じ、じいちゃん……？」

　俺が語りかけると──。

【ずむずむいやーんッッ！】

　あのフレーズを大声で発しながら、見覚えのある男性の老人が鏡に映ったのだった！

　俺や父さんによく似た面おも影かげを持つおじいさん──俺のじいちゃんだった！

　じいちゃんは俺を見かけるなり、変わらない笑顔で言う。

【久しぶりだな、イッセー！　デカくなったじゃないか！　元気にしとったか？】

　…………。

　……うぅ、じいちゃんだっ！　じいちゃんの声と顔だ！　生きてた頃ころのまんまだよ！

　俺はあまりの展開にぶわっと男泣きしてしまった！

「うぅぅ、じいちゃん！　じいちゃんだ！　うん、元気だったよ！　でも、ずむずむいやーんって」

　俺はじいちゃんが口にした例の「おっぱいドラゴンの歌」のフレーズが気になって、そう訊いてしまう。

　じいちゃんは豪ごう快かいに笑って言った。

【ははははは！　おまえの噂うわさは仏さまの世界でも持ちきりだぞ！　この間なんて、わざわざ菩ぼ薩さつさまに呼び出されて褒ほめられたからな！　おまえがそっちで大活かつ躍やくなんで、俺もこっちで鼻高々だ！　何せ、死んでから赤龍帝の祖父って肩かた書がきがついたからな！　おっぱいドラゴンの歌を流しながら、極楽で毎日踊おどってるぞい！】

　あの頃とまったく変わらずハイテンションでマシンガントークをするじいちゃん。

　そっか、仏さまの世界でも俺の話は有名ですかっ！　って、そうなると、じいちゃんは俺の正体を知っちゃっているのか……。

　赤龍帝の祖父って、すごいことになってんな……。しかもあっちで俺の歌を用いて歌って踊っているのかよ！

　じいちゃんが補足説明をくれたが、仏教世界の極楽では、赤龍帝──俺の活躍は広く伝わっていて、クリフォト相手に無茶をしていたことも全部知っているようだ。知らない神仏はいないほどらしく、有名な神さまたちから何度も俺の幼い頃を訊たずねられたという。

　俺の活躍、じいちゃんの死後にまで良い結果をもたらしたってことでいいのかな？

　極楽ライフを満まん喫きつしているじいちゃんが、手の空いたリアスに話しかける。

【そっちが、イッセーの将来の嫁よめさんの一人だな？　はじめまして、イッセーの祖父です】

「あ、いえ、こちらこそ、はじめまして。リアス・グレモリーですわ、おじいさま」

　リアスもあらためてじいちゃんにあいさつをしてくれた。

　将来の嫁さんの一人だってことも知ってんのか！　……本当に俺たちのことが知られているんだな。

　じいちゃんはリアスの──胸むな元もとを見て、少し離はなれた位置にいた朱乃さんの乳も見た。

　満足そうな笑顔で何度もうなずく。

【うん！　うんうん！　イッセーッ！　おまえ、子供の頃に言っていた『おっぱいの大きいお姉さんと結婚する！』って夢を叶かなえられそうだな！　紅あかい髪かみの娘むすめさんも、ポニーテールの娘さんも、大変いいおっぱいじゃないか！　ばあさんも若い頃は立派なおっぱいだったが、負けず劣おとらずだ！】

　そう語るじいちゃんだったが──。

《そろそろ時間だ。閻えん魔ま大だい王おうに怒おこられるゆえ、別れのあいさつをしてくれ》

　早くも雲外鏡からタイムリミットを伝えられた。

「えっ!?　もう!?」

　驚おどろくしかない俺！　じいちゃんの自慢話しか聞けなかったんだけど!?

　リアスが俺に言う。

「死後の人間と話すということは、宗教によってはそれだけ厳しいということよ。しかも、あなたは悪あく魔まで、本来、仏教世界に関するものには触ふれられないのだし」

　……確かに俺は……悪魔に転生していて、上級悪魔グレモリーの眷けん属ぞくだから、どっちかってーと聖書、キリスト教関係の神話体系に所属するんだったな。

　別れの時間は来たというのにじいちゃんは明るいままだった。

【まだ話し足りないが、案外、また会えそうな気もするぞい。なーに、何かあったら、じいちゃんが助けに行くから、任せろいっ！　イッセーッ！】

「は、はい」

　じいちゃんが右手でわしゃわしゃと乳をもむ仕草をさせながら言った。

【──たくさんのおっぱいをもみ倒たおせ。俺も若い頃は、それこそ、いろんなおっぱいを──】

　言いかけたままぶつりと通信が消えてしまった！

《回線が切れた。すまないが、ここまでだ》

　俺は雲外鏡をつかんでじいちゃんに訴うつたえかける！

「若い頃に何があったの!?　どんなおっぱいを見たの!?　じいちゃぁぁぁんっ！」

　クソッ！　相変わらずエロくてハイテンションなじいちゃんだったな！　でも、活力が湧わいたよ！　俺のいまの活躍が死後のじいちゃんのためになっているのなら、誇ほこらしくて、やりがいが増すってもんだぜ！

　こうして、俺とじいちゃんのわずかな再会は終わりを告げる──。







　各勢力との協力を取り付けたリアスたちは、あらためて雲外鏡に言う。

「──なんとか、なりそうよ。魔方陣経由で術式の解かい析せきをしてくださったそうだわ」

　雲外鏡も《なんとかはなりそうだな》と再度能力を使う準備に入った。

《魂たましいの記き憶おくに強きよう烈れつなまでの呪術をかけられているため、記憶が正常ではない。亡もう者じやに等しい状態になっているゆえ、正確な受け答えはできないかもしれないことを念頭に置いておいてくれ》

　そう言うなり、力を発現させて、鏡に件くだんの人物を映していく。

　……事前の情報として得ているのは、小猫ちゃんと黒歌のお父さんの種族は人間だ。とはいっても、二人が猫又と人間のハーフということでもない。

　異種族の異性と交わるのが猫又の特とく徴ちようだけど、相手が人間の場合、間に生まれる者は、そのまま猫又らしい。人間以外の種族との交わりだと、その種族の特徴を取り入れることもあるようだから、黒歌が俺やヴァーリのドラゴンの強い遺伝子を欲ほしがったのはそれが理由だろう。

　まあ、人間が異能力者だったりすると、その力を受け継つぐこともあるようだが……。

　鏡は、テレビの砂すな嵐あらしのごとく荒あれており、相手の顔や姿がハッキリと確かく認にんできない。

　さっきの俺のじいちゃんのときとはまったく異なる状じよう況きようだった。

【……わ、私は……わ、私は……】

　ついに声がするが……声にまで雑音が入っていて、明確な声こわ音ねはわからなかった。

　雲外鏡が補足説明をくれる。

《どうにも名すらも忘れさせられたようだ。断だん片ぺん的に語りかけて、言葉を拾い上げるしかあるまい》

　……そういう状況なのかよ。本当に何があったっていうんだ？

　リアスが姿と声がハッキリしない相手に向かって声をかける。

「塔とう城じよう……いえ、白音と黒歌という猫ねこ又またの姉し妹まいを覚えているかしら？」

　しばしの沈黙。雑音混じりの声がようやく反応する。

【……猫、又……藤舞……】

　嫁さんの名前は覚えているようだが……小猫ちゃんと黒歌──娘の名前はわからないのか？

　参曲さんが訊きく。

「そうさ。あんたが連れて行った猫又だよ。……あの子に何をしたんだい？　いや、こう訊こうかね。あんたは連れて行った先で何をしようとしたんだい？」

　そして、俺たちは──衝しよう撃げき的な真実を語られていく。

【…………ナベリウス家に……連れて行った……。そこで……私は……ちょ、……超ちよう越えつ者を作り出す……後天的に、悪魔のイレギュラー体を作る……研究を……していた……】

　……………………ちょ、超越者、後天的に、悪魔のイレギュラー体を作る……だって？

「ちょ、超越者を後天的に作り出すぅぅっ!?」

　俺もついつい声を張り上げてしまった！

　小猫ちゃんたちのお父さんは、ナベリウス家分家の黒歌の元マスターがしていた研究に携たずさわっていた……？　そこでしていたのは──後天的に超越者を作る研究……っ！

　と、とんでもない話じゃないのか、これって!?

　リアスも朱乃さんもレイヴェルもソーナ先せん輩ぱいも真羅先輩も予想外の話に、さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　リアスが、目を細めながら言う。

「……どうやら、私たち、誰かにとって触れてほしくない領域に足を踏ふみ入れそうね」

　……だろうな。これ、超ちよう秘ひ密みつ裏り、極ごく秘ひの研究だろうし。あー、だから、魔ま王おうさまの衛兵が向かったときには研究の資料の大半が消えていたのか。誰かが不都合に感じて、処分したのだろう。

　やばい方向に話が繫つながってきて、俺もドキドキしてきたよ。

　冥めい界かいの上役の一部がそれとなく内情を知っていて、黒歌と小猫ちゃんを始末しようとしていたという推察も浮うかんでしまう。

　極秘に行っていた後天的な超越者の研究なんて、それは消さないとやばいわ。

　小猫ちゃんのお父さんが言葉を続ける。

【それが……ナベリウスのあの方の願いであり……番外の……ネビロス……からの……命令……】

「ネビロス……っ！　ここでその名が出るのね……っ！」

　リアスたちがまたまた驚きよう愕がくしていた。俺以外の悪魔たちは知っているようだった。

　怪け訝げんにしている俺にリアスが説明をくれる。

「……ルキフグス家が初代ルシファーに尽つくす一族だったことは知っているわね？　古くよりルシファーに仕える家がルキフグスを含ふくめ、六家あったの」

　それが、ルキフグス、アガリアレプト、サタナキア、フルーレティ、サルガタナス、ネビロスの六家だという。存続している家もあるが、先の悪魔の内戦以降、断絶状態のところもあり、行方ゆくえが知れなくなっている家もあるのだとリアスは語る。

　ネビロスは、行方が知れなくなっている一族だというのだ。

　ソーナ先輩があごに手をやりながら推測を口にする。

「……ナベリウスの分家の者が、ネビロスと繫がっていた……。三大勢力の戦争時に、ネビロスの配下にナベリウス家があったというのを聞いたことがあるかもしれませんね」

　小猫ちゃんのお父さんはまだまだ話をぼそりぼそりと続けていく。

【……藤舞は、優ゆう秀しゆうな猫又で……後天的に超越者を作る研究の……手伝いをしてもらっていた……彼女は……私に惚ほれていたようで……私の言うことは何でも聞いた……】

　小猫ちゃんのお母さんは、旦だん那なの手伝いをしていたのか。

　俺が参曲さんに訊く。

「このことを知っていたんですか？」

「ここまでは知らないよ。けど、藤舞が、よからぬ研究をしている人間に恋こいをしてしまったことだけは知っていた。私は止やめときなと忠告はしたのだけれどね」

　……そうだったのか。とんでもない男に、小猫ちゃんたちのお母さんは惚れてしまったんだな。

　俺は気になって、こうお父さんに訊いた。

「あ、あの、こね──白音と黒歌っていう猫又を……あなたと藤舞さんの子供のことを覚えてないんですか！」

　しばしの沈ちん黙もく。お父さんはこう返してくる。

【……そういえば……藤舞が……二匹ひきの猫を生んでいたな……】

　──っ！　……そ、そりゃ、ねえよ！　その返しはないだろうよ！

　に、二匹って！　そんな呼び方はないだろう!?

　俺はたまらなくなって鏡をつかんで大声で訊いた。

「覚えてないんですか!?　黒い耳と尻しつ尾ぽの美女と、白い耳と尻尾のかわいい女の子の姉妹です！　あなたの娘ですよ!?」

【……思い出せない……名前も……よく覚えていない……そう言われれば、そのような名前を藤舞が言っていたような気がする……】

　…………。

　…………こ、こんなひでぇ話があってたまるかよ……。妻は……いや、猫又の女性を研究のために連れて行って……子供も生まれたのに、認知しなかったのか。ううん、朧気にしか認識してくれてなかった。

　……こんなこと、小猫ちゃんに話せるわけがねぇよ……。……キミのお父さんは、キミのお母さんを研究に利用したし、キミたちも生ませたけど、キミのことをほぼ覚えていないなんてよ……ッッ！

　悔くやしくてたまらない俺は全身をわなわなとやり場のない怒いかりで震ふるわせていた。レイヴェルも悲しげな瞳ひとみで俺の手を握にぎってきた。

　あんまりだとレイヴェルも感じているのだろう。

　小猫ちゃんのお父さんが言う。

【……そうだ、ひとつ、思い出した……藤舞に……髪かみ飾かざりを渡わたした……黒い猫の……それにいざというときのための……研究成果を隠かくしておいた……それを知っているのは……ナベリウスの……あの方と……ネビロスの……】

　小猫ちゃんの髪飾りと情報が合致する──。

　あのデフォルメの猫の顔をした、あれか。あれに研究成果を隠した……？

　リアスとソーナ先輩は得心したようだった。

「死神グリム・リツパーたちが、小猫を狙ねらっているのは……そういうことなのね。あの子の髪飾り、母親の形見だと言っていたもの」

「タナトスの狙いは、後天的に超越者にする研究と見て間ま違ちがいありませんね。どこでその情報を得たかは知りませんが、理由がわかったのは大きな前進です」

　タナトスの狙いと目的に目星がついたのは、大きな収しゆう穫かくか。

　俺はショックで言葉もないけどさ……。

　けど、気になることもあったので、リアスに訊く。

「小猫ちゃんのあの髪飾り、リアスがあげたものじゃなかったんだ。小猫ちゃんもリアスから貰もらったようなこと言っていたけど」

「普ふ段だんしているのはね。大本があるのよ。形見を壊こわしたらどうしようもないから、レプリカをいくつも作って渡してあるの。形見のほうは、お祝いのとき以外、大事にしまっているはずよ」

　そうだったんだ。いまになって知る小猫ちゃんの情報だった。

　雲うん外がい鏡きようが言う。

《そろそろ時間だ。途と切ぎれるぞ》

　鏡に映る小猫ちゃんのお父さんは──。

【……ああ、あの研究は……どうなった？　私が死んだあとに……結実したのか……？　……誰でもいい……。……リゼヴィム、サーゼクス、アジュカ以外の超越者を……作り出してくれ……後天的な超越者よ……どうか……】

　雲外鏡の力はそこで途切れ、小猫ちゃんのお父さんとの会話は終わった。

　最後まで……自身の研究にしか興味のない男の話だった──。

　話が終わったあとで、俺たちはあらためて今後を話し合う。

「小猫ちゃんの髪飾りに後天的に超越者を作るっていう研究の資料が隠されているってことがわかったのはデカいな……っ！」

　とにかく、まずはそのことを信しん頼らいできる組織に伝えて、情報を解かい析せきしてもらおう。

　ベルゼブブさまとグリゴリが適役だろうな。この意見に皆みんなもうなずいてくれた。

　じいちゃんに会えたうれしさ半分、小猫ちゃんのお父さんの話で悲しさ半分、それぞれを得て、俺たちは帰路についた──。




　　　　─○●○─




　兵藤家に戻もどった俺たちは、事情を仲間たちに話した。

　小猫ちゃんには、お父さんのことはできるだけ避さけて、両親が後天的に超越者を作る研究に関かかわっていたことだけを話し、例の髪飾りをどうするか相談した。

　小猫ちゃんにとっては、形見だと思う。けれど、小猫ちゃんは提供することを決めてくれて、アジュカ・ベルゼブブさまに貸すこととなった。

「いいのね？」

「いいのかい？」

　リアスと俺が、形見を渡すことに関して心配になって小猫ちゃんに問う。

　しかし、とうの小猫ちゃんは笑え顔がおで、

「問題ありません。リアス姉さまからいただいたスペアもたくさんありますから」

　──と答えてくれたのだった。

　……お父さんの真実は話せないでいたけど……。あんな話、大事な試合が近い今、伝えられるわけがない。いや、試合が近くなくたって、あのお父さんの話は……っ！

　なんとも言えないわだかまりが俺のなかで渦うず巻まく。そんななかで、黒歌がルフェイと共に兵藤家に帰き還かんしてきた。

　いまのいままでまったく連れん絡らくがつかなかった黒歌たち。理由を訊くと──。

「中国の……妖よう怪かいの世界のさらに奥まで行っていました」

　ルフェイがそう答える。

　詳くわしく聞くと、チームに所属する当代の猪ちよ八はつ戒かいと沙さ悟ご浄じようの修しゆ行ぎようも兼かねて、牛ぎゆう魔ま王おうの一派と大規模な戦せん闘とうをしてきたというのだ！　いわゆる殴なぐり込みだっった。

　あっちもあっちで大暴れを開始していたようで、それを鎮ちん圧あつする名目と、チームの結束力を高めるためにわざわざ奥地にまで赴おもむいていたという。

　黒歌に小猫ちゃんが死神グリム・リツパーに襲おそわれている事情を話すと、さすがに驚おどろいていた。小猫ちゃんの頰ほおを引っ張りながら訊きく。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶそうね。安心したにゃん」

「……にゃら、ひっひゃらにゃいでくらひゃい」

　頰を引っ張る姉の姿に不満げだった。

　リアスが言う。

「タナトスは黒歌のことも捜そう索さくしたんでしょうけど、さすがに中国の奥地で牛魔王相手に無茶をしていたなんて想像もつかなかったのでしょう」

　研究の資料を探していたタナトス一派なら、小猫ちゃんと同時に関かん与よしていた黒歌も狙うはずだからね。所在がわかりやすいほうであるこちらに襲しゆう撃げきをかけたのだろう。

「黒歌、ちょっといいかしら」

「あらら、真しん剣けんなお話のようね」

　リアスはその後、黒歌だけ別室に呼び出して、真実を話すことになった──。







　その日の夜──。

　リアスチームとヴァーリチームの試合がもうすぐ開始されるという時になって、俺は黒歌のいるところを同居しているメンバーたちに訊いた。

　屋上に上がっていくのを見たという情報をもらって、俺が兵藤家の屋上に行くと──。

　夜風に当たっている黒歌がいた。

　俺が歩み寄ると、すぐに気配でわかったのか、こう言ってくる。

「赤せき龍りゆう帝ていちんも私たちの父親のこと、知ったのね」

「ああ」

「一応、白音には黙だまっておいて。母親とは大恋れん愛あいの末に私たちを身ごもったけど、そのあと不ふ慮りよの事故で死んだってことになっているから」

「小猫ちゃんは……両親の真実をまったく知らないのか……？」

　黒歌が振り返る。なんとも言えない複雑な表情の彼女。

「……赤龍帝ちんは、あのヒト……私たちの父親と雲外鏡を通じて話したんでしょ？　だったら、わかったはずよ。ろくな男じゃないわ。先に生まれた私もあんまり覚えてないけど、あとでナベリウス家でよーく聞いていたわ。研究熱心な男だったってね。いいえ──」

　愛あい憎ぞうのこもった目で、黒歌は断じる。

「研究のことしか、興味がなかったって」

　空を見上げながら続ける。

「私と白音が生まれたのも……単にあの男が情じよう欲よくに駆かられて猫又をはけ口にしていた結果ってだけよ。しかもそれ以上に困ったのが、私たちを置いて男のもとに行ってしまった母親ってね」

　小猫ちゃんと黒歌のお母さん──藤舞さんは、お父さんに何度か娘むすめたちを見せたが、無反応だった。結局、大きな実験を行うことになり、小猫ちゃんたちを連れていけなくなった藤舞さんは、二人を残して少しの間だけ男のもと──ナベリウスの分家の研究施し設せつに赴いた。

　そして──藤舞さんは実験の失敗で起こった事故により、男と共に亡なくなった。

　お母さんは二度と小猫ちゃんと黒歌のもとに戻ることはなく、二人は身寄りのない状態となってしまったのだった。

「結局、実験の末に両親揃そろってドカーンと爆ばく死しってオチにゃん」

　それだけでは終わらなかった。ナベリウスの分家の悪あく魔まは、そのような事故を起こしても研究を続行させた。

「ナベリウス家は、あの二人からそれとなく私たちのことを知ったんでしょうね。だから、眷けん属ぞくになるよう誘さそってきた。……当時、アテも力もなかった私たちには、断る選せん択たく肢しなんてなかったわ」

　黒歌は妹を食べさせるために、悪魔の眷属となった。その後、黒歌は力に目覚め、主あるじを殺害していくことになり、悪魔政府からお尋たずね者とされる。

　黒歌は、悲ひ哀あいに満ちた瞳を浮うかべる。

「藤舞が……母親が、あの男に私や赤あかん坊ぼうの白音を紹しよう介かいしたのをちょっとだけ覚えているわ。……母親は愛いとしいヒトとの間に生まれた子供たちだから、見てほしかったんだろうけど……興味なさそうに見ていたわ、あの男。自分との間に生まれた子供だって、話してなくても普ふ通つうは、気づくものでしょうにね」

　途と端たんに感情の灯ともらない瞳に転ずる。

「いえ、知っていたんでしょうね。でも、知らなかったことにした。……研究以外のものは、邪じや魔まだった……とかね。母親が私たちを一時置いてあの男についていったのは、私たちを捨ててまで男についていったってことじゃないんでしょう。あの男に私と白音のことを認めてほしかったのよ」

　それに関して、参曲さんもこう述べていたな。

『藤舞は……猫又のなかでも、仙せん術じゆつの扱あつかいに秀ひいでた子だったよ。けれど、身に宿る才能の割には、戦闘にてんで向いてない心の優やさしい子だった』

　……どうしても、娘二人を惚ほれた男に認めてもらいたかったんだろうな……。だから、必死についていった。

　黒歌は、両親のことをよく理解しているようだった。普段おちゃらけているのに、こういうところは鋭えい敏びんなんだもんな……。

「……そこまで理解しているのに、母親のことを小猫ちゃんには話さないのか？」

「わかっているからこそよ。……母親のことを告げれば、父親のことだって気になるでしょう？　白音は……弱い子よ。強いけれど、弱いの……」

　黒歌は──俺に抱だきついてきてつぶやく。

「……お願い赤龍帝ちん。……私はこの家で白音と平へい穏おんに過ごしたいの。もちろん、いままでやんちゃした分の償つぐないもするし、これから襲いかかってくるかもしれない脅きよう威いとも戦うわ。でも、それ以外は……普通に静かに暮らしたいのよ……」

　あれだけの悪わる猫ねこなのに、俺に抱きついてきた彼女はとても細く、小さく感じた。俺は静かに抱きしめ、言ってやる。

「ああ、わかってるよ。好きなだけ居りゃいいさ。それに──」

　俺はハッキリ断言してやった。

「俺だって、小猫ちゃんやおまえに脅威が襲いかかってきたら、戦うさ。ここで一いつ緒しよに暮らす家族だしな」

　俺の言葉に黒歌は──。

「あはは、上級悪魔さまは言うねぇ。……じゃあ、あんたの傍そばに置いてね。家族としてさ」

　そんな軽口を叩たたく黒歌だったが、「しばらくこのままでいてね」と珍めずらしく甘えてきたのだった──。







　黒歌と会話したあと、俺は気合い入れ直しと気分転てん換かんのために風ふ呂ろに入ることにして、地下の大浴場に行く。

　実は大きな家になり、大浴場が出来てから、密ひそかな楽しみのひとつにデカい風呂を一人で独どく占せんして入るというものがあった！

　いや、女子と混浴も素す敵てきだ。大好きだ！　時折そういう場面もあり、洗いっこするということもある（女子たちが「私も私も」となり、途と中ちゆうで大体ご破算になる）。

　それはそれで最高だ！　でも！　あんなにデカい風呂だぞ、一人で満まん喫きつしたい思いを抱いだいてもいいじゃないか！

　スーパー銭せん湯とうや温泉地とかでも、一人で独占できるなんて状じよう況きよう、そうあるわけじゃない。

　せっかく、大浴場が家にあるのだから、一人で楽しみたいときもあるのだ！

　主に広い浴よく槽そうのど真ん中を堂々と陣じん取どったり、行ぎよう儀ぎは悪いけど、平泳ぎしてみたり、そういうのを一人で行うのがリフレッシュになったりした。

　ま、おっきな出来事の前の気持ちの入れ替かえみたいなもんさ。

　大人数で住んでいるとはいえ、皆みんなの大体の入浴タイムは把は握あくしてきている。この時間帯は、誰だれも入っていないはずだった。

　俺はパパッと服を脱ぬいで、鼻歌交じりで大浴場に足を踏ふみ入れて、洗い場の前に座ったときだった。

　シャンプーが切れていることに気づいた。仕方ないので隣となりの洗い場に置いてあるシャンプーでも取るかと手を伸のばしたとき──。

「……どうぞ」

　という声に共にシャンプーを手て渡わたされた。

「あ、サンキュー」

　と返す俺だったが──。

　ふと気づき、隣を見たら──全ぜん裸らの小猫ちゃんが立っていたぁぁぁああああっ！

　まったく気配を感じなかったから、俺しかいないと思っていたよ！　もっとよく脱だつ衣い場を見ておくんだった！

　慎つつましやかおっぱいが、俺の目に飛び込んで来てしまう！

　小猫ちゃんは恥はずかしがりながらも、

「……浴槽の、し、死角になっているところに入っていたものですから……。そうしたら、イッセー先せん輩ぱいが鼻歌を歌いながら入ってきて……」

　そ、そうだったのか！　小猫ちゃん、小こ柄がらだから入り口から見えないところに入っていたら、俺も気づかないわ！

　言うなり、小猫ちゃんは再び浴槽のほうに戻もどっていった。

　シャンプーを渡すために上がってきたのだろうか。これはなんとも気まずいものだ……。

　俺は手早く頭と体を洗い、少し離はなれた位置の浴槽に入っていく。

　お互たがいに気まずい空気が流れるが……。

　俺は意を決して、話しかけた。

「……小猫ちゃん、試合が近いね」

　小猫ちゃんは真っ直すぐな瞳ひとみで言った。

「はい、私はリアス姉さまの『戦車ルーク』で家族です。絶対にあのヒトを勝たせます」

　そして、決意の眼まな差ざしで告げてくる。

「それに黒歌姉さまにも勝ちます」

　けれど、途端に複雑な表情にもなる。

「……黒歌姉さまと和解しましたけれど、わだかまりが全部消えたと言えば噓うそになります。あれだけの想おもいを抱いてしまった以上、すべてを消し去るなんて……やはり、無理です。でも、黒歌姉さまがあの頃ころのやさしい黒歌姉さまのままだったってこともわかっているんです」

　黒歌が元主を殺した一件。それは小猫ちゃんを守るためだったことは、もう小猫ちゃんも知っている。でも、そのときに感じた恐きよう怖ふは本物だった。本当に姉が、猫又の力が怖こわくなったんだ。

　小猫ちゃんは両手を強く握にぎりしめながら語る。

「……あのとき抱いた恐怖、悲しみ、孤こ独どく、絶望……リアス姉さまや皆みなさんに少しずつ溶とかしてもらったもの……完全に克こく服ふくするには──あの頃の私を超ちよう越えつするには、黒歌姉さまと正面からぶつかるしかないのかなって」

　そのときに感じた恐怖を──黒歌と正面から戦うことで受け止め、乗り越こえて、解消したいのだろう。
















　むかしの自分を超こえるために──。

「うん、小猫ちゃんがそう決めたのなら、俺は応おう援えんするしかないよ。黒歌のことも応援しなきゃダメなんだけど」

　小猫ちゃんが小さく笑う。

「はい、ぜひ黒歌姉さまのことも応援してあげてください。……でも、ちょっとは私のほうに応援の比重をかけてもらいたいですけど」

　その会話のあと、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　続きを口にしたのは小猫ちゃんのほうだった。

「……父さまと母さまのことを、知ったんですよね？」

　──っ。……ご両親についての問いだった。

　俺は──偽いつわりなくうなずいた。

　小猫ちゃんは天てん井じようを見上げながら言う。

「二人がどのような方だったかは、黒歌姉さまも曖あい昧まいにしか教えてくれません……。でも、言わなくても、なんとなくわかります。……つまり、そういうことだから、黒歌姉さまも答えに困ったんだろうなって、なんとなく察してます」

「小猫ちゃん、けど、お母さんは──」

　俺がそのところだけは伝えようとしたが、小猫ちゃんは──首を横に振ふった。

　満面の笑えみを浮かべていた。

「いいんです。私、いま幸せですから。お姉さんがいっぱいいて、祐ゆう斗と先輩もお兄さんで、友達もいっぱいできて、何より……好きなヒトもできました」

　頰ほおを赤く染めながら、小猫ちゃんは俺に言う。

「これだけの家族がいれば、私は十分に戦えます。十分に暮らしていけます」

　黒歌──。小猫ちゃんは強いよ。おまえが思っている以上に強いぞ。いや、強くなったんだ。リアスたちがいて、俺たちと共にいるから──。

　いつか、両親についての本当のことを告げても、この娘こなら受け止められるように感じる。俺からは……やっぱり、伝えられない。黒歌が言うべきだ。

　小猫ちゃんが浴槽のなかを移動してきて、俺の近くにまで距きよ離りを縮めてきた。

　正面から訊きいてくる。

「イッセー先輩、『魔ま獣じゆう騒そう動どう』の折のこと、覚えてますか？　私が言ったことです」




　──おっきくなったら、お嫁よめさんにしてください。




　あのとき、小猫ちゃんはそう言ってきた。忘れられるはずがない。

「ああ、覚えているよ」

　小猫ちゃんは頰を赤く染めて、こうハッキリ告げてくる。

「いつか必ず答えをください」

　言うなり、彼女は浴槽を勢いよく上がっていき、そのまま脱衣場のほうに足早に行ってしまった。

「あと、サウナにリアス姉さまも居ますから！」

　という言葉を置いていったけど！

　俺が小猫ちゃんの言葉に導かれて、サウナのある方向に視線を送れば──ちょうど、扉とびらを開けて全裸のリアスが出てくるところだったっ！　何度見ても見み飽あきない大きなおっぱいと、キレイなピンク色の先せん端たん！　俺的にちょうどいい案配の太さの太ももなどなど、至し極ごくのお体は本当に眼がん福ぷくでございます！

「ごめんなさいね。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったのだけれど……出るタイミングがなくなってしまったのよ」

　そう言いながら、彼女は洗い場のシャワーで汗あせを流して、浴槽に入ってきた。

　ちょうど良かった。試合もすぐだし、想いを伝えよう。

「試合、応援しているから。まあ、知っているだろうけど」

「うふふ、わかっているわ」

　リアスがウインクしながら、こう強気に言ってくる。

「私が宿命のライバルを倒たおしても恨うらまないでね」

「そうなったら、そうなったで面おも白しろい展開だと思うだけさ」

　そうお互いに言い合ったあと……なんだか、いい雰ふん囲い気きになってきてしまった。そのまま身を寄せ合い、唇くちびるを重ねようとしたときだ。

「夜中の風ふ呂ろもいいぞ！」

「そうね！　いきなり、風呂に入ろうと起こされたときは激げき怒どしちゃったけど、深夜のお風呂もいいと思うわっ！」

「……眠ねむいですけど、お付き合いしまふ」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシア（おねむモード）の教会トリオ三人が入ってきた！

　三人は俺たちを見かけるなり、大いに驚おどろく。

「こ、こんな深夜にお風呂で乳ちち繰くり合う展開もありなのか!?」

「噓！　こんな出会いもありなのね！」

「お、お姉さま！　お邪じや魔まをしてすみません！」

　いつもの展開とノリに俺とリアスは顔を見合わせて、つい噴ふきだしてしまった。

　結局、俺は一人で大浴場を堪たん能のうできなかったけど……小猫ちゃんの想いを聞き、リアスに応援の言葉を贈おくれて良かったと心底思えたのだった──。




　　　　─○●○─




　そして、ついにリアスチームとヴァーリチームの一戦が行われる当日──。

　俺は彼女の応援というよりも、会場の警護のために現地入りしていた。

　ゲームの会場は、冥めい界かいの堕だ天てん使し領に新たに建設されたスタジアム──『ファーブニル・スタジアム』だ。

　何でも、アザゼル先生に協力した龍りゆう王おうを称たたえて建設したそうだ。入り口の前には、ファーブニルをかたどった金色の彫ちよう像ぞうと、堕天ダウン・フオール龍・ドラゴン・の鎧アナザー・アーマーを着込んだアザゼル先生の像が立っていた。

　……これ、あっちに行く前に出した先生の意見でも採用しているのかな。主張が目立ちすぎる！

　さて、俺たちが警護に回る理由は、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんからの意見があったからだった。

『タナトス派の死神グリム・リツパーが、リアス・グレモリーさんのチームとヴァーリのチームの一戦に狙ねらいを定めているという情報があった。確定というものではないけど……組織の裏方として仕事をしてきた俺の勘かんとしても襲しゆう撃げきがあるような気がしてならない』

　小猫ちゃんと黒歌が集つどう場所でもあるので、隙すきを見て会場に侵しん入にゆうし、二人を捕とらえるのではないかと幾瀬さんは言う。

　……俺もなんだか不ふ穏おんなものを感じているので、チームメンバーで警護に当たることにしたのだった。

　何事もなければそれにこしたことはないからな。試合の状じよう況きようは、携けい帯たい機器の生なま中ちゆう継けいで見守るしかない。

　クソ！　試合を生で拝められるってのに、ケータイで中継を見なきゃならんとは！

　でも、リアスとヴァーリが無事に試合をしてくれたらいいさ。

　不確かな情報のため、試合を中止にするまでには発展しなかった。一応、大会は毎度警備が厳重だからね。

　いざとなったら、試合を一いつ旦たん中止にして、俺たちやリアスチーム、ヴァーリチームでタナトス一派をぶっ飛ばせいいだけだ。

　けど、せっかくの試合なのでできるだけ両者と観客にはそこを堪能してもらいたい。

　だからこれは『Ｄ×Ｄデイーデイー』の極ごく秘ひ任務さ。相手はタナトス一派。……来るかどうかわからないけど、来たらぶっ倒す！

　ちなみにサイラオーグさんやデュリオたちの協力は今回仰あおげない。あちらも行けるなら駆かけつけたいようだったが、どうにも謎なぞの悪あく魔またちが管かん轄かつ内で不ふ審しんな動きをしているようで、現地を離れられないとのこと。

　シトリー眷けん属ぞくは、万が一、駒く王おう町に例の悪魔たちが襲来してくるとも限らないので、そちらを守護してもらうために人間界に残ってもらっている。ベンニーアだけ、こちらに貸してもらっていた。

　そのため、やっぱり俺たちのみで事に当たるしかない。

　あらためて結界を通ってくる連中の脅きよう威いに戦おののくしかない。いったい、どうやって各地の結界を通れるようになったのか。

　会場の周辺で集う俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの面々（ボーヴァはミニ化している）。

　試合と練習はないけど、ビナー氏とロイガン・ベルフェゴールさんも駆けつけてくれた。

　俺がロイガンさんに礼を告げる。

「すみません、不確かな情報から警護をするなんて言い出して。しかも受けてくださるなんて」

　俺の言葉にロイガンさんは微笑ほほえむ。

「いいのいいの。どうせ時間はあるから。何事もなければそれはそれでＯＫじゃない？」

　このメンバーで警護の配置を決めようと話し合いを始めようとしていたときだった。

「俺も警護に就つくよ、兵藤一いつ誠せいくん」

　──と言いながら、幾瀬鳶雄さんと数名のエージェントが姿を現した！

「幾瀬さん！」

　幾瀬さんが黒い狗いぬ──刃ジンを隣となりに座らせて、俺たちにこう言う。

「相手が襲撃や暗殺が専門なら、さらにそれを狩かる専門家が必要だろう？」

　幾瀬さんはスタジアムを見上げながら、笑った。

「それに──ヴァーリたちの試合に余計な茶々が入るのはちょっとね」

　おおっ！　これは心強い！　刃狗スラツシユ・ドツグチームも一いつ緒しよに警護してくれるなんてさ！

「そうなのです。ヴァーくんの試合を邪魔させちゃダメなのです」

　そう言いながら登場したのは、白いローブにとんがり帽ぼう子しをした金きん髪ぱつの美女魔ま法ほう使つかい──ラヴィニア・レーニさんだった。

　さらに髪かみをアップにさせ、エージェントの制服を着たキレイなお姉さんがテンション高くあいさつをくれる。

「私、皆みな川がわ夏なつ梅め！　おっぱいドラゴンくんよね？　会いたかったわ！　一応、テレビのシリーズ追いかけているのよ？」

　次にあいさつをくれたのは、肩かたに白い猫ねこを乗せた茶ちや髪ぱつの男性。ヤンキー風のイケメンだった。

「あー、俺は鮫さめ島じま綱こう生き。ま、俺もデカい乳は好きだぜ？」

　皆川さんが鮫島さんの頭を小こ突づきながら言う。

「正式なメンバーは、他ほかにもいるの。今度あらためて紹しよう介かいするわね」

　刃狗スラツシユ・ドツグチームまで協力してくれることはうれしいけど、俺はあらためて遠えん慮りよがちに言う。

「幾瀬さん、これは俺たち独自の警護です。単に試合の日に襲撃されたら、怖こわいってだけで守衛に回るだけでして……あなたたちグリゴリの大事なエージェントに、来るかわからないものに動員してもらうなんて──」

　俺がそう言いかけるなかで、幾瀬さんは真っ正面からハッキリと言ってくれた。

「付き合うよ。そういうことを全力でやれるキミたちだからこそ、俺たちは付き合おうと決めた。先に勘がどうこう言ったのはこっちだしね」

「──っ」

　……言葉もない俺たち。刃狗スラツシユ・ドツグチームの方々もリーダーの一言に大きくうなずいていた。

　熱い思いにグッときてしまったよ！

　幾瀬さんが語る。

「アザゼルさんにもあちらに行く前にそれとなく言われていてね。──たまにあいつらの無茶に付き合ってくれないか、って」

　鮫島さんが自身の猫の頭をなでながら言う。

「猫又の嬢じようちゃんたちを狙う死神グリム・リツパー対策で全力を尽つくすなんて、男じゃねぇか。猫使いとしてもぜひとも協力したいもんだぜ」

　これに皆川さんも大いにうなずいていた。

「そうそう、私たち、スパイとか暗殺専門だけど、熱い展開が本来大好物なのよね！」

　幾瀬さんが拳こぶしを突つき出してくる。

「いい試合にさせようじゃないか。キミたちと、俺たちで。何もなければそれに越こしたことはない。何かが起こるなら──」

　俺も拳を突き出して、コツンと合わせた。

「ぶん殴なぐればいい！」「ぶった斬ぎればいい」

　俺と幾瀬さんが同時にそう宣言し、互たがいに決意を固める！

　こうして、俺たちは来るかどうかわからないタナトス対策として、幾瀬鳶雄さんが率いる刃狗スラツシユ・ドツグチームと共に試合の護衛に回ることになったのだった──。

　どうか、いい試合をしてくれよ。

　──ヴァーリ、リアス！







　　　Team member.







○「リアス・グレモリー」チーム・大会登録メンバー

・王キング──リアス・グレモリー

・女王クイーン──姫ひめ島じま朱あけ乃の

・戦車ルーク──塔とう城じよう小こ猫ねこ

・戦車ルーク──ヴァスコ・ストラーダ

・騎士ナイト──木き場ば祐ゆう斗と

・騎士ナイト──リント・セルゼン

・僧侶ビシヨツプ──ギャスパー・ヴラディ

・僧侶ビシヨツプ──ヴァレリー・ツェペシュ

・兵士ポーン『８』──ミスター・ブラック（クロウ・クルワッハ）







○「明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう」チーム・大会登録メンバー

・王キング──ヴァーリ・ルシファー

・女王クイーン──フェンリル

・戦車ルーク──ゴグマゴグ

・戦車ルーク──（現）猪ちよ八はつ戒かい

・騎士ナイト──アーサー・ペンドラゴン

・騎士ナイト──（現）沙さ悟ご浄じよう

・僧侶ビシヨツプ──黒くろ歌か

・僧侶ビシヨツプ──ルフェイ・ペンドラゴン

・兵士ポーン『５』──美び猴こう

・兵士ポーン『３』枠わく分未登録







　　　My Princess.







　会場となる「ファーブニル・スタジアム」の選手控ひかえ室から一番近くにある自じ動どう販はん売ばい機きでヴァーリ・ルシファーが飲み物を買おうと小こ銭ぜにを入れようとしたときだった。

　先に小銭が入れられ、しなやかな細い指がヴァーリの欲ほしかったスポーツ飲料のボタンを選んでいた。

　ガタンと取り出し口に落ちたペットボトルが取り出され、それがヴァーリに差し出される。

「ヴァーくんは、大事な戦いがあると、決まってこれを飲んでいたのです」

　ペットボトルを差し出したのは──白いローブを着た女性の魔法使い、ラヴィニア・レーニだった。

　ヴァーリにとって、よく知っている女性だった。

「……来ていたのか」

　ヴァーリの言葉に柔にゆう和わな笑みを見せるラヴィニア。

「来ていたのです」

　ペットボトルを受け取るヴァーリに対して、彼女は言う。

「『Ｄ×Ｄデイーデイー』の皆みなさんはヴァーくんより、グレモリーのお姫ひめさまたちを応おう援えんするかもしれません。ヴァーくんは少し前にやんちゃをしていましたから当然なのです」

　相変わらず自分に対してはハッキリと物を言うヒトだとヴァーリは思ってしまう。

「別に応援など……」

　そう漏もらしたときだった。ふいに頰ほおに手が伸のびてくる。

　ヴァーリの頰をなでながら、彼女は微笑む。

「──私はいつでもヴァーくんの味方なのですよ？　だから、私は応援するのです」

　──いつもと変わらぬやさしい笑みがそこにあった。

　ヴァーリにとって、母親以来の……母親以外のやさしい女性の微笑み。

　顔を離はなして、ヴァーリはその場で背を向ける。

「……勝手にするといい」

　どうしてもそう答えてしまう。

「勝手にするのです。ちょっと、お仕事をしながらの応援になってしまいますが……」

「仕事？」

　訝いぶかしげに感じて顔だけ振ふり向くが……彼女は変わらず笑みを見せるだけだった。

「気にしなくていいのですよ？」

　この手の話はあまり追つい及きゆうしてもはぐらかされてしまうだけなのをよく理解していた。

「……そうか。では、俺は行くから。飲み物の礼は言う」

　控え室のほうに歩み出すヴァーリ。

「がんばるのですよ、ヴァーくん」

　その背に彼女の声がかかったが、ヴァーリは構わずに進み出した。

　控え室の近くにまで移動したところで、アルビオンが小さく笑いながら訊きいてきた。

『ふふふ、姫ひめ君ぎみからの応援はどうなのだ？』

「言っていろ」

　母以外で初めて自分に笑顔を向けてくれた女性──。

　そのヒトからの応援はこそばゆいが、温かく、ありがたかった。







　　　Slash.1　試合の裏側で　─赤せき龍りゆう帝ていと刃狗スラツシユ・ドツグの共きよう闘とう─







　会場周辺でレイヴェルの考案した配置の展開と、襲しゆう撃げきへの対応を講じていくなかで、試合の様相は進んでいく。

《ルールは──ボード・コラップスとなりましたァァァァッッ！》

　会場外周に設置されていた超ちよう巨きよ大だいモニターには、ちょうどルールを決める発表がされていた。

《ゲームフィールドが端はしから崩くずれていくルールですね》

　実じつ況きようの方と解説の方がそれぞれ話をしていく。

《はい、一定の時間と共にフィールドが端から徐じよ々じよに崩れていき、最終的に中央のみとなってしまうルールです》

　フィールドが端からどんどん無くなっていくルールだ。俺たちもこのルールで戦ったことがある。

《フィールドが狭せまくなるということは、必然的に逃にげる場所や隠かくれる場所が無くなるということであり、バトルは避さけられないということになりますね》

《狭いフィールドでの混戦は味方に流れ弾だまが当たりやすくなるというのと同義でありまして、いかにしてフィールドが広いうちに優勢に立てるかがポイントとなります！》

　チーム同士の力量差がハッキリとついている場合は、フィールドがそこまで崩れる前に決着がついてしまうんだけど、拮きつ抗こうしているとこの狭くなっていくフィールドがもの凄すごく戦せん況きように響ひびいてくる。

《とはいえ、スタンダードなルールではありますから、タクティクスよりもチームの実力がモノを言うのは間ま違ちがいありません！》

　ま、このルールでリアスのチームとヴァーリのチームが戦う以上、最低限のタクティクスで、真っ向からの勝負になるだろうな。

　本人たちも、見ているほうも、それを望むだろう。

　さて、俺たちのほうだが、耳につけたインカムのもと、相そう互ごに連れん絡らくを取り合う。何か、おかしいものを見つけたら、即そく座ざに連絡を入れ合うことになっていた。

　俺はレイヴェルと共にスタジアムの入り口周辺──ほぼ真っ正面に立って、おかしなものが来ないか見張っていた。俺たち以外にも警護の兵隊さんたちも周囲を回ってくれているが……。当然だが、今回のことは彼らにも伝えており、連れん携けいを取れるようにしている。

　──と、レイヴェルが俺の袖そでを引っ張るのでそちらに体を向ける。

　そこには朱あけ乃のさんによく似た女性が立っていた。神職装しよう束ぞくを身につけていた。

　一応、姿と名前は知っている方だったので俺から話しかける。

「朱雀すざくさんでしたよね？」

「ええ、あらためてよろしくね。兵ひよう藤どうくん。朱乃と黄おう龍りゆうがお世話になっているようで」

　握あく手しゆに応じる俺。

　朱乃さんの従い姉と妹こだもんな。朱乃さんが親しくしている方で、姫ひめ島じま家への復帰も容認してくださった姫島家の現当主さま！

　それに百鬼なきりも同じ五大宗家の出なので、言葉に出してくれたのだろう。

　百鬼が何度か会話に出していたけど、あいつ曰いわく「朱雀さんは超ちよう怖こわい」だったな。

「いえいえ、そんな」

　俺がそう返すと、朱雀さんはちょっと離れたところで待機している方々に視線を投げていた。

「あちらは、櫛くし橋はし青せい龍りゆうと、童どう門もん玄げん武ぶ。どっちも家の現当主さま」

　メガネをかけたイケメン男性と、小こ柄がらでロリロリなかわいらしい女性だった。女性のほうは視線が合うと恥はずかしがっていたが、男性のほうは気さくに手を挙げてくれた。

　朱雀さんが言う。

「朱乃の応援に来たのだけれど、鳶とび雄おに訊いたら、警護の話を聞いたものだから。私たちも協力することにしたの」

　あああああっ！　なんて良いヒトたちだ！　死神グリム・リツパーが襲しゆう来らいしてくるか確定ではないのに！

　でも、朱雀さんは言った。

「鳶雄が直感を口にしたものだから。あの子の直感、年々高まっているから、警けい戒かいしていて損はないと思うわ」

　そう言う朱雀さんだったが、ふいに耳打ちしてくる。

（朱乃にプロポーズしたそうね？）

（は、はい）

　やはり、従姉妹なので非常に気になるのだろう。

　朱雀さんが憂うれいのある瞳ひとみで言った。

（……幸せにしてあげてね？　あの子には、誰だれよりも幸せになってもらいたいの。うちの先代が……酷ひどいことをしたものだから）

　背景を、過去を知っているからこそ、そう言ってくるのだろう。

　本当にやさしい方なのだと理解してしまった。いい当主さまだと思う。美人だし！

「はい」

　俺は正直にそう答える。朱雀さんも満足そうにしていた。

　いくつかのやり取りをしたあとで、それぞれの持ち場に移っていった。

　再び俺とレイヴェルの二人になった。

　警護に繰くり出す直前に幾いく瀬せさんとした会話を思い出していた。

『作戦はレイヴェルが担当するってことで大だい丈じよう夫ぶでしょうか？』

『ああ、任せるよ。俺たちは隠おん密みつのアドバイス程度に留とどめておくから。ただ、変化に応じて臨機応変に動かせてもらうことになるだろうけど』

　これにレイヴェルはうなずく。

『はい、それで構いませんわ。私もそのつもりで今回の配置を考えましたので』

　それを込こみの配置になっているようだった。

　レイヴェルは俺の隣となりに立ち、決心の表情で言った。

「イッセーさま、私は……小こ猫ねこさんと黒くろ歌かさまの戦いを守りますわ。それはリアスさまたちの戦いを守ることと同義でして……」

　小猫ちゃんを友人として大事にしているレイヴェル。練習にも毎度付き合っているし、今回の件で小猫ちゃんの過去も知った。

　その上でレイヴェルは勇ましい顔をする。

「仲間の大事な試合を死守します」

　大会で見せているクールなレイヴェルではなく、熱いハートを滾たぎらせる姿がそこにあった。

「レイヴェル、友達を守る戦いってのは最高に緊きん張ちようして、最高にやりがいのあるものだぜ？　俺が燃え滾る戦いのひとつだ」

　俺の言葉にレイヴェルは感じ入るものがあったようで打ち震ふるえていた。

「友達を守る戦い……。はい！　小猫さんは私が守ります！」

「ああ、俺たちで守ろうぜ」

　そう互たがいに意志を語り合ったなかで、モニターからは──。

《あーっと！　さっそく戦いは過熱しておりますッッ！》

《ゴグマゴグ選手と──ヴァスコ・ストラーダ選手が正面からぶつかっていきますね！》

　試合は大盛り上がりの様子だった！

　うわぁ、ストラーダ猊げい下かの戦いとか真しん剣けんに見たいところではあるが……っ！

　我が慢まん我慢と心の中で言い聞かせているときだった──。

　インカムに仲間からの声が届く。

『──目標を確かく認にん。会場の西側周辺に──』

　幾瀬さんの勘かんはドンピシャだった。死神グリム・リツパー相手の戦いが始まる──。







　　　Life.4　人間の極限ヴアスコ・ストラーダと究極の邪龍クロウ・クルワツハ







　僕、木き場ば祐ゆう斗とはゲームが開始すると同時にヴァスコ・ストラーダ猊下と共に前線に出て、向かってくるであろう相手チームの選手を迎むかえ撃うつ格好になっていた。

　今回のフィールドは、冥めい界かいにあるとある都市の一角を再現されたもので、ゲームスタート直後から端はし々ばしより崩ほう壊かいが始まっていた。ここからは見えないためわからないが、記録映像で見たことのあるこのルールの試合では、徐々に徐々に確実にフィールドが狭せばまるのがわかった。おそらく、三十分後には半分に、さらにもう三十分後にはわずかなフィールドしかないだろう。

　さて、いままでのヴァーリチームの大会での戦い方は、オーソドックスなルールの場合、リーダーのヴァーリを中心に肉にく弾だん戦が得意な選手が前へ前へと飛び出してくる典型的な超ちよう攻こう撃げき的な試合運びとなる。

　それはリアス姉さんもわかっていたことなので、ルールが決定した瞬しゆん間かんに飛び出してくる前衛に対して僕とストラーダ猊下が斥せつ候こう兼けん最前衛として選ばれた。

　彼らの一見無策とも言える超攻撃的な突とつ進しんは、実のところ、チームメンバーの特とく徴ちようを一手でうまく表す最善の手でもあった。

　もともと、構成からしてトップクラスの布ふ陣じんだ。特に神クラスすらくだせるほどの力を持つヴァーリの圧あつ倒とう的な攻撃力は、ゲーム序じよ盤ばんから遺い憾かんなく発揮することができて、下位のチームでは一瞬でリタイヤの光に包まれるだろう。

　彼自身も実力の伴ともなわない者と長く戦う信条もなく、不足の相手だとわかると遠えん慮りよなしで消しに来る。

　神クラス以外に心技体に併あわせて魔ま力りよく、魔法まで才能の塊かたまりたる歴代最強の白はく龍りゆう皇こうを止められる者がどれだけいるだろう。

　彼のチームメンバーは彼の実力を最大限生かす方向で結束し、そして個々に大会を楽しめるように戦っている。むろん、チームの結束力も高く、誰かが足を掬すくわれそうなら、それを全力でフォローしていた。

　各地を暴れ回って培つちかわれたチームワークは、恐おそるべきものになっていたのだ。

　そして、今回もそれは条件が当てはまった。

　僕とストラーダ猊下が、都市の中央に延びる幹線道路を走っていると、前方より飛来する巨きよ大だいな影かげがあった。

　見れば──背中とふくらはぎからバーニアを噴かして高速で空を飛んでくるゴグマゴグの姿があった！

　これにストラーダ猊下が微笑ほほえみを見せる。

「これはこれは、開始早々のごあいさつというわけか」

　猊下が亜あ空くう間かんより青い刀身の聖せい剣けん──デュランダルⅡを取り出した。教会の錬れん金きん術じゆつ師しが猊下のためだけに作り出した最新の聖剣。

　真っ直すぐに向かってくる巨大なゴーレムを猊下は迎え撃つ格好となっていた！

　猊下が僕に言う。

「イザイヤ・木場祐斗よ。他ほかの気配も感ずる。そちらに警戒せよ。私はまず、あの古代兵器を打ち落としてみせよう」

　言うなり、猊下は両足に力を入れ、その場で踏ふん張り出した。その勢いでアスファルトの道は大きく砕くだける。そして、その脚きやく力りよくでもって、ストラーダ猊下が空に一直線に跳ちよう躍やくしていく！

　眼前にまで迫せまっていたゴグマゴグに聖剣を横よこ薙なぎに豪ごう快かいに振ふるった！

　ゴッ！　という爆ばく音おんを鳴り響ひびきかせて、ゴグマゴグは後方に吹ふっ飛んでいった！　十メートルはあるであろう古代ゴーレムが、一振りで吹き飛ばされるなんて！

《あーっと！　さっそく戦いは過熱しておりますッッ！》

《ゴグマゴグ選手と──ヴァスコ・ストラーダ選手が正面からぶつかっていきますね！》

　実じつ況きよう席の声もこちらにまで届いた。

　しかし、ゴグマゴグは都市に落下する前に目から怪かい光線を放った！　けれど、それも猊下はデュランダルⅡの刀身で弾はじいてみせる！

　ゴグマゴグが落下し、猊下は僕の前方に見事着地した。

「隙すきアリだぜぇえええええええええええっ！」

　その声と共に高速で向かってきたのは──觔きん斗と雲うんに乗って襲おそい来る美び猴こうだった！　如によ意い棒ぼうをくるくると器用に回しながら、猊下目め掛がけて突進をしてくる！

「ほう、隙とな」

　ストラーダ猊下は、息つく間もなく飛来する美猴の攻撃に対して、拳こぶしを繰り出して対応した！　前方に勢いよく突つき出された拳より、聖なるオーラが解き放たれる！

　──聖せい拳けん！

　拳からのオーラを美猴は雲をうまく使い避よけるが──すでに猊下は高速で飛び出していた。教会の戦士に敬われる齢よわい八十七歳の老人は、退くということを捨て去っている。

　向かい来る当代の孫そん悟ご空くうをデュランダルⅡの一振りにて、向かい入れた！　美猴がその一いち撃げきを如意棒で受け止めるが──その勢いは觔斗雲を消し去り、美猴を強制的に地に降り立たせてしまう。その威い力りよくは留まることを知らず、一撃を受けた美猴の足あし下もとは崩くずれ、小規模のクレーターを作り出す！

　ブッ！　凶きよう悪あくな一撃を受けた美猴は、踏ん張りの勢いで思わず鼻から血を噴き出すほどだった！

　ボシュゥゥゥウウウウッッ！　──と、遠くより快音を響かせて飛んできたのは、巨大な手だった！　ゴグマゴグのロケットパンチだろう！　道路を抉えぐるほどの勢いで飛んでくるではないか！

　猊下は、これすら一いつ切さい臆おくすることなく、美猴を蹴けり飛ばすと、左の拳を力いっぱい握にぎった。巨きよ腕わんがあり得ないほどに肥大する。

　そのままロケットパンチに繰り出すという正気の沙さ汰たとは思えない一撃を出した！

　ロケットパンチと猊下の拳がぶつかり、爆ばく裂れつ音と共に一帯に衝しよう撃げきを広げていった！

　ゴグマゴグのロケットパンチは、猊下の勢いに負けて後方に吹っ飛ばされていく。

　古代兵器の一撃を、ただの拳でもって打ち落としたのだっ！　尋じん常じようではない！　ヒトのする業わざを超こえている！

　猊下は美猴とゴグマゴグの開始早々の攻撃をすべてやり過ごし、左手をぶんぶんと多少痛そうに振るのみだった。

　呆あつ気けにとられるしかない僕──。

《…………ッッ！》

《…………ッッ！》

　実況のヒトと解説のヒトは、猊下の戦いっぷりに言葉すら失っていた。

　これがヴァスコ・ストラーダ猊下の大会デビュー戦なのである──。

　そして、堰せきを切ったかのように叫さけぶ。

《とんでもない開始の一戦となりましたァァァアアアアアアアアアアアアッッ！　ヴァスコ・ストラーダ選手ッッ！　教会の暴力装置ッッ！　ヴァチカンのイーヴィルキラーッッ！　天界の暴挙とまで称しようされた男が、ただの人間が、古代兵器と孫悟空の攻撃を難なく防いでみせましたァァアアアアアアアアアアアッッ！》

　会場の盛せい況きようがこちらにまで伝わってくる。

　美猴が鼻の血を拭ぬぐい、体勢を立て直すなかで、彼のもとに空間を割って現れる剣けん士し──アーサー。

「おやおや、美猴。ゴグマゴグと共にあいさつに行ったというのに、やられてしまったのですか？」

「うっせっ！　とんでもねぇジジイだ。うちのじいさんも冗じよう談だんみたいな存在だけどよ。こっちも大たい概がいだぜぃ」

　軽口をたたき合う二人。

　そこに──白銀が降り立つ。

　光の翼つばさを展開させながら、白龍皇が僕たちの前に立った。すでに白銀の鎧よろいの状態だった。

　ヴァーリが言う。

「以前、仲間たちと『最強の人間』は誰だれだろうかと議論になった。身内だからな、アーサーを推おしたいところもある。──が、簡単に結論が出るものでもない」

　彼の傍かたわらに神かみく喰いお狼おかみたるフェンリルが位置した。

　ヴァーリ、フェンリル、美猴、アーサー、ゴグマゴグという布陣で開始から前線に乗り込んできた。彼らのスタンダードな攻せめだった。

　ヴァーリが続ける。

「……聖王剣の持ち主アーサー、聖せい槍そうの担にない手──曹そう操そう、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』所有者──幾いく瀬せ鳶とび雄お、『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』を操あやつるという『始まりの闇フアースト・ダーク』神かん崎ざき光みつ也や、そして──前デュランダルの持ち主であるヴァスコ・ストラーダ」

　ヴァーリが猊げい下かに問う。

「リアス・グレモリーに口く説どかれた以上、ここに立つそれだけの理由があるはず。……参戦する見返りに魔ま王おうの妹から、何を譲ゆずり受けた？」

　猊下はデュランダルを道路に突き刺さすと豪快に笑った。

「はっはっはっ、三大勢力の同盟前であれば、私の今回の行動は、天への裏切りとなろう」

　言うなり、猊下が懐ふところより小こ瓶びんを取り出した。白く発光する液体の入った瓶だった。

「──最初から、秘伝の術を使わせてもらおう。これを以もつてして、私は全盛期の兵つわものと化す」

　それは、ヴァレリーの聖せい杯はいに湧わいた聖なる水に、ギャスパーくんのバロールの力と、小こ猫ねこちゃんの仙せん術じゆつによる闘とう気きを注いだものだった。作り出すのに三日はかかるという、うちのチームだけが作り出せる秘伝の調合物だ。

　ストラーダ猊下は蓋ふたを指で弾いて、そのまま中身を呷あおる。

　瓶を握って砕いた猊下。その体に変化がすぐに訪おとずれる。全身より盛せい大だいな煙けむりを打ち立てはじめた。

　煙が止やむ頃ころ、そこにあったのは──五十代頃の姿になったストラーダ猊下だった。肉体から勢いの増したオーラが立ち上る。

　秘伝の術で若さを取り戻もどした猊下。その姿が全盛期のものだった。

　猊下がデュランダルを再び手にして言う。

「私の全盛期は、十代や二十代ではない」

　誰もが抱いだく疑問を否定する言葉。猊下は、大会で使用する前に試ためしとして、僕たちとの練習でチームメンバーにのみ、その効果を見せてくださった。

　そのときに猊下は語った。

『──精神とは、見た目に、肉体に強く引かれるものだ。それは多くの異形、異能の者たちと戦ってきた私のひとつの結論でもある。十代か二十代の肉体に戻れば、私はあの頃の若気と稚ち気きをこの身に僅わずかでも戻すことになり、ここまでに至った心の鍛たん錬れんに陰かげりが出るだろう。それがベストだと言えるのだろうか？　心に未熟なものを戻してまで、あの戦場に戻る意義があるのか？』

　五十代の肉体で猊下は言う。

『ならば、精神と肉体のバランスが極限にまで研とぎ澄すまされていた年ねん齢れいに戻す。──それが私にとって、五十歳だったというだけのことなのだよ』

　これは見た目を変えられる悪あく魔まにとって、耳の痛いところであった。確かに若い見た目に精神が引っ張られると耳にしたことがある。ゆえにあえて壮そう年ねん期から中年期の姿にする悪魔もいる。逆に若い精神を維い持じするためにも姿を若いままというのもあるが──。

　ヴァーリは構わず不敵に大だい胆たんに正面から飛び出していった！　さらにその横から先に飛び出しのは、フェンリルだった！

　伝説の狼が高速で、爪つめを振り下ろす。

「神喰狼フエンリルか。白はく龍りゆう皇こうと聖王剣のついでとしてはこれ以上ない相手だ」

　猊下はそのまま派手な動きもせずに体たい捌さばきだけで、フェンリルの高速攻こう撃げきを躱かわしだしたのだ！　フェンリルの爪が、牙きばが、まるで当たる気配を見せない！　全盛期より力を封ふうじられているとはいえ、それでも伝説の魔物だ。よほどの手て練だれでも相対することなどできない。

　それを……猊下はいままで培つちかってきた経験のみで躱しきり、逆に拳を伝説の魔物の顔面に繰くり出すほどだった！　フェンリルを吹っ飛ばしてしまった！

「おい、俺は幻げん覚かくでも見てンのか？　あのジジイ、フェンリルとやり合ってんぞッッ！」

　これには美猴も目が飛び出しそうなほどの驚おどろきをしていた。

「ふっ、おもしろいっ！」

　そこにヴァーリが駆かけつけ、手元から放ったのは、極大な白銀のオーラだ！　普ふ通つうの人間であれば、これを防ぐ術すべは無いに等しい。──が、猊下は回かい避ひすることもなく、ただただ聖剣を前に構えた。

「絶大な魔力だ。私が出会ってきた悪魔のなかでも最大級と言えよう。──が」

　ヴァーリの放った白銀色のオーラの一撃をデュランダルⅡにて、正面から切り崩していく！

　オーラが止んだ先には、すでに猊下の姿はなく、ヴァーリは視線と気配で動きを探さぐろうとするが──。

　背後に回っていた猊下が、聖剣を振ふるう！　ヴァーリが刹せつ那なの対応で振り返り、横よこ殴なぐりに魔力のこもった拳を放つが──それは残像であった！

　猊下が吼ほえた！

「──鍛錬のみが可能とする人間の技わざと力を見よッッ！」

　ズバッ！　──と、斬ざん撃げきの音が響ひびき渡わたる！　あのヴァーリが避けられずに横合いから斬きられたのである！

「クソッタレがッ！　如意棒ッッ！」

　リーダーが斬られたことで、美猴が飛び出して如意棒を振るう！　それすらも体捌きだけですべて避けられて、美猴は苦虫を嚙かんだ顔になっていた。

　髪かみの毛をむしると、それを息でふーっと吹ふいていく！　息で吹かれた髪が、しだいに大きくなり、何かの形になっていく！

　見れば美猴そっくりの分身が、無数に出現した！　孫悟空がよく使うという髪の毛を用いた分身の術だ。

「おらっ！　分身ども、いけェェェッッ！」

　美猴が無数の分身と共に如によ意い棒ぼうを持って、猊下に突とつ貫かんしていく！

「──それは貴き殿でんの先祖の技だ。しかも、孫悟空の域にも至っていない」

　そう言いながら、猊下は分身を軽々と聖剣にて、屠ほふっていく。分身の攻撃すら当たる気配がない。当たったとしても、猊下はまるで意にも介かいさないほどだった。

「なら、これならどうよッッ！」

　分身の大群が二手に分かれ、一方は如意棒を伸のばし、もう一方は如意棒を巨きよ大だい化かさせた！　伸ばした棒と、巨大化させた棒の同時攻撃だっ！

「──付つけ焼やき刃ばに過ぎん」

　そう断ずる猊下は、それらすべてを極大なまでのデュランダルの聖なるオーラで、切り崩してしまった──。たったの一撃だった！

　猊下は美猴との距きよ離りを瞬しゆん時じに詰つめて、その顔面に拳こぶしを放つ！　後方に盛大に吹っ飛ばされる美猴！

　置かれていた車に背中から激げき突とつし、その場にくずおれる。

「ぐふっ！　……な、なんなんだよ、このジジイの強さは……っ!?」

　血ち反へ吐どを吐はき出しながらも美猴は立ち上がる。

　ヴァーリが再度動き出す。ヴァーリは深手ではなかったようで、鎧は壊こわされたものの、体勢を立て直して至近距離より魔力の砲ほう撃げきを放つ！　猊下はわずかな動きだけでそれを躱した。避よけられたヴァーリの一撃が、遠くのビル群を大きく破は壊かいしていった！

　しかし、ヴァーリの姿もすぐに高速にて消えてしまう。神速とも思えるほどの速度で猊下の周りを動き回るが、猊下は一いつ切さい臆おくすことなく、不敵な笑えみを見せるだけだった。

「取った」

　言うなり、ヴァーリが背後から攻撃を仕し掛かけようとしたが──猊下はそれを察知していたのだ。

　残像を再び生み出して、逆にヴァーリの後方に飛んでいた！

「背後を取ったと思った相手ほど隙すきが生じるものだ」

　──が、ヴァーリもその場から瞬時に飛び退のき、回避していく。

「さすが白龍皇。すぐに対応する。──だが、甘い」

　猊下が、デュランダルに莫ばく大だいなオーラを纏まとわせる！　寒気がするほどのオーラ量だった！

　大きく距離を取るヴァーリに対して、猊下がデュランダルを放った！

　巨大な聖なるオーラが、道路を、駐ちゆう車しやしてある車の数々を、建物を、風景をすべて破壊させながら、高速でヴァーリに迫せまる！

　ヴァーリはそれをどうにかやり過ごすが、躱した聖なるオーラはまるで勢いを無くさずにフィールドの遥はるか先、そのすべてを破壊していった！

　ついにはフィールドの端はしに達したのか、領域を包む見えない壁かべにぶつかり、フィールド全体を大きく震ふるわせるほどの威い力りよくを見せた。

　猊下が言う。

「私のデュランダルは、数キロ先にまで届く」

　……つまり、猊下にとって、このフィールド全域が攻撃範はん囲いということになる。

　体勢を立て直してこちらに迫っていたゴグマゴグも、猊下が遠くから聖なるオーラを飛ばして再び遥か後方に吹っ飛ばしていった！

　ついには距離を詰められたヴァーリが、猊下の一撃を許してしまう。

　ドゴンッ！　──と、鈍にぶい音が響く。ストラーダ猊下のパンチがヴァーリの鎧を破壊し、腹部に深く入り込んでいたのだ！

「──ッッ!?!?」

　当とう惑わくしている様子のヴァーリは、ダメージを受けながらも一いつ旦たん後方に飛び退くが、そこに追撃とばかりにデュランダルの聖なるオーラが放たれる。

　ヴァーリが腕うでをクロスして、防ぼう御ぎよの格好となるが──。

　盛大な爆ばく裂れつ音を発生させて、ヴァーリの籠こ手て──だけではなく、鎧よろいの至るところがいまの一撃で崩くずれていた！

　聖なるオーラを防御できたが、ヴァーリの腕は痺しびれたようで大きく震わせていた。口元からも血が流れていく。

　ストラーダ猊下が言う。

「白銀の鎧では今の私には届かん」

「……神クラスを倒たおしたこともある形態なのだがな。まったく、本当に人間か？　アーサーが恐おそれ敬うわけだ。信望する者が出てもおかしくないかもしれないな」

　畏い敬けいの言葉を述べるヴァーリに猊下が言う。

「ひと昔前と比べて、いまは異形側の動きを記録した映像が手に入るという。以前であれば、上級以上の悪魔や超ちよう常じようの存在は伝聞や伝承のみしか残されておらず、ほぼ初見にて相対せねばならなかった。戦う姿が映像に残る以上、天てん龍りゆうであろうと、誰だれであろうと、これほどの情報はあるまい。あとは実際の戦場でオーラを肌はだで感じれば良い」

　……僕は幻まぼろしでも見ているのか？

　いかなる勢力でもトップクラスの実力を持つヴァーリチームの、リーダー・ヴァーリ、美猴、フェンリル、ゴグマゴグを相手にまったくダメージを受けないまま、彼らを打だ倒とうしてみせている。

　強いという形容だけでは足りなすぎる力の化身──。

　人間の極限──ヴァスコ・ストラーダ。……人間がここまで強くなれるというのか!?

　あのヴァーリが顔中に汗あせを滲にじませていた。

「これほどのものか。ヴァスコ・ストラーダ」

　ヴァーリの目が、本気の色合いを見せたときだった。彼の前に立つ者がいた。

　──アーサーだった。

　アーサーは、コールブランドを握にぎって言う。

「ここは私と美猴に任せてください。ヴァーリはフェンリルを連れて、他ほかを当たってください。ほら、この先にリアス・グレモリーと件くだんの邪じや龍りゆうが待っているでしょう。──ようやく、私とコールブランドの本気をぶつけられる相手と戦えるのですから、少しばかり張り切らせてもらいますよ」

　美猴も、ヴァーリに「行け行け」と促うながす。アーサーの意を汲くみ、ヴァーリはフェンリルと共にその場を通過していった。

　僕はそれをさせまいとヴァーリの前に立とうとするが、そこに美猴が立つ。

「ま、俺っちと戦ってくれやイケメンくん」

「……いいだろう。猊げい下かのついでに楽しんでいってくれ」

　僕と美猴が対たい峙じするなかで、アーサーが猊下のほうにゆっくりと歩み寄り、猊下もそれに呼応して前へ前へ歩き出していく。

　肉にく薄はくするほどの距離で二人は歓かん喜きの笑みを見せていた。

　まるで、長年別れていた恋こい人びと同士が再会したかのような──。

「先日は、名残なごり惜おしい戦いだった」

「ええ、本当に。しかし、あなたは帰ってきてくださいました」

　猊下が、デュランダルを強く握り、彫ほりの深い顔に笑みをたたえた。

「──貴殿という存在を知った以上、その実力を最後まで堪たん能のうせずに天てん寿じゆなど全うできないと踏ふんだまでのこと。──どうか、私の冥めい土どの土産みやげになってもらいたい」

「ぜひとも」

　こうして、僕と美猴、ストラーダ猊下とアーサーの戦いが始まった──。




　　　　─○●○─




　一方で、フィールドの東側では、大会用の巫女服を着た姫ひめ島じま朱あけ乃のと戦闘服姿のリント・セルゼンが、当代の猪ちよ八はつ戒かいと沙さ悟ご浄じよう、そしてルフェイ・ペンドラゴンと対峙していた。

　フィールドの東側にあるのは、広い公園だった。人工的に作られた段差のある滝たきの近くで、朱乃と猪八戒、リントと沙悟浄が真っ正面から対峙し、一歩退いたところにルフェイ・ペンドラゴンが魔ま方ほう陣じんを展開させていた。

　前衛二の後衛一だと、朱乃は理解する。

　彼女の相手である、当代の猪八戒は豚ぶたの頭部と特とく徴ちようを持った人型の妖よう怪かいであり、大方は伝承の通りの格好だ。九本の歯を持ち、熊くま手でのような武器──釘てい[image: ]はを手にしている。

「お姉さん、こちらは豚ですけど、どうぞご容よう赦しやください」

　……おもしろい当代の猪八戒とは聞いているけれど……と朱乃は述じゆつ懐かいする。

　朱乃は素す早ばやく堕だ天てん使しの翼つばさを広げて、雷らい雲うんを天に出現させていく。そのまま、雷らい光こうを猪八戒に向けて放っていった！

　猪八戒は、でっぷりとした容姿に拘かかわらず、軽かろやかなステップで雷光を避けて、一気に距離を詰めてくる。こちらがあまり肉にく弾だん戦が得意ではないことはわかっているようだ。

　しかし、朱乃も魔法で、防御の魔方陣は展開できる。猪八戒の武器による乱打をそれですべて防いでみせた。

　今度は猪八戒が、大きく息を吸い、腹部を巨大に膨ふくらませて──一気に炎ほのおを口から吐いてきたっ！　かなりの出量だ！　まともに浴びればただでは済まないだろう！

　朱乃はその場で飛び出して、空中で回かい避ひしようとするが、猪八戒は炎を吐いたまま、頭部を上に向けて、攻こう撃げきの角度を変えてきた。

「雷光よっ！」

　朱乃は雷光をもう一度煌きらめかせて、猪八戒の炎を相そう殺さいし、さらにもう数発の雷光を降り注がせた。

　猪八戒もひとつひとつ避けてはいくが、ついには一発当たってしまう。

　雷光が激しく相手を感電させ、燃やし尽つくす。辺り一面まで雷光の余波で黒焦こげにさせていった。

　妖怪は光にも弱い。いまの一撃は必殺に近かったはずだ。

　朱乃は手て応ごたえを感じていたが──。

　プスプスと煙けむりを上げながらも、猪八戒は健在だった。焦げてはいるが、動けるようだ。

　猪八戒は、しばし沈ちん黙もくしていたが、ぼそりとつぶやく。

「…………いい」

　恍こう惚こつとした表情でそう漏もらしたのだった。

　朱乃は訝いぶかしげに感じたが、「まさか」と胸に去来するものもあった。

　その後も激しい攻こう防ぼうを繰くり広げていくなかで、朱乃の魔力攻撃が当たると、ついに当代の猪八戒は叫さけぶ。

「ぶひいいいいいいいいいいいいィィィィッッ！　い、いいイイイィィィイイイイィィイイイイイイイイイイイィィィィッッ！」

　それは歓喜の悲鳴だった──。

　朱乃が、とある情報を脳のう裏りに蘇よみがえらせた。

　将来を誓ちかった最愛の男性──兵ひよう藤どう一いつ誠せいが、このようなことを口にしていた。

『そういえば、ヴァーリチームの猪八戒って、ネガティブな性格かつＭなんですよ』

　確かに旦だん那なさまはそんなことを言っていたと朱乃は思い出す。

　冗じよう談だん半分だとは思っていたが、もう一撃朱乃の雷光を食らうと、猪八戒は悦えつ楽らくした表情で叫ぶ。

「ああああああああああっ！　こ、このマゾ豚にご慈じ悲ひをくださいぃぃぃぃッッ！　女王さまァァァァァッッ！」

　ダメージを確実に与あたえているのだが、与えれば与えるだけ、相手のテンションが上がり、身体能力も向上しているように感じていた。

　つまり、朱乃が攻撃を当てるたびに相手の調子が上がっていくのだ。

　ＳとＭのケがある朱乃も、これには当惑してしまった。しかも相手は無む駄だに体力が高そうだ。かなりの質量と数を浴びせたが、いまだ元気な辺り、体力はヴァーリチームのなかでも抜ぬきん出ているように感じた。

　朱乃は息を吐はく。

「気は抜けませんわ。何せ、白はく龍りゆう皇こうチームの一員であり、当代の猪八戒さんですもの」

　仕方ないので、雷光を龍の形にして、雷らい光こう龍りゆうの攻撃態勢に入った。

　──と、そこに足あし下もとの魔方陣ごと歩きながら移動してくる魔法使いのルフェイ。

　猪八戒の横に立ち、彼女が杖つえをこちらに向ける。

「では、私もお相手致いたします！」

「あらあら、ルフェイちゃん。──手加減はしませんわよ？」

　朱乃の言葉にルフェイは不敵に笑えんだ。

「もちろんですっ！」

　自分と猪八戒＋ルフェイという構図。

　離はなれたところでは、右手に紫むらさき色いろの炎の剣けん、左手に教会謹きん製せいの銃じゆうという格好のリントと、半月刃のついた杖を持つ朱しゆ色いろの髪かみの女の子──当代の沙悟浄が戦っていた。

　相手の沙悟浄は、まだ女子中学生だという。水を操あやつるのが得意らしく、ちょうどここが水辺であることもあり、段差のある滝から水を操作し、無数の球状の弾たまにさせてリントに放っていた。

　リントは銃から紫色の炎の弾だん丸がんを撃うち出して、それらを相殺させていく。

「バキューン！　バキューンっス！」

　そんなことを口にしながら沙悟浄の水の術を防ぐ。彼女の銃は自身の神器セイクリツド・ギアの力を弾丸にできる特別製だ。

　リントの動きは非常に速く、木場祐斗に追つい随ずいするほどだ。ただし、木場祐斗ほど卓たく越えつしたテクニックはないため、動きにはムラがある。

　それを野性的な動きで補っていた。

　新体操のように体をくねりくねりとよじりながら、相手の攻撃を回避し、あり得ない体勢から剣を放ったり、銃を撃つ。

　相手は予想もできないところから攻撃が伸のびてくるため、大たい概がいは回避できないのだが……小こ柄がらな当代の沙悟浄はそれを見事に避よけてみせた。

　伊だ達てにヴァーリチームに在ざい籍せきしているわけではない。

「妖怪のお嬢じようさん、やりますな」

「さ、沙悟浄です！　よろしくお願い致します！」

　戦いながらそんなやり取りを見せたときだった。

　リントがこう言う。

「あ、確か日本で河童かつぱの妖怪で有名な？」

「──ッ！」

　その一言を聞いたあと、沙悟浄は攻撃を一いつ旦たん止めて、プルプルと全身を震ふるわせた。

「…………か」

「か？」

　首を傾かしげて訊き直すリントに、沙悟浄は頰ほおを最大にまで膨らませて、涙なみだ目めで激げき怒どしていた。

「河童じゃありませんッッ！　本来の沙悟浄は河に住む妖よう怪かい仙せん人にんですッ！」

　水辺の水が大量に空に上がり出す！　あの量の水を怒おこっただけで操作できるとは……潜せん在ざい能力は高いようだ。

「およよ、これは自分、タブーに触ふれてしまった感じですかね？」

　とは言うものの、彼女は特に尻しり込ごみすることはない。

「じゃあ、自分もちょっと本気モードを出させていただきやすぜ」

　彼女の体が──まばゆい光を発する。次の瞬しゆん間かん、彼女の背中に六翼よくの天使の翼が出現したのだった。頭部にも光輪が輝かがやく。

　そう、彼女は──転生天使だ。翼の色は白ではなく、まばゆいばかりの銀──。

　リントの体から紫色の炎が絶大にまで上がっていく。

「まあ、炎と水の対決ということでひとつやりましょうや」

　水を操作する沙悟浄も負けん気の強さから、

「負けませんっ！」

　と叫んで攻撃を再開したのだった──。

　フィールドの東側も戦せん闘とうが激化していく！




　　　　─○●○─




　場所は変わり、ゲームフィールド南西側にて、大会用の衣装を着たリアス・グレモリーは急接近しているヴァーリ・ルシファーを迎むかえ撃つ格好になっていた。

　南西側にあるのは、高層ビル群。リアスはギャスパーとヴァレリー、そしてクロウ・クルワッハを引き連れて、少しずつ北上していた。

　リアスが立つのは建造中の超ちよう高こう層そうビルのてっぺんだった。むき出しの鉄骨、タワークレーン。リアスがビルの上から、ヴァーリの気配があるほうに視線を向ける。

　もうすぐここに彼が到とう着ちやくするだろう。ならば隠かくれるのも無ぶ粋すいだ。

　せっかくの都市部が舞ぶ台たいのフィールドであり、隠れようと思えば繁はん華か街がいの無数にある店のひとつに身を隠したりなど、いくらでもできるが、それは相手が超ちよう広こう範はん囲い攻撃を持たない場合だ。

　ヴァーリなどの超攻撃力で風景ごと丸まる裸はだかにできる者が相手の場合では、その手のフィールドを利用した戦術はまったく意味をなさない。

　それならば、隠れず最初から堂々と待ち構えれば良いとリアスは思し慮りよする。

　彼女の傍かたわらにはギャスパーが待機しており、隣となりのビルの上階、その部屋のひとつにヴァレリーを置いた。

　後衛のオフェンスであるクロウ・クルワッハは、タワークレーンの先せん端たんに立ち、瞑めい目もくしてそのときを待つ。彼が待ち望む相手など、一人しかいないだろう。

　リアスがギャスパーに問う。

「ギャスパー、どうかしら？」

　ギャスパーは自身のコウモリをフィールド全域に放っており、各地で始まった戦闘を観測していた。

　ギャスパーが、目を赤くさせながらこう言う。

「はい、小猫ちゃんは無事にフィールドの西側で黒くろ歌かのお姉さんと出会えたみたいです。お互たがいに仙術を使えるので相手の位置を特定できたようです」

　リアスがこのゲームで重要視していたもののひとつに、小猫と黒歌の一戦があった。これはヴァーリ側も察してくれたようで、黒歌を一人で向かわせていたようだった。

　ヴァーリは戦術や戦略というものを最低限のものしか用意しない。それは、戦いを考えていないというわけではなく、チームメンバーがそれぞれで最大限力を発揮できるよう行動を縛しばらないためだ。むろん、チームプレーが必要なときは、互いに協力しあう。

　そういうチームのため、個々の想おもいを重視する傾けい向こうも強かった。リーダー自身が、戦いたい相手と戦うのを優先しているところもあるが、ヴァーリが仲間に対して配はい慮りよする気質なのも起因している。

　今回の小猫の戦いは、彼女の心のありよう、今後の成長を見守る意味でも非常に大事なものだ。

　過去の自分を、あのとき恐きよう怖ふを抱いだいた黒歌を、ぜひとも超こえてもらいたいと姉役でもあるリアスは願う。

「……そう、それなら、この試合の大事な箇か所しよのひとつはまずクリアね。──あとは」

　リアスの視線が空に移る。しばらくして、視線の先より高速で飛来する白銀──。

　リアスの眼前にヴァーリ・ルシファーが到着したのだった。

「あなたとの勝負かしら、ヴァーリ」

「ふっ、『王キング』の守備に邪じや龍りゆうを置いたとはな」

　ヴァーリの視線が、タワークレーンの先端にいるクロウに向く。クロウもまたヴァーリの登場で、すでに体中に濃のう密みつなオーラを纏まといだしていた。

　リアスが高こう揚ようしているクロウを見ながら言う。

「大会中だけイッセーの役を担になってもらっているのだもの。さあ、クロウ。──約束を守るわ。ヴァーリを相手にしてちょうだい。不足かしら？」

　クロウがドラゴンの翼つばさを広げ、先端より飛び出していく。

　ヴァーリと睨にらみ合う格好となったクロウが心底うれしそうな笑みを浮うかべて言った。

「ふふふ、いや、これでいい。こういうことがしたいから、この大会とかいう戯ざれ事に参加したのだからな」

　ヴァーリもそれに応こたえるように全身よりオーラを迸ほとばしらせる。両者の間の空間が、互いの迫はく力りよくあるオーラによって、歪ゆがみを生じ始めていた。

　もう、この二人を止められない。二人は、このフィールドで全力を出し切る相手を見つけてしまったからだ。

　ドラゴンの決けつ闘とうは、すでに始まってしまっている──。

「プロモーションはした？」

　リアスが開始寸前のクロウに問う。

「いや、ありのままの俺で行く」

　このルールの場合、フィールドが端はし々ばしより崩くずれるため、相手の陣じん地ちに行ってからのプロモーションではなく、『王キング』の承しよう認にんによる所作で『兵士ポーン』のプロモーションが可能となっている。

　そのため、開始早々から『兵士ポーン』をプロモーションさせて前に出させる戦法がスタンダードであり、短期決戦のルールとも言われていた。

　あちらの『兵士ポーン』たる美猴はすでにプロモーションしているだろう。

　しかし、彼クロウはプロモーションを否定した。あまりに彼らしい。

　クロウにヴァーリを任せるとして、リアスは近くのビルの屋上に佇たたずむそれを見つけていた。

　こちらを睨む神かみ喰くい狼おおかみの姿があったからだ。

　どう見ても、あの魔ま獣じゆうのターゲットは自分だろう。

　去年──。ヴァーリチームと共に協力して、どうにかヴァーリたちが封ふう印いんという形で鎮しずめた伝説の魔物。

　元龍りゆう王おうのタンニーンも、イッセーも、ヴァーリも、この狼おおかみとはまともにやり合えなかった。力を封印されたとはいえ、普ふ通つうに戦えば苦戦は必至──。いや、勝てないだろう。

　だが、一人でやるつもりなど、毛頭ない。

　リアスが待機していたギャスパーに言う。

「……ギャスパー、私とあなたの相手はフェンリルよ。──いけるわね？」

「はい」

　あれだけ気弱だった吸きゆう血けつ鬼きの少年は──多くの仲間たちのおかげで強くなった。

　体も、心も──。

　ギャスパーの体を黒いオーラが覆おおい、体を作り替かえていく。

　バロールの力を持ったドラゴンに酷こく似じしている巨きよ大だいな生物となった。

《誰だれが相手であろうと、あなたのためなら倒たおすだけです。──天てん龍りゆうだろうと、神だろうと》

「それでこそ、グレモリーの男ね！」

　その場から飛び出したギャスパーに、リアスも追つい随ずいするようにフェンリルのほうに向かっていく！

　その横──高層ビルが立ち並ぶ区画の空中にて、ヴァーリとクロウの戦いが始まろうとしていた。

　クロウが、金色と暗黒が入り交じる絶大なオーラを体から発しながら、ヴァーリに言う。

「言葉は無粋だ。──おまえの本気を俺に見せてくれ、天龍よ。白はく龍りゆう皇こうよ。ヴァーリ・ルシファーよッッ！」

　クロウが仕し掛かけていく！　正面から迷いなく、最短の手段でクロウはヴァーリに突とつ貫かんしていった！　その右みぎ腕うでがドラゴンの巨きよ腕わんと化し、真っ直すぐにヴァーリへと打ち込まれていく！　その拳こぶしにはあり得ないほど濃密なオーラが込こめられている！

　ヴァーリは大きな回かい避ひ行動を見せることなく、僅わずかな動作でその一発を躱かわしてみせた。

　躱した先のビル群に、クロウの拳の余波によって、大穴が穿うがたれた。それはひとつのビルだけではなく、後方のビルを、さらに後方のビルも、幾いく重えものビルに大穴を開けていく！

　拳の一発で、これだけの威い力りよくを作り出すクロウの破は壊かい力は留とどまることはなく、空中で肉にく弾だん戦を繰くり広げ始めた！

　高速でクロウがヴァーリに拳を、蹴けりを、肘ひじを、膝ひざを、頭ず突つきすら打ち放っていく！

　目では捉とらえきれないほどの速度で打ち込まれる、尋じん常じようではない打だ撃げきの数々！　ただのパンチとキックだが、最上級悪あく魔まクラスだろうと──否いな、魔ま王おうクラスですら、まともに浴びればダメージを受けるだろう。

　一発打つほどに空中が大きく震ふるえ、大気がうねっていく！　躱された打撃の余波は、周囲のビルを、地上を、あらゆる建物を、容よう赦しやなく破壊していった！

　ヴァーリは攻こう撃げきをせず、ただただ避よけるだけだ。反撃ができないわけじゃない。あえて、回避だけをしている。

　クロウが避けるだけのヴァーリに笑った。

「俺の攻撃を躱すのが、それほど楽しいか！」

　ヴァーリが言う。

「最強とされる邪龍の攻撃だ。前菜としてまずは攻撃すべてを見てみたいと思った」

　クロウが一いつ旦たん後方に退き、戦意からか打ち震えていた。

「貴様のような白銀の麗うるわしいドラゴンと、俺のような死と戦いを司つかさどるなどと囃はやし立てられた邪龍の一戦……。実に誇ほこらしい状じよう況きようだ。邪龍冥みよう利りに尽つきるッ！」

　攻撃が再開されていく。

　今度はヴァーリも魔力砲ほう撃げきを放っていった。彼の得意な攻撃手段だ。絶大な魔力のこもった一撃を数え切れないほどの物量で放っていく。

　あれもまたクロウの打撃同様、まともに浴びれば生半可な相手では受けきれないものだ。

　しかし、それをクロウは拳で打ち落としていく！　拳で弾はじかれ、射線を変えられたオーラの砲撃は周囲の建物に突つき刺ささり、大崩ほう壊かいを起こしていった。

　クロウが腹部を大きく膨ふくらませた！　次の瞬しゆん間かん、この一帯の空一面を覆い尽くすほどの火か炎えんが吐はき出されていく！　高熱が距きよ離りを置くリアスのもとにも届くほどの熱量！

　ヴァーリが手を前に出して、力を込める！

『Compressionコンプレツシヨン Dividerデイバイダー!!!!』

　最上級死神グリム・リツパーのプルートすら圧縮させて消しよう滅めつさせたヴァーリの秘技のひとつだ。

　あれでクロウの火炎を消す気なのだろう。

　火炎は白龍皇の力にて、押さえつけられ、規模を徐じよ々じよに徐々に狭せばめていく──ものだと思っていた！

　バシュンッッ！　──と、空気を震わせる音が聞こえ、火炎が元の大きさを取り戻もどす！

　これにはヴァーリも、見ていたリアスも驚きよう愕がくしたっ！

　──クロウの火炎が、ヴァーリの技わざを超えていたッッ！

　圧縮できなかった極大の火炎が、ヴァーリを包み込んでいったッ！

　クロウはそれだけでは留まらず、火炎のなかに自ら飛び込み、高熱にやられているヴァーリを──その場で肉弾戦にて、打ち続け始めたっ！

　火炎のなかで拳と蹴りを乱打されているのだ、ヴァーリもたまったものではないだろう。

「ハッ！」

　全身から発する白銀のオーラで、ヴァーリはクロウの火炎を吹ふき飛ばす！　しかし、クロウは構わずに拳をヴァーリに打ち込み続けた。

　ヴァーリの白銀の鎧よろいは熱で溶とけ始めており、拳の乱打で壊こわれてきていた。

　真っ正面からの攻撃はクロウに分があると踏ふんだヴァーリは、超ちよう超ちよう至近距離より顔面に魔力を撃うち込んで、隙すきを見て距離を取ろうとした。

　──が、飛び退のこうとしたヴァーリの腕を、クロウがつかむッ！

　クロウは正面から顔面に撃うたれた魔力にダメージを受けながらも一いつ切さいたじろぐことなく、ヴァーリの退たい避ひを許さなかった。

　砕くだけたマスクから見えるヴァーリの表情は、顔面への魔力の一撃にまったく退かないクロウの姿に驚愕するものだった。

　クロウは逆に狂きよう喜きの笑えみを浮かべているだけだ。

　つかんだヴァーリにクロウは、ドラゴンのものに変化させた巨腕を鋭するどく打ち込んでいく！

　避ける術がないヴァーリはまともにそれを食らい、正面のビルに吹っ飛んでいった！

　ビルにいくつも穴を開けながら、飛ばされていくヴァーリの姿にリアスも息を吞のんだ。

　──最強の白龍皇を、一方的に物理攻撃のみで倒そうというのかッ!?

　だが、そのヴァーリもやられっぱなしでもない。

　すぐに崩壊したビルから飛び出してきて、クロウの眼前に舞まい戻ってくる。

　しかし、その姿は──ボロボロだった。肩かたで息をするヴァーリを、観客も初めて見るのではないだろうか。

《……強い！　強すぎます、ミスター・ブラック！　否、クロウ・クルワッハ選手ッッ！　伝説の邪龍が、歴代最強と称しようされるヴァーリ選手を追い詰つめていく！　しかも、ただの肉弾戦と、オーラ攻撃、そして炎ほのおというドラゴンの標準的な能力でッッ！》

　実じつ況きようが叫さけぶ通り、クロウはドラゴンにとって、標準的な攻撃方法を好む。

　殴なぐることと、オーラを放つこと、火炎を吐くこと。これだけを追い求めてきたという。その結果が、これだ。

　天龍を、歴代最強の白龍皇を、魔王ルシファーの子孫を、圧あつ倒とうしていた。

　ヴァーリは白銀の鎧では、勝てないことをこれで悟さとっただろう。そう、それではクロウに手も足も出ないのである。

　──邪龍クロウ・クルワッハは、半はん端ぱな神クラスでも勝てないほどのドラゴンなのだから。

　額から血を流しながらも、ヴァーリは不敵に笑った。心底、楽しんでいる証しよう拠こだ。

　彼もまた狂喜の笑みを浮かべている。

　打ち震えるようにヴァーリは言った。

「おまえもアジ・ダハーカも、気高いドラゴンだとわかっている。戦えることを誇りに感じるよ」

　ヴァーリが鎧の修復を済ませたあとで、静せい寂じやくなオーラをたゆたえた。

　そして、力ある呪じゆ文もんを唱えはじめていく！

「我に宿りし無む垢くなる白龍よ、覇はの理ことわりをも降くだせ──」

　白銀の鎧に漆しつ黒こくの様相が加わりだした。

『我が宿りし白銀の明みよう星じようよ、黎れい明めいの王位に至れ──』

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

『──玄げん玄げんたる悪魔の父よ』

　ヴァーリの背中に十二枚の漆黒の翼つばさが生える。鎧の至るところが鋭えい角かくとなって、有機的な形状となっていった。

　ヴァーリとアルビオンの声が重なる。

「『──窮きゆう極きよくを超ちよう克こくする我らが誡いましめを受け入れよ』」

　すべての宝玉にルシファーを表す紋もん様ようが表示されて、一層激しく輝かがやいていくっ！




「『『──汝なんじ、玲れい瓏ろうのごとく我らが燿かがやきにて跪き拝はいせよッッ！』』」




『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLuciferルシフアー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』』』

　けたたましい音声が宝玉から発生する。

　豪ごう然ぜんたる音声もまた鳴り響ひびいたっ！

『『『Dragonドラゴン Luciferルシフアー Driveドライブ!!!!!!!!!!』』』

　そこにあったのは、背に十二翼よくのルシファーの翼を生やし、白銀と漆黒を基調とした鎧をまとった美しい新白龍皇だった──。

　有機的な様相も鎧に加えられて、流りゆう麗れいな姿形となっていた。

　……近くにいて、リアスはあらためて痛感する。

　おそろしいまでのオーラの質──。もはや、超ちよう越えつ者と言っても過言ではないほどの質量をまとっている。白銀の状態から、オーラの量と質が跳はね上がっている。

　ルシファーの燿かがやきを放つヴァーリは、神速でその場から消え去った。もう、目では追い切れなく、気配でも察しきれないほどの超ちよう常じよう的な速さ！

　だが、クロウは臆おくすることなく、拳こぶしを横に自然に突きだした。

　パンッ！　乾かわいた音と共に拳が、ヴァーリに当たったッ！

　クロウは目で追っておらず、気配を察知して動いたようにも思えなかった。

　ヴァーリが一いつ瞬しゆんよろめくが、すぐに気を取り直して、神速での動きを再開し、見えない速度からのルシファーの燿を放つ！

　クロウはその場で動きもせずに燿を正面からまともに浴びながらも、爆ばく発はつを受け、鮮せん血けつを辺りにまき散らしながらも、拳を頭上高く打ち放つ！

　バンッッ！　──クロウのパンチが頭上に飛来していたヴァーリの腹部を鎧ごと打ち砕いたッ！

「ごふっ！」

　ヴァーリがマスクより血を吐き出した。

　すぐに対応して距離を取るが、クロウは構わずに距離を詰めて拳を放っていく！

　クロウがヴァーリに拳の乱打を打ち込みながら、言った。

「速いな。オーラの質も変わった。直撃を浴び続ければ俺も危ないだろう」

　オーラのこもった腕うででガードしながら、ヴァーリが訊きく。

「……俺に攻こう撃げきを当てられるとはな。見えているのか？」

「いや、見えん。オーラも躱かわしきれない」

「では、なぜ俺に当てられる？」

　クロウは当然のごとく言った。

「勘かんだ」

　──っ！　あまりにあまりな答えだが、このドラゴンが言うのではあれば真実であり、そうなのだろうと納なつ得とくするしかない。

　彼は──いままでの数え切れないほどの戦せん闘とうの数々で培つちかった勘、生来持っている野性的な勘、それらを合わせてヴァーリの攻撃を読み切っているのである。

　戦いくさを司るドラゴンとはよく言ったものである。彼はあまりにもそれを体現している。

　戦いにのみ特化しすぎたドラゴン──。

　それが究極の邪じや龍りゆう、クロウ・クルワッハであった──。

　魔ま王おう化の鎧すら砕かれて、一いつ旦たん距離を取ったヴァーリが相棒に訊く。

「アルビオン、おまえの目測でもいい。奴やつと俺の差はどのように判断する？」

『技と術、速度ではヴァーリのほうが上だろう。だが、攻撃と防ぼう御ぎよはあちらのほうに分がある。単純な破は壊かい力では、クロウ・クルワッハのほうが上だ』

「だろうな。奴の一発は兵藤一誠の龍りゆう神じん化かの攻撃すら上回る」

『ああ、この邪龍は……完全に生前の私とドライグよりも強い』

「近距離戦とオーラと炎で、か。それだけで俺と戦えるか」

『そうだ、拳とオーラと炎というドラゴンの通常攻撃のみでおまえを圧倒してきている』

「……ハハッ！　たまらない状じよう況きようだな……ッッ！」

　戦意に満ちた狂喜の笑いを発するヴァーリ。

　ヴァーリはこれで確実に認にん識しきしたはずだ。今日、目の前に自分を倒たおしきれる相手が現れた。いままでの試合のように絶対に訪おとずれる勝利はない。

　クロウが、再び腹部を膨ふくらませて、極大の火か炎えんを吐はき出したッッ！　先ほどよりも熱量が上がっている！

　ヴァーリが十二の翼を羽ばたかせて飛び出していく！　羽ばたくだけで周囲のビルが大きく破壊されていった。

　手を前に突つきだしてオーラを込こめる！

『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLル!!!!!!!!!!!!!!!!!!』』』

　エラー音のようなものがヴァーリの宝玉から発せられた。

『『『Satanサタン Compressionコンプレツシヨン Dividerデイバイダー!!!!!!』』』

　白銀と漆黒が混じった絶対の燿のオーラが、クロウの吐き出した火炎を瞬しゆん時じに圧縮し、さらに圧縮を重ねて、この一帯から消しよう滅めつさせてしまう。

　白銀では無理だったものが、魔王化では可能となったのだ。

　同時にヴァーリは十二翼からイッセーの持つ、飛ワイ龍バーンのようなものを生み出して、クロウに向けて放っていく！

　クロウはそれらを拳で容よう赦しやなく破壊するが、その一体が力を使った。

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

　ヴァーリの使う圧縮領域をあの小さな飛龍も使えるようだ。

　これでクロウが一瞬でも動きが制限されれば──。

　だが、クロウは構わずその領域内でも変わらぬ動きでヴァーリとの距きよ離りを詰めようとしていく。複数の飛龍がさらに飛来していき、

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

　圧縮領域を重ねに重ねていく。これにはついにクロウの体が、動きが重くなっていくが……歯を食いしばりながらも動くのを止めない！

　飛龍が、空中を移動するクロウに追つい随ずいして能力を使い続けていくが、邪龍は食いしばった口元から血を流しながらも──拳を打ち出して、一体、また一体と飛龍を破壊していった！　なんたる執しゆう念ねん！　なんたる地力！

　これにはヴァーリも「動くのかッッ！」と驚きよう愕がくの声を出していた。

　構わずにヴァーリは手元より魔なる絶対なるオーラを放っていくが、クロウは避よけずに正面から高速で飛んでいくッ！

　突とつ貫かんするクロウがルシファーの燿を受けて、空中で大爆ばく発はつを起こす。

　爆ばく煙えんのなかからクロウが飛び出して、ヴァーリに真っ直すぐに拳を打ち放った！　追撃とばかりに近距離より火炎の弾たまを吐いていく！

　ここまでしても彼はただただ近距離戦と、炎の攻撃だった。

　拳で兜かぶとを破壊され、火炎で右側の六枚の翼をごっそり持っていかれるヴァーリ。

　ヴァーリは臆さずにクロウの腹部に直接魔の燿を放った！　盛せい大だいな爆発が巻き起こり、ヴァーリはそこから飛び出して距離を置いた。

　爆発が止やむと、全身より血を垂れ流すクロウの姿。

　──が、彼の戦意は一いつ切さい薄うすれていない。むしろ、ドンドン上がっていっている。

　まるで薄れないオーラを視認して、ヴァーリは笑うしかなかった。

「邪龍クロウ・クルワッハ、俺はあなたと戦えることを龍神に感謝したい。──我が名は、明星の白はく龍りゆう皇こう、ヴァーリ・ルシファー。試合がどうなるかわからないが、終わるそのときまであなたと死し闘とうをすることを誓ちかう」

　ドラゴンの宣戦布告だった──。

　クロウも名乗る。

「我が名は、三クレツ日セン月ト・サの暗ークル・黒龍ドラゴンクロウ・クルワッハ。明星の白龍皇ヴァーリ・ルシファーの宣言を受け取る。──ドラゴンの決けつ闘とうに理由など問題ではないのだ。誇ほこりと拳と戦う意思さえあれば良い。それでいい。それで俺は戦える」

　そう、ドラゴンおとこたちに理由など求めてはいけないのだろう。女のリアスには理解できない領域だが、強い男が強い男と出会ってしまえば、戦うしかないのだけはわかっている。

　──戦士おとこは強い戦士おとこに惚ほれてしまう生き物なのだ。

　ヴァーリとクロウの戦いの様子を探さぐりながらも、リアスとギャスパーはフェンリルとの戦いを続けていく。

　リアスが滅ほろびの魔力を撃うち、ギャスパーが闇やみの獣けものを付き従えて放っていくが、フェンリルは高速でビルの間を動き回り、壁かべを蹴けって飛び出せば、たどり着いた先の正面のビルの壁をまた蹴って、二人の攻撃を避けていった。

　リアスとギャスパーの攻撃が空を切り、ビルに突き刺ささって崩ほう壊かいを生んでいく。

　フェンリルは、神速でギャスパーに突貫していく。一本の閃せん光こうの矢と化して、ギャスパーの右みぎ腕うでをちぎっていった。

　すぐに腕を再生させるギャスパーだったが、あまりに素す早ばやいフェンリルの動きに翻ほん弄ろうされていた。

　しかも相手の爪つめと牙きばは、神殺しと言われているほどに特とく殊しゆなものだ。当たれば致ち命めい傷しようは免まぬかれない。リアスへの直撃は、ギャスパーが闇の獣を放って壁にしてくれるため、なんとか凌しのいでいたが、一発でも当たれば危険水域に入るだろう。

　フェンリルが、一いつ旦たん動きを止めて、とあるビルの屋上に降り立って、突とつ然ぜん遠とお吠ぼえをし始めた。

　オオオオオオォォォォォオォォォォオオン……ッッ。

　透すき通るほどに見事な遠吠えがビル群に響ひびき渡わたる。

　刹せつ那な、神かみ喰くい狼おおかみが灰色のオーラに包まれて、その姿を作り替かえていく──。

　オーラが止んだとき、そこにあったのは十メートルほどの大たい狼ろうであった。

　フェンリルが、力を解放したのだ！　いまのいままで、どのような試合でもこの形態を見せていなかった！

　ヴァーリたちが本来の姿に戻もどれるようにしていたとは……。フェンリルのほうも、この姿になっても戦いを継けい続ぞくする意思を見せている。ロキの呪じゆ縛ばくからは完全に解けており、ヴァーリたちの支配下にいるままだった。

　いや、もうフェンリルは自分の意思で、彼らを仲間だと認識して動いているのだろう。

　この状態のフェンリルは不ま味ずい。ヴァーリがこの狼を『女王クイーン』に置いたのは、それだけの魔物だということだからだ。

　彼が、当時、唯ゆい一いつ敵かなわなかった伝説の魔物──。

　その牙と爪は神を絶対に滅ぼすとされる。ヴァーリが手に入れた対神クラス用の必殺要員だった。

　しかし、滅びを司つかさどるのはこの狼だけではない。

　リアスはギャスパーに言う。

「──ギャスパー、例のやるわよ」

《了りよう解かい》

　リアスの横にギャスパーが並ぶ。

　リアスとギャスパーが力のある呪じゆ文もんを唱え出す。

「闇よ、常とこ闇やみよ、この滅びの悪あく魔まに応こたえたまえ」

《滅びの姫ひめよ、消滅の象しよう徴ちようよ、この魔ま神じんの闇を使いたまえ》

　ギャスパーが影かげに溶とけ込み、その影がリアスの足あし下もとの影と重なった。

　影がうごめきだし、リアスの足に張り付き、それは徐じよ々じよに徐々に体全域に伝わっていく。

「我が邪じや眼がんよ、邪じや視しの弟よ、この滅めつ殺さつの我が身に集つどえ」

《我が主あるじよ、滅びの姉君よ、この禁じられた夜と真の闇を纏まといたまえ》

　リアスの体が闇に覆おおわれて、新たな形態を作り出していく。

　そこにあったのは、人型をした漆しつ黒こくの獣──。

　そして、リアスとギャスパーは、滅びの姉と常闇の弟は、最後の一節を同時に唱える。

「《眼前の敵に、絶対なる滅びを与あたえんがためにッッ！》」

　周囲が、暗黒に包まれた。風景が、漆黒となった。

　その中心に浮うかぶのは、滅びの深しん紅くのオーラをまとう、人型サイズの闇の悪魔──。

　闇の獣と化したリアスが言う。

『イメージはサイラオーグだった。彼のように眷けん属ぞくの獅し子し──神滅具ロンギヌスを鎧よろいとして、身にまとうこと。次にイッセーとの合体技わざで彼の飛龍を鎧と化して着たこと。そのふたつの要素から、この姿に行き着いた』

　闇の獣と化したリアスの額に第三の深紅の瞳ひとみが開いた。

『──禁夜とフオービトウン真闇の・インヴエイド・滅殺バロール・ザ・獣姫プリンセス、と言ったところかしらね』

　この大会を勝ち進むのならば、いずれ二に天てん龍りゆうや神々と戦うことになるとリアスは当然の結果に行きつく。

　それならば、それらを迎むかえ撃つだけの力が自分にも必要になる。

　──交こう渉しようだけが上手の上級悪魔になりたくない。

　自分が持っているすべてを以もつて戦い切る！

　それがリアス・グレモリーが至った大会への答えだった。

　本来の姿に戻ったフェンリルが、体勢を低くして身構える。

　神を喰くらう狼が、最大限の警けい戒かい態勢になった。リアスとギャスパーのこの形態がどれだけ危険か本能で理解したのだろう。

　フェンリルが高速で飛び出していく！　リアスが──額の目を輝かがやかせて、フェンリルの動きを停止させた！　しかし、フェンリルはすぐにそれを体から発するオーラで解き、動きを再開させるが、リアスは足下の影に身を沈しずめてその場から消えた。

　次に現れたのはフェンリルが、着地したビルの屋上付近の物もの陰かげからだった。リアスが滅びの魔力を──あり得ないほどの質量で打ち放った。その魔力には闇の力も加味してあり、ビルを屋上から建物全域に至るまで破は壊かいさせながら、フェンリルに迫せまる。

　フェンリルが崩くずれ去る前の足場から飛び出していくが、飛び出す瞬しゆん間かんを停止の力で止めてしまう。打ち放った魔力も停止させ、それの軌き道どうを変えて止まるフェンリルのほうに強引に豪ごう快かいに向かわせた。

　フェンリルはもう一度停止状態をオーラでごり押し気味に解き、身をよじってリアスの魔力を回かい避ひした。

　避けた先の一帯、広こう範はん囲いがごっそりと消滅する。半径数百メートルの規模で物質が、丸ごと消えていったのだ。これをまともに浴びればフェンリルも無事では済まないことを、とうの狼自体も理解できただろう。

　リアスは自分の攻こう撃げきすらも停止させて、操作するのである。ゆえにリアスの滅びの魔力は避けられても当たるまで強引に攻撃を継続できてしまう。

　兄サーゼクスとは違ちがう、滅びの化身がそこにあった──。この形態のリアスは魔ま王おうクラスを超こえる。

　まだ実験段階で、詰つめなければならない部分もあるが……そんなことを言ってはいられない。本気のなかの本気を出さなければいけないのだから。

　──愛いとしいイッセー。私は大会であなたと戦うと決めたときから、あなたを倒たおすことを念頭に置いた。でも、それは決意の半分。

　──あとの半分は強くなるあなたの隣となりに立ち、共に戦える力が欲ほしかった。もう、足手まといだと思われたくないから──。

　ヴァーリとクロウ、リアス＆ギャスパーと真フェンリルの戦いは激化の一いつ途とをたどることになる──。




　　　　─○●○─




　フィールドの西側──。

　そこにあるのは、繁はん華か街がいだった。大通りを進むのは塔とう城じよう小猫だ。

　スクランブル交差点の前にたどり着いた小猫──白しろ音ねは、姉に想おもいを馳はせていた。

　物心ついたときから、傍そばにいたのは姉の黒歌だった。

　楽しいとき、悲しいとき、どんなときも傍かたわらに姉がいてくれた。

　両親のことはよくわからないが、白音にとって、黒歌が姉であり、親代わりであった。

　わがままでイタズラ好きで無茶なことばかりする姉だったが、雨の日も雪の日も、どんなときでも、傍にいて自分を包み込んで、温かくしてくれた。

　交差点の先に黒歌が現れる。

「来たわね、白音」

　最愛の姉は、猫ねこ又またの怖こわい部分も突つきつけてくれた。

　あのとき、ナベリウス分家の屋や敷しきで、力を解放して、姉の元マスターが惨ざん殺さつされた事件を白音はいまだに恐おそれていた。

　和解してもなお、あの血まみれの姉の姿が怖くて怖くて……。そのあとに大人たちに詰め寄られて、怖い思いをした記き憶おくも、忘れることなんてできない。

　……もう、本当は、幸せで、あんな恐きよう怖ふが訪おとずれることなんて無いと、頭でわかっていても、どうしても……。

　弱すぎた自分に、あのとき、もっと力があれば姉を助けて……姉があんな凶きよう事じに至ることもなかったのでは──。

　でも、それがあったからこそ、いまの自分がいて、リアス・グレモリーと出会い、姫島朱乃と出会い、木場祐斗と出会い、皆みんなと出会い、兵藤一誠とも会えた──。

　いまが幸せな分、過去の事件が強いわだかまりとして、残る。残ってしまっている。

　黒歌が言う。

「あのときのこと、ぬぐい去れないでしょうね。でも、ぶつけたいのよね？」

　姉の問いかけに妹は静かにうなずいた。

「……弱いままだった自分を、超えます。超えさせてください」

　構える白音──塔城小猫に黒歌は微笑ほほえんだ。

「強くて弱い、弱くて強い……しょうがない子ね。いいわ、お姉ちゃんが胸を貸してあげるにゃん」

　姉し妹まいでしか拭ぬぐえない戦いもまた始まりを告げた──。







　　　Fist and Fangs.







　試合が過熱一方のなかで、会場の警護に回ったボーヴァ・タンニーンと百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう。

　彼らは会場近くの公園に足を運んでいた。

　黄龍が地を通して、不ふ穏おんな気配を感じ取ったからだ。

　公園の林の一角にローブを着込んだ怪あやしい者たちを発見する。

　──数体の死神グリム・リツパーたちだった。

　ボーヴァは巨きよ体たいに戻り、正面から死神グリム・リツパーに問う。

「冥めい府ふの死神グリム・リツパーとお見受けする。ここに如い何かなるご用がおありか？　主あるじと貴公らの名を名乗られよ」

　死神グリム・リツパーたちは鎌かまも出さず冷静にしていた。

　死神グリム・リツパーたちが話し合う。

《このドラゴンはここ半年以内に彼奴きやつらのもとに降くだったという一いつ匹ぴきだ》

《ああ、下げ賤せんな赤せき龍りゆう帝ていのもとにいるドラゴンか》

　──下賤な赤龍帝。

『赤龍帝の牙きば』を望むボーヴァにとって、聞き流せぬ誹ひ謗ぼうであった。

　死神グリム・リツパーたちは一応のあいさつとばかりに紹しよう介かいをし始める。

《我々は、冥府を司りしハーデスさまの忠臣たるタナ──》

　しかし、ボーヴァにとってはそれはもう意味をなさない。

　体から絶大な怒いかりのオーラを放ちながら言った。

「もう名乗らなくていい。貴様らは灰かい燼じんに帰きすべきものだと認にん識しきする」

　兵ひよう藤どう一いつ誠せいを愚ぐ弄ろうした。もはや、この者たちは滅ほろぶ以外ないのだとボーヴァは決めていた。

「まあ、落ち着けよ。ボの字。所属とここに来た目的とか訊きいておいたほうがいい」

　そう言いながら黄龍が、戦友を落ち着かせる。

「ここに来た理由はあそこで戦う猫ねこ又またの二人が目的ですかね？」

　黄龍が、スタジアムを指しながら訊く。

　死神グリム・リツパーたちは双そう眸ぼうを怪しく輝かせるだけで、言葉を発しなかった。ただ、戦意と敵意が高まるのは察知できた。

　黄龍が後頭部をさすりながら息を吐はく。

「あー、やっぱり、目標は塔とう城じようとそのお姉さんか」

　死神グリム・リツパーの一体が言った。

《ゆえにここを通すのなら、命までは取らぬよ》

　応じると思ったのだろう。こちらが悪あく魔まや天使ではなく、人間であるため、油断と自信もあったのだろう。

　黄龍は首を傾かしげた。

「？　何言ってんだ。兵藤先せん輩ぱいの悪口言った奴やつらを見み逃のがすわけないだろ？」

　落ち着いているが、黄龍もまたボーヴァ同様に最初から戦いを回避するつもりはなかったのだ。

「それに塔城は同級生なんでね」

　同級生の危機を放ほうっておくのは、黄龍の流りゆう儀ぎに反するのである。

　黄龍とボーヴァは並び立ち、オーラを解き放った。

「「──ここで滅べ、死神グリム・リツパーめ」」

　こうして、各地にて、死神グリム・リツパーたちと警護に回った「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームと「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの戦いが始まる。







　　　Absolute Demise.　氷こおり姫ひめ







　会場の近場にある開発区画──。

　まだ商店街が建築中であり、試合中のため、一時工事が止まっていた。

　そこにレイヴェル・フェニックスの作戦で「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームから、ゼノヴィア・クァルタ、紫し藤どうイリナ、アーシア・アルジェント、エルメンヒルデ・カルンスタインとシトリーチームのベンニーアが待機し、「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームからもエージェントが複数置かれた。

　彼らを囲むように死神グリム・リツパーの集団が出現する。その数は百を余よ裕ゆうで超えていた。

　死神グリム・リツパーのリーダー格らしき者が一歩前に出た。

《──兵ひよう藤どう一いつ誠せい眷けん属ぞくと……氷姫一行とお見受けする》

　これに「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの皆みな川がわ夏なつ梅めが抗こう議ぎする。

「私、一行でくくられてる!?　ったく、一行ってくくりにするなっ！」

　紫藤イリナも呼応していた。

「私、眷属じゃないから、一行のくくりに入るのかしら!?」

　二人の反応が似ているため、「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの鮫さめ島じま綱こう生きは嘆たん息そくしていた。

「……マジで似た反応しやがるんだな」

「イリナが二人もいると思うと、なかなかに面おも白しろいな」

　ゼノヴィアは二人の反応を面白がっていたが。

　対たい峙じする格好となったとき、この一帯に冷気が漂ただよい出した。建築中の建物が、徐じよ々じよに凍こおっていく。道も端はし々ばしから凍っていった。

　冷気の中心に視線を送れば、白いローブを着た美しい女性──ラヴィニア・レーニが、自身の隣に氷の異形を出現させていた。

　六つの目、四本の腕うで、三メートルはあるかという氷の姫ひめ君ぎみ──。

　それがラヴィニアの神滅具ロンギヌス──「永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ」だった。独立具現型であるため、所有者の近くに力が姿をもって顕けん現げんするのである。

　皆川夏梅が静かに言う。

「今日の姫君はうれしさ半分、激おこ半分だから、死神グリム・リツパーさんたちも凍っちゃうわよ？」

　ラヴィニアが白い息を吐きながら言う。

「ヴァーくんの試合を生で見られないのです。私の楽しみのひとつを邪じや魔まするヒトは、容よう赦しやしないのです」

　刹せつ那な、ラヴィニアから青白いオーラと、魔ま法ほう力が解き放たれる。

　次の瞬しゆん間かんには、死神グリム・リツパーの半数が一瞬で凍り付いてしまう。すでに周囲は氷の世界と化しており、建物も、道も、仲間以外のすべてが凍り付いていた。

　一帯を囲むように厚い氷の壁かべが生み出されて、この場にいる死神グリム・リツパーのすべてを覆おおいこんでしまったのだった。

　皆川夏梅が肩かたに止まっていた鷹たかを異形の魔物に変え、鮫島綱生も白い猫ねこを、雷かみなりを纏まとう巨きよ大だいな怪かい物ぶつに変化させた。

　聖せい剣けんを構えるゼノヴィアとイリナが不敵に笑う。

「これで死神グリム・リツパーは逃にげられないわけか」

「周囲に被ひ害がいも広がらないし、あとは一いつ掃そうするだけだからわかりやすいわね！」

　切り込んでいく剣士二人。

「[image: ]誠の赤龍帝」チームと「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの共きよう闘とうによる掃そう討とう戦が始まった──。







　　　Slash.2　刃狗スラツシユ・ドツグ／堕だ天てんの狗いぬ神がみ







　会場に併へい設せつされた大型駐ちゆう車しや場──。

　試合中のため、人ひと気けのないそこで一層不気味なオーラを発する死神グリム・リツパーが降り立った。

　大型車の陰かげから、幾いく瀬せ鳶とび雄おが、黒い狗の刃ジンと共に姿を現す。

　力ある死神グリム・リツパーが言葉を発する。

《──狗か》

「ああ、狗だよ」

　鳶雄は、すぐにその死神グリム・リツパーが、タナトスが使し役えきする幹部クラスの死神グリム・リツパーだと理解した。全身を覆うオーラの質が明らかに通常の死神グリム・リツパーと一線を画していたからだ。

　死神グリム・リツパーが、自身の影かげより大おお鎌がまを取り出しながら言った。

《主あるじであったアザゼルが去った今、貴様が奴らに義理立てする必要性はないのではないか？》

「一度でも共に戦った仲だ。そちらと戦う理由としては十分じゃないか？」

　鳶雄も自身の影より大鎌を出現させた。くしくも彼の得え物ものも鎌であった。

《神が相手でもか？》

　死神グリム・リツパーの問いに彼は肩をすくめる。

「たまには神を斬きることもあるさ」

　鎌を器用に回しながら、鳶雄は言う。

「それにヴァーリが楽しそうに戦っているんだ、邪魔させるわけにもいかない」

《忌いま々いましいルシファーの血を引くあの白はく龍りゆう皇こうの縁えん者じやとでも言うつもりか。酔すい狂きようにも程ほどがあるな。呪のろわれた血だ。いずれ、そちらの首を絞しめるかもしれないのだぞ》

　確かに。あの少年は何度もオイタをしてくれた。そのたびにアザゼルに小言を言われたことを思い出す。

「悪戯いたずらばかりするやんちゃ坊ぼう主ずだからね。ただ……」

　鳶雄の周囲の影がざわつきだした。しだいにその影から歪いびつな形の刃やいばが生えてくる。いつしか、一帯は無数の刃が生える世界と化していた。

「──勝手にヴァーリを騙かたるなよ、死神グリム・リツパーさん」

　大鎌を構える死神グリム・リツパー。莫ばく大だいなオーラが身に宿っていた。

《その魂たましい、刈かり取ってくれようか》

「逆に問おうか。──自分の魂が刈り取られる可能性を考えたことはあるか？」

　互たがいに武器を構えて、静せい寂じやくが少しの間だけ訪おとずれる。

　刹那──その場から両者と一いつ匹ぴきの狗が消え失うせ、駐車場にぶつかり合う金属音だけが幾いく重えにも響ひびき渡わたる。

　漆しつ黒こくの像を残しながら、鳶雄が大鎌をくるくると器用に回しつつ、あらゆる角度から死神グリム・リツパーに鎌を振ふっていく。

　死神グリム・リツパーがオーラで鳶雄を飛ばそうとするが、まるで当たる気配はなく、駐車してある後方の車が破は壊かいされるだけであった。

　その死神グリム・リツパーも高速での攻こう撃げきが得意なのか、徐々に鳶雄の動きに対応してくる。とはいえ、死神グリム・リツパーは鳶雄と同時に黒い狗の刃も相手にしなければならない。

　禍まが々まがしい剣を口にくわえた刃が、鳶雄との見事な連れん携けいで、彼の攻撃をフォローする形で攻撃を繰くり出してくる。

　鳶雄の攻撃を躱かわすと、すぐさま刃の斬ざん撃げきが飛んでくるという形だ。

　一いつ切さい、互いにぶつかる気配なく、息が合うコンビ──否いな、二体で一体かのようにふたつの攻撃はひとつに合わさる動きだった。

　死神グリム・リツパーがどうにか鳶雄に鎌を斬り込むことができたが、斬ったはずの鳶雄は闇やみに溶とけるだけだった。

　分身か。それとも、鳶雄自身が闇そのものなのか──。死神グリム・リツパーも判断に困っていることだろう。

《人の動きではないな。それほどまでに神器セイクリツド・ギアへ潜もぐり込んだか》

　死神グリム・リツパーがそう断じていた。

　襲おそい来る黒い狗の刃に死神グリム・リツパーは鎌を振るうが、刃は目では捉とらえきれない速度でかいくぐり、死神グリム・リツパーに剣を放った。死神グリム・リツパーも後方に飛び退のいてやり過ごすが──完全に回かい避ひできなかったようで、ローブが斬られていた。

　鳶雄は、長引かせても埒らちがあかないと判断し、一気に勝負を決めるために呪じゆ文もんを口にしていく──。

　──そう、闇の狩しゆ猟りようが始まるのである。

　幾瀬鳶雄の周囲に影が、黒い霧きりが、暗黒が、あらゆる闇が集まっていき、自身と傍かたわらの刃からも発生していく。

　静かに、深く、呪じゆ詛そに等しい呪文が紡つむぎ出される。

《──人を斬れば千まで啼なこう》

　鳶雄と黒狗を漆黒のもやが覆い、それは一帯に広がり、この領域を闇で埋うめ尽つくさんばかりだった。

《──化け生しよう斬るなら万まで謳うたおう》

　彼の四し肢しに暗黒のもやがかかり、異形に転じていく。

《──暗き闇に沈しずむ名は、極夜を移す擬まがいの神なり》

　鳶雄の肉体に闇が張り付いて、同化していく──。

《──汝なんじらよ、我が黒き刃で眠ねむれ》

　これは、人の形をしながらも人とは違ちがうモノになっていく儀ぎ式しきだ。

《──愚おろかなものなり、異形の創造主かみよ》

　幾瀬鳶雄が最後の一節を口にしたとき、黒き狗、刃が透すき通るほどの遠とお吠ぼえをしていく──。

　オオオオオオオォォォォオオオオオオオオオオオン……。

　死の神の前に出現したのは、闇の衣ころもをまとった人の形をした擬いものの刃の神──。

　顎より暗黒を吐はく大型の《狗》を従えた狩かりゆう人ど──。

　──禁手バランス・ブレイカー、夜天ナイト・光のセレステイアル乱刃・スラツシユ狗神・ドツグズ。

　死神グリム・リツパーが感かん嘆たんの息を漏もらした。

《なるほど……逸いつ脱だつした神滅具ロンギヌス所有者の一人だと認にん識しきされるわけだ》

『いや、今世の神滅具ロンギヌス所有者の大半は逸脱している者たちばかりだと思うけどな』

　言うなり、鳶雄の姿が消えた。

　死神グリム・リツパーが気配を察し、大鎌を背後に振るうが──そこには闇の残ざん滓ししかなかった。

『遅おそいな』

　両手に大鎌を装備していた刃狗スラツシユ・ドツグ──鳶雄が十字に斬撃を繰り出した。

　死神グリム・リツパーはそれを避よけるが──それだけではダメだ。

　ズバッ！　──と、自身のなかの魂が切り刻まれた感かん触しよくを死神グリム・リツパーは覚えただろう。

　刃狗スラツシユ・ドツグの大鎌が放つオーラは、死神グリム・リツパーの内部を切り刻んでいたのである。

　そこに追撃とばかりに背後から刃が剣けんを振るい、死神グリム・リツパーの体を貫つらぬいた。刃の持つ剣には、禁じられた紋もん様よう、呪文が刻まれており、それが死神グリム・リツパーの体に伝わって、内部から破壊し尽くしていく。

　動きを止めた死神グリム・リツパーに鳶雄が、二本の大鎌を一本の超ちよう巨きよ大だいな鎌に変化させて、一気に振り上げた。

《…………ッッ！　死の神を……斬るというのか……ッッ！》

『神すら斬る刃と称しようされている以上は斬るさ。──何であろうと、例外なくな』

　鳶雄が鎌を縦に振り下ろし、刃が剣で横よこ薙なぎに切り払はらっていく。

　死神グリム・リツパーは十文字に斬られていった──。

《狗めが……ッッ！》

『ああ、狗だよ。ただし、牙きばの代わりにすべてを切り裂さくのは──』

　死神グリム・リツパーが消しよう滅めつしていくなかで、鳶雄は、刃狗スラツシユ・ドツグは、分身である刃と並んで立つ。

『この《刃》だ』

　それが、魂を刈る死神グリム・リツパーが、魂を刈られた瞬しゆん間かんだった──。

　タナトスの幹部を務めていたであろう死神グリム・リツパーを斬った鳶雄は、会場の上空に強大な波動を感じ取った。

　おそらく、タナトス自身が襲しゆう来らいしたのだろう。

　──が、作戦では、その場合も想定してある。レイヴェル・フェニックスは、神が襲しゆう撃げきする状じよう況きようを打開する術を持っていた。

　というよりも、参考にしたのである。かの悪神ロキ戦を──。

　ロキは再び二に天てん龍りゆうの前に姿を現したとき、何をされたか？

　答えはいまそこに展開される。遠目に極大のオーラを放ちながら、会場の上空に出現するタナトスの姿が視認できた。

　だが、次の瞬間、会場上空に大型の転移型魔ま方ほう陣じんが展開したのである。

　それにタナトスは包まれていった──。

『さあ、あとは頼たのむよ。赤せき龍りゆう帝てい』

　最上級死神グリム・リツパーの相手は、龍りゆう神じんの加護を受けた少年に委ゆだねられた──。

　鳶雄のもとに、不穏なオーラを放ちながら死神グリム・リツパーの集団が姿を現す。優に百を超すだろう。

　刃狗スラツシユ・ドツグと死神グリム・リツパーの集団の戦いはまだ続いていく──。







　　　Life.5　死神さまと兵ひよう藤どう家の乳ちち技わざ







　俺──兵藤一いつ誠せいは、ロスヴァイセさんとビナー氏が張る結界のなかで、それが到とう着ちやくするのを待っていた。

　俺たちがいるのは、「ファーブニル・スタジアム」から大分離はなれた位置にある荒こう野やだ。

　レイヴェルの作戦プランを聞いたあとに、ここに移動してきた。

　作戦は簡単だ。配下の死神グリム・リツパーたちがやられ続ければ、親玉のタナトスも出てくるだろうとにらみ、そこで出てきた瞬間を狙ねらって、ロキすら転移させた魔方陣をぶつけるのだ。

　会場周辺で伝説の死神グリム・リツパーに暴れられちゃ困るんで、大暴れしても大だい丈じよう夫ぶであろうこの荒野を戦せん闘とう場所に選んだ。

　結界術に長たけたロスヴァイセさんとそれをフォローするビナー氏のもと、タナトスが転移してくるここは一度入れば二度と出られない。俺を倒たおさない限りはね。

　レイヴェルが試合を見ている観客を、試合をしている者たちを、何よりも親友の小こ猫ねこちゃんを守るために考えた作戦だ。

　作戦の大詰めとして、死神グリム・リツパーの襲撃が確定したあとにサイラオーグさんのチームと、デュリオたち転生天使に応援を出している。いまレイヴェルが、対タナトス戦用にサイラオーグさんとデュリオが駆けつけられないか、各勢力に打診しているところだ。

　……二人が駆けつけてくれたら、戦闘も大分楽になるとは思うんだが……間に合ってくれるだろうか。あちらも謎の悪魔とかの暴動対策で大変だろうしな……。

　真しん紅くの鎧よろいのまま、しばらく待っていると──眼前で転移の魔方陣が展開した。

　そこから、凝こった装そう飾しよくのローブを着た、冗じよう談だんみたいに莫ばく大だいなオーラを宿す死神グリム・リツパーが現れる。

　死神グリム・リツパー──ドクロの仮面をつけたタナトスは、周囲を見み渡わたし、俺を視認した。

《強制転移……。なるほど、ロキも同様のことをさせられたと耳にしたことがある。なかなかに小こ賢ざかしい術だ》

　タナトスは手元に大おお鎌がまを出現させる。あまりにも禍まが々まがしい波動を放つ刃やいばだった──。

　俺は静かに問う。

「どうして、こんなことをしたんです？」

《理由は──ひとつではない》

　タナトスが、ゆっくりと距きよ離りを詰つめながら続ける。

《まずは、後天的な超ちよう越えつ者の研究資料を露ろ見けんしないよう潰つぶしておきたかったこと》

「それなら俺たちに任せてくれても良かったのに、それを良しとしなかった。俺たちにその研究が知れ渡る以上に都合が悪いことがあったってことだよな？」

《ハーデスさまが知る前に潰しておきたかったのだ》

　……ハーデスのためじゃないのか？

「……なぜ？」

　俺が疑問を口にする。

《……悪あく魔まの陣じん営えいと同じことだよ、赤せき龍りゆう帝てい。こちらも一枚岩ではない。……まあ、私は私なりの冥めい府ふの未来を思い描えがいているということだ》

　一枚岩じゃない、か。穏おん健けん派のオルクスさんといい、冥府もなかなかに複雑そうだ。

「……で、他ほかの理由は？」

《ゆえに後天的な超越者の研究に携たずさわった者もすべて始末せねばならない。ハーデスさまに一いつ切さいの情報が渡らぬようにな》

　それで……そんなことで、小猫ちゃんを狙ったのか……っ！

「小猫ちゃんと黒くろ歌かの邪じや魔まはさせないさ」

《それでいい。貴公はだからこそ当代の赤龍帝なのだろう》

「話し合いは……最初から無む駄だだったってことなんだろうけど……」

　タナトスは指を一本立てた。

《もうひとつの理由……それは極ごく単純なことだ。我が同志、プルートは白はく龍りゆう皇こうに敗北した。しかし、堪たん能のうしたはずだ。神に手が届く天龍の力を──。私とて、それを味わいたいと思っただけのこと。歴代最強とされる赤龍帝の力をな》

　…………やっぱ、話し合いはできないか。小猫ちゃんを狙う上に戦いを望むなんてな。

　俺は、俺たちの平和を守りたいだけだっ！

　俺は戦う構えを取った。

「神だろうけど──滅ほろぼすつもりでやらせてもらう。これは試合じゃないし、俺は『[image: ]いつ誠せいの赤龍帝』と呼ばれている上に、『紅べに髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス』の『兵士ポーン』なんでさ」

《是ぜ非ひもない。死の神に見せてくれ、全力の兵藤一誠をな》

　大鎌を構えるタナトス。そして、俺と最上級死神グリム・リツパーの一戦が始まる！

　俺が飛び出しながら、ドラゴンショットを幾いく重えにも撃うちだしていく！　タナトスは青黒い像を残しながら、超ちよう高こう速そくで移動を開始していった。

　俺はドラゴンショットの方向を修正しながら、タナトスの正面に照準を合わせた！

　俺が撃った魔ま力りよくの弾たまがまともに当たるが──タナトスは平然とそのまま俺に向かってくる！　ドラゴンショットぐらいじゃ歯し牙がにもかけないか！

　飛ワイ龍バーンも撃ち出すが、それらも難なく落とされてしまう。

　タナトスが鎌を振ふるい、俺が避けるが……タナトスの鎌は地を大きく抉えぐっていく。タナトスが鎌を振るうたびにこの一帯の荒あれ地は、地面に巨きよ大だいな傷きず跡あとを作り出していった。

　鎌を軽く振るうだけで地形を塗ぬり替かえるほどの威い力りよく──。ただの攻こう撃げき力だけでも相当なものを有しているとわかる。プルート以上の死神グリム・リツパーだッ！

　俺は近距離戦を取るために、あえてこちらからも飛び込んでいき、肉にく薄はくする距離でパンチを乱打した。しかし、まるで煙けむりを打ったかのように当てた実感がない。タナトスはいつの間にか、背後に回っていて、斬きりかかってきた。

　俺が打ったのは残像か！　ドラゴンの翼つばさに収納してあるクリムゾンブラスター用のキャノンを動かして、タナトスの虚きよを突ついた。

　その場で回転して体勢を整える俺は、左ひだり腕うでからアスカロンの刃を出して、タナトスに突いていく。

　また像を残して消え去られる前に『透とう過か』の力を使う！

『Penetrateペネトレイト!!』

　あらゆるものを通過させる力をアスカロンに付加した。これは直撃したら、不ま味ずいと感じたのか、タナトスが後方に飛び退のく。

　俺はすぐさま反応して、前方に飛び出して──さらに上空に上がりながら砲ほう撃げきを出した。

「クリムゾンブラスタァアアァァァァァァァッッ！」

　眼下のタナトスに紅あかい絶大なオーラ砲撃が降り注ぐ。

　──が、直撃せず、再度背後に回っていたタナトス！　ドラゴンの翼を旋せん回かいさせて、タナトスの大鎌をアスカロンで受け止める！

　つばぜり合いをしながら、タナトスが笑う。

《なるほど、強い。だが、この手合わせでわかったはずだ。──その姿のままでは、勝てないとな》

　…………んなことは、先刻承知なんだよッ！　でも、あの形態は……ッ！

　──言っていられないか。

　俺はタナトスを弾はじき飛ばし、一いつ旦たん距離を取った。

　なあ、ドライグ。どうせ、このままじゃ徒いたずらに体力を無くすだけだよな？

『ああ、下手すればまともなダメージを与あたえられぬままやられる可能性もある。真「女王クイーン」ではまったく相手にしてもらえん。部分的な龍神化も当たらなければ意味がないだろう』

　じゃあ、制限時間付きとはいえ、勝負に出るしかないか。サイラオーグさんとデュリオの登場を待たせてはくれないだろうしな。

　俺は大きく息を吐はいたあとで、力ある呪じゆ文もんを口にしていった。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでにある籠こ手ての宝玉が、真紅の輝かがやきを発する。

『──我が宿りし真紅の天龍よ、王と成り啼なけ』

　左腕の籠手の宝玉から、漆しつ黒こくのオーラが解き放たれる。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅の極大なるオーラが、全身を包み込んでいく──。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を体現する黒きオーラが、俺を覆おおっていった。

「『──際さい涯がいを超越する我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　真紅の鎧は漆黒の様相を帯びて、無限を体現した龍神の力を具象化させていく。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　すべての宝玉が、『D∞Dデイーデイー!!』とけたたましく鳴り響ひびき、∞インフイニテイの記号が浮うかび上がる！

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」

　疑ぎ似じ龍りゆう神じん化かをなした俺は、周囲の風景をふっ飛ばしながら、タナトスに飛び出していく。

　豪ごう快かいにオーラがこもったパンチを放った！　タナトスは像を残して回かい避ひするが──空を切ったパンチは、地面を超ちよう広こう範はん囲いに砕くだいた。

　その様を見て、タナトスが笑う。

《凄すさまじい攻撃力だっ！　なるほど、直撃すれば吹ふき飛ぶだろうなっ！》

「一応、言っておくと──俺は怒おこってる！　将来を決めた女たちと、生しよう涯がいのライバルが戦う大事な試合を邪魔されそうなんだからよッ！」

　俺はそう言いながら、神速の動きを繰くり広げるタナトスに追つい随ずいして、近距離からパンチとキックを繰り出していた！

　当たる気配はないが、先ほどと違ちがい、相手に余よ裕ゆうはない。躱かわしきれずにローブが破れ、大鎌も折れていく。

　タナトスは大鎌を再び空より取り出して言った。

《女だけでなく、白龍皇まで守るのか！　実におもしろい！　仲間ゆえというやつかな？》

「異性として惚ほれた女たちと、男として惚れたライバルの試合だ。俺は誰だれよりも楽しみにしていった。──あんたを倒たおして憂うれいをすべて断ち、そして試合を見に行く。それだけだッッ！」

　像を残して動き回るタナトスだったが、それが実体を持って俺を囲みだした。

　分身しやがったか？

　分身したタナトスが、一いつ斉せいにあらゆる方向から斬りかかってきた。俺は一体一体確実に拳こぶしで吹っ飛ばしていく。

　しかし、分身は連れん携けいが見事であり、俺は一度斬られてしまう。脳のう裏りに過よぎったのは、死神グリム・リツパーの鎌に斬られると魂たましいを削けずられることだ。

　だが、斬られても鎧は無事であり、体の内側にもダメージが届いたように思えなかった。

　これにはタナトスが驚きよう愕がくしていた。

《──ッ！　我が鎌の一ひと振ふりで魂を刈かりきれないとは!?　魂までもオーフィスの力が及およんでいるというのか!?》

　……そうか、俺の力はオーフィスのものを顕けん現げんさせたものだ。無限を司つかさどるオーフィスの力ならば、そういう加護が与えられていてもおかしくない。

　それに俺の肉体自体も、グレートレッドとオーフィスのおかげで新調されたからな。

『５！』

　──っ！　カウントは待ってくれない！　10カウントの間しかこの形態になれないからな。早めに決着を着けようと、∞インフイニテイ・ブラスターの格好になろうとしたが──四つの砲ほう身しんに不気味な紋もん様ようが浮かんでいた！

《攻撃の際に、砲撃封ふうじの術をかけさせてもらった！　完全に防ぎきれないだろうが、カウント内にその術が解けるだろうか！》

　くっ！　そんな術が使えるのか！　俺はオーラを込こめて、どうにか砲身にオーラを集めようとするが──うまくドラゴンの力を込めることができなかった！

『８！　９！』

　そうこうしているうちにカウントが！　このカウントじゃ、鎧よろいの腹部を開いてロンギヌス・スマッシャーを撃つ時間もない！

　俺は仕方なく、腕うでに極大のオーラを高めた！

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　信じられない規模の質量が俺の手に溜たまり、それを一気に撃ちだした！

　莫ばく大だいな真しん紅くのドラゴンショットが、タナトスに向かう。──が、タナトスは得意の高速移動でそれを避よけてしまった！

　避けられたドラゴンショットがロスヴァイセさんたちの張る結界に当たったら大変なことになるので、俺は「霧む散さんしろ！」とドラゴンショットを自ら崩くずすしかなかった。

　真紅のオーラの残ざん滓しが、空中に散っていく。

『10！』

　タイムリミットを過ぎた瞬しゆん間かん、龍神化が解けて、真紅の鎧に戻もどっていく。

　……途と端たんに疲ひ労ろうが一気に俺を襲おそってきた。龍神化の反動だ。体力をごっそり持って行かれたよ……っ！

　神すら灰にできる究極の炎──「[image: ]いつ焱えきの炎えん火か」は、使用できなかった。あれを使えば優勢に立てたかもしれないが……タナトスがその炎に焼かれたまま、ロスヴァイセさんやビナー氏に近寄って、消せない炎が移りでもしたら……。

『ああ、あの炎は究極ゆえに使用に制限がある。特に味方がいるところでは、そうそう使えんよ。燃え移ったら、どうにもならなくなる』

　……強いからこそ、怖い側面もある炎か。いや、龍神化自体、力の制御を間違えば世界に大きな影響を及ぼすほどだから、取り扱いには注意しなければならない。

　肩かたで息をする俺のもとにタナトスが飛来する。

《神クラスに比類する貴公の現状での唯ゆい一いつの弱点が、制限時間ということか。神クラスであれば……いや、魔ま王おうクラスでも、その10カウントを凌しのげるだろう。そうなれば、真紅の鎧だけでは神相手に戦い切れるものではない》

　……そりゃ、俺の弱点だな。でも、相対するにはこれしかなかったからな。

　タナトスが、俺に襲いかかる！　体力の消しよう耗もうによって、動きが若じやつ干かん遅おそくなった俺に最上級死神グリム・リツパーの速さは容易に届いた。

　大おお鎌がまを振ふり下ろされる！　真紅の鎧が砕かれて、腹部にダメージを受けた。激痛が俺を襲うが……。体の内側──魂を削られるような感覚はなかった。

　この結果にタナトスも驚おどろいていた。

《……龍神化が解けても、鎌で魂を刈りきれない。恐おそろしいまでの呪じゆ力りよくが、貴公の体にかけられている証しよう拠こだろうよ。肉体ごと魂を消しよう滅めつさせないと倒せないということだ》

　……この状態でも、俺は死神グリム・リツパーの鎌の特性にやられないということか。

　ドライグが言う。

『ああ、相棒の魂にはオーフィスの呪のろいにも等しい力がかかっていてな。神クラスの術であろうと、相棒の魂をつかむことができんのだ。ゆえに死神グリム・リツパーの鎌は最初から効果を示さないだろう。単に物理的なダメージを受けるだけだ』

　それって、いつからだ？　龍神化を顕現してからか？

『わからんが、オーフィスから流れてくる力は事あるごとに高まっているのは確かでな。分リ身リ体スを引き寄せてからは、その効果が顕けん著ちよに出てきつつある。これは俺の予想だがな、あいつは……無限の龍神は、おまえを第三の龍神格にしようとしているのかもしれん』

　それはヴァーリも同様なのかね？　あいつの魔王化もオーフィスの力を借りているんだろう？

『もしかしたら、二に天てん龍りゆうを同時に龍神クラスにしたいのかもしれないな』

　なるほど……何も考えていないように見えるけど、我が家の龍神さまは案外いろいろなプランを持っているのかもな。

　とはいえ、この状じよう況きようをどう覆くつがえすものか……。ロスヴァイセさんも心配そうに見ているしな。ビナー氏は本当に危なくなったら、加勢しますと言っていたけど……。

　まあ、結界を解いて三人でやるしかないか。でも、タナトスが俺たちよりも小猫ちゃんたちを優先してこの場から移動してしまったら──。この結界も素す早ばやい死神グリム・リツパーをここに封ふうじるためでもあるしな。

　髪かみ飾かざりの現在の保管場所を伝えたところで、実験に関かかわった者はすべて始末するつもりだろうし、無む駄だだろう。

　次の一手を苦く慮りよしているときだった。

　ふいにタナトスが言い出す。

《……貴公から、魂を三つ感じる。貴公と『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』ドライグと……もう一人は誰だ？》

　などというわけのわからないことを死神グリム・リツパーの大将は言い出すのだ！

　俺とドライグは訝いぶかしげにしていると、突とつ然ぜん宝玉から声がする。

【イッセー、じいちゃんだ】

　……………………。

　…………。

　……あまりのことに俺は頭のなかが真っ白になり、間の抜ぬけた顔になってしまった。

　しかし、その声はもう一度してくる。

【イッセー、俺だ。じいちゃんだぞ】

　──やっぱり、じいちゃんだったぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁッッ！

「じいちゃん!?」

『じいちゃんだと!?』

　ドライグも驚愕していた！　自身の宝玉から俺のじいちゃんの声がすれば驚くしかないだろう！　って、ドライグも把は握あくしていないとなると、どういう現象が起こってますか!?

『バカな！　俺の会話に、この神器セイクリツド・ギアのなかに介かい入にゆうしてくるなんて、いったいどんな力を使ったというんだ!?』

　驚愕の声を出すドライグだったが、じいちゃんは平然と言った。

【お釈しや迦か様にお頼たのみしたら、なんかできたぞ。龍神さまにも手伝ってもらうとか言っとったな】

　これにドライグは苦く悶もんの声を出した。

『釈迦とオーフィスかぁ～ッ！　そりゃ、介入できる！』

　できるんだ!?　俺も驚きだよ！　もう、何が起こっているのかわからんわっ！

　じいちゃんが言う。

【ピンチのようじゃな。イッセー、おまえは乳ちち技わざを開発するのが得意だと聞いたぞい】

「いや、得意というか……開発しているけど、それがどうしたっていうんだよ！」

　洋服崩壊ドレスブレイクも、乳語翻訳パイリンガルも、女性限定だから、タナトスには効かないって！

【イッセー、いまこそ、あのときの妄もう想そうを具現化するときだぞ。俺とおまえがロボットや宇宙戦せん艦かんのプラモでブーンドドーンって遊んでいたときにおまえがよく口にしていたじゃないか】

　いきなり、何を言い出すのかと思っていたが、じいちゃんはノリと勢いで宝玉を輝かがやかせ始めた！

【俺と過ごした子供時代の記き憶おくを呼び起こせいっっ！】

　次の瞬間、俺は幼い頃ころの記憶を強制的に呼び起こされてしまった──。




　田舎いなかのじいちゃんの家で、じいちゃんと一いつ緒しよに近くの模型屋に行き、ロボットや宇宙戦艦のプラモを買った。

　じいちゃんはその作品に出てくる女性キャラのプラモやフィギュアを買っていたけど……。わざわざ模型屋に頼んで取り寄せたとかなんとかって──。

　俺はそっちのほうが羨うらやましかった。そっちが欲ほしいとねだったら、じいちゃんは、

「大人じゃないと買えないんだぞ」

　と言っていて、買ってくれなかった。

　田舎の家の縁えん側がわで、俺はじいちゃんとプラモを作った──。いや、大半は俺が作っていて、カッチョイイロボットのプラモや宇宙戦艦に心躍おどらせた。説明書を見ながら組み立てる俺の横で、エロ本を読みながらエロフィギュアに触さわるじいちゃんがいて……。

　完成プラモを自じ慢まんしていたら、じいちゃんが、

「イッセーのプラモとじいちゃんのフィギュア、どっちが強いか試ためそうか」

　──と言ってきた。

　ブーンブーンとロボットを動かす俺に対して、ボヨヨン、ブルンブルンとフィギュアを動かすじいちゃん。

「くらえ、じいちゃん。波動砲ほうだっ！」

「残念！　このフィギュアのお姉さんのおっぱいバリアで波動砲を跳はね返したぞいっ！」

「えーっ！　ずるいよ、じいちゃん！　なんだよ、おっぱいバリアって！」

「おまえにもわかるときがくる。どんな攻こう撃げきもどんな敵もどんな存在も、おっぱいにゃ勝てやしないってな。おまえもおっぱい好きだろう？」

「うん！　大好き！」

　俺の答えに満足げな笑えみを浮うかべて、じいちゃんが俺の頭をなでた。

「おっぱいには最強の力が宿ってる。だから、ロボットや宇宙戦艦で攻撃をするときはおっぱいの力を集めて、撃うつように遊んでみろ。おっぱいビーム！　おっぱい波動砲っ！　ってな。そうすればイッセーの作ったロボットもこの戦艦もじいちゃんのエロフィギュアより強くなるさ」

「すげえよ、じいちゃん！　すげえけど、なにいっているのかまったくわからないよ！」

「ハハハ！　わからないか！　じいちゃんもよくわからねぇや！　でも、おっぱいは最強だ。おっぱいの力が宿れば、どんな困難なことだって、乗り越こえられるはずだっ！　おっぱい！」

「おっぱい！」

「ほら、イッセー。このロボットの銃じゆうから、おっぱいビームって撃て。そうすればじいちゃんのエロフィギュアも倒たおせるかもな」

「おっぱいビーム！」

「うぎゃああああ！　やーらーれーたー」

　俺とじいちゃんは日が暮れるまで、おっぱい攻撃をするプラモとフィギュアで遊んだんだった──。




　そんな幼い頃の記憶が蘇よみがえった俺。

　俺の頰ほおに涙なみだが伝った。慟どう哭こくする。




　──ああああああああああ、ろくな思い出じゃねぇぇぇぇええっ！




　なんで、こんな大事なときにそんなろくな思い出じゃないものを思い出させるんだよ、じいちゃぁぁぁぁああああああああああんッッ！

　しかし、じいちゃんは言う。

【──波動砲用意】

　そのときだった。俺の鎧よろいにある尻しつ尾ぽ──それが独りでにうねうねと動き出した。

　俺の意思ではない。ドライグの意思でもない。その尻尾は何かに狙ねらいを定めているようだった。

　尻尾が──伸のびていく！　ロスヴァイセさんに向かって！

「えっ!?　なんですか!?」

　いきなり鎧の尻尾が伸びてきて、ロスヴァイセさんは為なす術すべなく、おっぱいを尻尾に接続されてしまう。尻尾の先せん端たんが広がり、ロスヴァイセさんの胸むな元もとをすっぽりと覆おおってしまったのだ！

　ドクンドクン……。

　尻尾が波打つ。

「……あぅん！　あふぅんっ！」

　ロスヴァイセさんが官能的な声を上げ始めた。接続された尻尾が、胸元から何かを吸い出しているようだった！

　じいちゃんが言う。

【おっぱいの力を集めて、すごい一発を放つとな！　──そう、波動砲だッッ！】

　俺の鎧のキャノンも独りでにタナトスのほうに照準を定めてしまったッッ！

【ほれ、じいちゃんが協力してやるぞい。おまえのエロ構造なぞ、よーく知っておるもんだからな】

『な、なんだこれは！　あ、相棒！　俺のなかで、神器セイクリツド・ギアのなかで、おまえの祖父が好き勝手に手を加えていっているぞ!?　というか、そんなことをできるのか、おまえの祖父は!?』

「……俺のじいちゃんだからな。俺のエロの根源を動かせるのは当然かもしれない……」

『そうなのか!?　それで納なつ得とくしているのか!?　俺もそれで納得していいのか!?』

　ドライグが混乱している──。当然だろう。じいちゃんが神器セイクリツド・ギアのなかで、なんかよくわからないけど、操作しまくっているからだ。根源は俺のエロエロな要素だが……。

　いや、正直言うと、俺も混乱しているんだ！　なんなんだよ、俺のじいちゃんって！

【極ごく楽らくで徳を積んだからな。お釈迦さまも喜ばれるだろう】

　本当かよ!?　どんな徳だよ！　これ、お釈迦さまも絡からんでいるの!?

［その通りです。これはシッダールタ──釈しや迦か如によ来らいの願いでもあるのです］

　新たな謎なぞの声がまたするぅぅぅっ！

［乳を司つかさどる赤せき龍りゆう帝ていよ。私は観かん音のん菩ぼ薩さつ。あなたのおじいさん、兵藤十じゆう蔵ぞうの願いを聞き入れ、あなたに力を加えております］

　観音さま!?　なんだよ！　なんなんだよ！　何が起こっているんだよ！

『観音菩薩まで出てきたのか!?　神話体系を跨またぎすぎだろう！』

　泣きが入ってきたドライグだった！

　観音さまがおっしゃる。

［あなたの歌は、極楽浄じよう土どでもたくさんの者たちを笑顔にしました。亡なくなられた者たちが極楽で一層楽しく踊おどり歌い暮らせる歌の誕生は、喜ばしいものです。これは仏門を司る者としてのお礼です］

　俺の歌……マジでそんな影えい響きようまで及およぼしていたのかよ……っ！

　タナトスが驚きよう愕がくしていた。

《バ、バカなっ！　釈迦如来に……観音菩薩まで、赤龍帝に介入するというのか!?》

　タナトスが鎌かまを振ふり上げて、俺のほうに向かってこようとするが──観音さまが俺の背後に後光を背負って現れて、ありがたい光をタナトスに浴びせていく！

《ぐぅぅぅっ！　なんたる光量ッッ！》

　タナトスが、菩薩さまの放つ光によって、たじろいでいた。

　その間にもロスヴァイセさんのお乳からエネルギー（？）が吸い寄せられていき、真しん紅くの鎧のキャノンに信じられないほどのオーラが集つどい始めていた。

　じいちゃんが言う。

【観音さまの力も借りて、あの銀ぎん髪ぱつのお姉さんの乳にゆう力パワーを魔ま力りよくに変へん換かんさせているぞい】

　もう言葉も出ない状じよう況きようだが、龍りゆう神じん化かの∞インフイニテイ・ブラスターの力にも引けを取らないパワーがキャノンに集まるのがわかる。

「……ぁん、ぁぁぁああっ！」

　尻尾に乳が吸い取られていくたびにロスヴァイセさんは身をよじりながら、官能的な声を出していた！

　俺の宝玉に──96の数字が表示される！　これ、ロスヴァイセさんのバストサイズと同じ数字だ！

【さあ、イッセー。準備は整ったぞ。名前を──波動砲の名前をつけてくれ】

　そのような無茶ぶりをされる。……ま、まあ、いままで技には名前をつけてきた俺だから、つけるけどさ……。

「──超にゆう乳トロン・波ビーム・動砲キヤノン、とかかな……」

【まあ、ニュートロンなんてもんはよく知らんが語ご呂ろさえ合えばいい】

　んだよっ！　突とつ発ぱつ的にいい名前が浮かんだよなって思ったのに、適当に流してさ！

　じいちゃんがロスヴァイセさんに言った。

【ロスヴァイセさんとやら。──未あ来すのために今日の恥ち辱じよくを耐たえてくださいな。それが女ってものですぞ】

「──ッ。……なんだか、わかるようなわからないような言葉ですが……胸に響ひびきました」

　ロスヴァイセさん!?　納得しちゃうの!?　この斜ななめ上の展開に混乱してませんか!?

【イッセー、この砲ほう撃げきは乳の力をくれた女性の胸のサイズによって、威い力りよくが変わる。ロスヴァイセさんはかなりのものだったから、十分なパワーを得られたぞ。これが、三桁けたとかだったら──おまえはとんでもないパワーを得られるかもしれんな】

　ち、乳のサイズによって、威力が変わる。──三桁のおっぱい。それの持ち主である朱あけ乃のさんが脳のう裏りに過よぎったが……。

【準備万ばん端たんじゃぞい！】

　じいちゃんの声もかかったので、いよいよ俺はタナトスに砲身を完全に定める！

「タナトスッッッ！」

　俺が死神グリム・リツパーの名前を呼んで、砲撃を撃ち出す格好となった。

　タナトスが大鎌を構えつつも、距きよ離りを取ろうとした。まともに浴びる気はないだろう。

「──あなたはここで倒されるべきです」

　しかし、勝負が大おお詰づめとわかったのか、ビナー氏がロスヴァイセさんの張る結界の補助を止やめて、魔力を放ちながら戦せん闘とうに介かい入にゆうしてきた。

　ビナー氏が足止めとばかりに莫ばく大だいなオーラをタナトスに放っていく。魔ま王おうクラスの砲撃は、さすがに最上級死神グリム・リツパーでも直撃を避さけるためにその場から飛び退のいた。

　俺は砲撃の照準をもう一度修正して、タナトスが着地した瞬しゆん間かんを──。

　ビナー氏がさらに魔力を放ってタナトスの足止めをしているなかで、俺はキャノンに集まったオーラを放っていく！

「──超にゆう乳トロン・波ビーム・動砲キヤノン、発射ァァアアアアアッッ！」

　極大の──ピンク色のオーラが俺のキャノンから飛び出していく。キラキラと耀かがやきながら、乳にゆう力パワーがタナトスに容よう赦しやなく浴びせられていった。

　∞インフイニテイ・ブラスター級の砲撃は、タナトス及および周囲の風景を丸ごと吹ふき飛ばしていった──。







　砲撃が止み、荒れ地の地形を変えるほどの超ちよう巨きよ大だいなクレーターを作り出したわけだが……。

　その中央にタナトスが倒れていた。

　俺が近づくと、声がかけられる。

《……み、見事だ、赤龍帝……》

　それは俺への賛辞だった。

《近い将来、貴公は神クラスを滅ほろぼしうる抑よく止し力りよくとなるだろう……ファファファ！》

　タナトスは、満足そうな笑いのあとに、複雑そうな笑いも発す。

《……ファファファ、ハーデスさま……あなたは誰だれよりも三大勢力を呪のろい……誰よりもそれに囚とらわれたお方だ…………冥めい府ふは……冥府以上にはなれない……》

　それだけ言い残して、タナトスは気絶した──。

「待たせたな！」

「悪いね、手間取ってさ！」

　少しして、サイラオーグさんとデュリオがレイヴェルの交渉のおかげで駆けつけてくれたが……俺がほぼ単独でタナトスを倒したことにすごく驚いていた。

　俺たちは……じいちゃんや、か、観音さまの協力もあって、タナトスの野望を防いだのだった──。




　　　　─○●○─




　タナトスを倒たおした俺たちは、瀕ひん死しのタナトスをサイラオーグさんとデュリオに預けてベルゼブブさまが待つ取り調べの機関に転移魔ま方ほう陣じんで転送した。

　仲間たちにもタナトスを打ち破ったことを伝えた。どうやら、あちらの死神グリム・リツパーも主あるじを倒されたことで、戦意を消失させて投降したようだ。

「イッセーさま、さすがですわ！」

　レイヴェルが戦後の状況を精査したいため、こちらに来てくれた。彼女は関係各所に連れん絡らくを回し始めていた。

　戦いが終わり、ふいにロスヴァイセさんのほうに振り返る。

　──乳を吸われたせいか、おっぱいが一時的にぺったんこになってしまっていた。

　以前にもリアスからパワーをいただいた結果、彼女のおっぱいが無くなってしまったことがあった。俺は深い悲しみを覚えたが、今回も同じ現象が起きていた。

　無言で涙なみだを流す俺。ああああああ、ロスヴァイセさんの素す敵てきなおっぱいがぁぁぁっ！

【なーに、しばらくしたらサイズも元に戻もどるから安心せい】

　──と、じいちゃんが言うけれど……。

　観かん音のんさまはあのあと去ったけど、じいちゃんはまだ残っていた。

　さて、無事に終わったことを、小猫ちゃんたちに伝えたいけど、彼女たちは戦っている最中だしな。試合が終わったあとに話すか。

　などと思っていたら、じいちゃんが言う。

【いや、多分、話せるぞい。さっき、いろいろといじったついでにおもしろい機能を取り付けてみた。おまえ、乳語翻訳パイリンガルとかいう技わざがあるだろう？　あれに手を加えてみた】

　なんてことじいちゃんが言うわけだけど！

『うん、いや、もういいです……』

　ドライグももう何も言うことがないようだった！　諦あきらめモード入ってませんか!?

　じいちゃんが言う。

【おっぱいを通じて、離はなれた場所のおっぱいと話せるようにしてみた。まあ、いろいろと条件が必要みたいだが、試合中の子にも声が届くんじゃなかろうかな】

　とは言うものの……離れた場所のおっぱいと話すって、なんじゃそりゃ！

　じいちゃんから詳くわしい方法を聞き、俺はレイヴェルを呼び寄せた。

「イッセーさま、どうかしたんですの？」

　俺は訝いぶかしげに見ているレイヴェルに言った。

「レイヴェル、乳を貸してくれ。小猫ちゃんと話したい」

「……イ、イッセーさま、もう少し詳しくお話しください」

　困こん惑わくする彼女に俺が事情を述べると──なぜか理解して、深くうなずいてくれた！

「わかりました。やってみてください」

　レイヴェルはババッと胸むな元もとを開いて、生乳をぶるるんと放ほうり出した！

　レイヴェルゥゥゥゥッッ！　最高のお乳を出してくれて眼がん福ぷくだけど、俺の言うことをまともに信じすぎじゃないか!?　いや、俺の乳技に関して、信しん頼らいがあるんだろうけど……！

　なんとも言えない状況だった。

　俺はじいちゃんの説明通りに話したい相手を頭に浮うかべながら、レイヴェルの右の乳を左手で揉もむ。極ごく上じようのもみ心ごこ地ちが手に伝わる！

　小猫ちゃんと黒歌のことを思い浮かべた。

「……あっ」

　レイヴェルが敏びん感かんな声を出した。

　次に相手に繫つながれと強い意志を持って、右手で左の乳首を──押す！　ぷにゅんと最高の感かん触しよくを指が味わった！

「……いやんっ！」

　レイヴェルが熱を帯びた声を出す。

　押したほうの指を離して、俺は乳に向かって言葉を発する。

「小猫ちゃん。小猫ちゃん。黒歌でもいい。俺の声が聞こえるか？」

　まともに考えれば、乳に話しかけているなんて、頭がどうにかなったんじゃないかって状況だが……恐おそろしいことに反応が返ってきたのだった。

《……イッセー先せん輩ぱい？　イッセー先輩ですか？》

　──小猫ちゃんの声だった！　本当に繫がりやがった！

　俺の乳技はどうなっているというんだ……。もう、自分自身がわからなくなりそうで、怖こわかった。

《赤せき龍りゆう帝ていちん？　どうなっているの？　白しろ音ねの声も聞こえるし、心に直接訴うつたえかけられているような……》

　黒歌の声も聞こえてきた。どうやら、二人に繫がったようだ。

　じいちゃん曰いわく、離れた場所にいる相手（女性限定）の心に直接語りかける技だという。

　これが俺のもうひとつ新技──『乳語電話パイフオン』だ。

　じいちゃんはすごい。短時間で俺の新しい可能性をここまで引き出してくれるなんて……！　俺のじいちゃんは俺の才能を引き出すスペシャリストなのかもしれない！

　じいちゃんが宝玉から笑い声を出す。

【かっかっかっ、そんなにすごいことじゃないぞ。単にイッセーの幼い頃ころに抱いだいていた夢と野望を思い出させているだけだ。人間、ガキの頃に思い描えがいた夢や目標ってーのが、生しよう涯がいを通じて自身の根底になりやすいってな】

　……そ、そうなのか。確かに俺の根底はあの頃にあるとは思うけど……。

　俺は手早く小猫ちゃんと黒歌に事情を話し、技のことと、タナトスを倒したことを伝えたのだった。

　二人はちょうど宿命の対決をしているところだという。戦いながら、心を通して俺と話していることになる。

　対決中にお邪じや魔まして悪かったな、こりゃ。無事も伝えたし、早々と回線を切ろう。

　ふいに小猫ちゃんが呆あきれ声で言う。

《イッセー先輩、レイヴェルの胸は電話じゃないんですよ？》

　レイヴェルも聞こえているのか、こう返した。

「いいえ、いまの私はイッセーさまと小猫さんの心を繫げるひとつの電話ですわ。電話でいいんです」

《そ、そんな……》

　親友の覚かく悟ごにショックを受けている小猫ちゃんだった。

　ちなみにおっぱいによって、通信速度や回線の状じよう況きようが違ちがうらしく、後にいろいろ調べた結果、現状レイヴェルのおっぱいが一番適した乳キ通ヤ信リ者アだとわかった。

《正直、通信拒きよ否ひしたいところですが……》

　そう言う小猫ちゃんだったが、反面、黒歌はノリノリだった。

《それなら、赤龍帝ちんが聞いているところで決着をつけようじゃないの、白音！》

　黒歌が挑ちよう戦せん的に言う。

《勝ったほうが、彼のお嫁よめに行くの。どう？》

《──っ！　私は……イッセー先輩のお嫁さんになります。それが、姉さまでも譲ゆずれません！》

　俺の取り合いか。

　……俺は、我が慢まんできなくなって、ついに想おもいを吐と露ろすることに決めた。

「……いや、それは違う」

　俺の嫁さんになりたいと言ってくれた小猫ちゃん。俺の子が欲ほしいと言ってくれて、俺の傍そばに置いてくれ、家族にしてくれと言ってくれた黒歌──。

　応こたえなきゃダメだ。応えてやろうぜ、赤龍帝ッッ！　兵藤一誠ッッ！

「俺は──どちらも嫁さんにするよッッ！　そういうのを勝ち負けで決められたら、ハーレム王を目指す俺としては見過ごせない！　小猫ちゃん！」

　俺はハッキリ告げてやった。

「キミのプロポーズを受け入れる！　俺の嫁さんになってくれ！」

《──っ。…………はい》

　返事をもらったぞ！　この勢いでもう一人にも言ってやる！

「そして、黒歌！」

《は、はにゃっ!?》

　妹へのプロポーズに驚おどろいたままだったのか、間の抜ぬけた声だった。だが、俺は構わずに続けて訊きく。

「俺に惚ほれてるのか？　本当に？」

　黒歌が切々と真ま面じ目めに語る。

《……最初は、ヴァーリの代だい替たいと思っていたわ。ヴァーリは戦友よ。一いつ緒しよにいると心が躍おどるし、つるんでいるだけで楽しいわ。私、子供だけは欲しかったから、天てん龍りゆうの子が……強い遺伝子が欲しかった。ヴァーリがダメなら、あんたって。けど、いまは違うわ。……どうしようもなく、あんたはバカで、直情的で、スケベだけど、やっぱりバカで……やさしくするのは白音だけでいいのに、私にまで気にかけてくれて……私たち姉し妹まいに平へい穏おんに住める場所を与あたえてくれた……。……あんたと一緒にいると……安らげるの。……あんたの笑え顔がおを見ているだけで、心の底から愛らしくなって……》

　黒歌の心の声は──涙を含ふくんでいた。

《……こんなふうに私たちのために、バカな挑戦してさ。どうせ、ケガだらけなんでしょ？　相手は神だっていうのに……。神相手に私たちを守ってくれる男に惚れないわけないでしょうが！　ううん、もっと前から、私は兵藤一誠って男にハマってた……好きだった》

　黒歌の告白を受けた俺は、そのまま正直に返してやる。

「わかった。俺もおまえのこと、好きだぜ？　遺伝子くれなんて言う女を意識しないわけがないじゃないか。それ以上に、普ふ段だんの生活を見ていて……心配もあるけど、小猫ちゃんを、妹を何より大事にしようってやさしいおまえをいい女だなって、そう思ってる」

　黒歌はどうしようもない悪わる猫ねこで、初対面も最悪だった。毒の霧きり出されたしな。普段からズボラで、イタズラの好きな奴やつだけど……。

　でも、やさしい女だってわかってる。妹を誰だれよりも大事にする女だって。どいつよりも平穏を求める女だとわかっているんだ！

「俺でいいんだな？」

　俺の問いに黒歌はすぐに答えた。

《あんたがいいの。赤龍帝ちん……ううん、イッセー！　やさしいあんたの子供が欲しいのっ！》

　それなら、俺の腹は決まった。

　レイヴェルのおっぱいに向けて、俺は叫さけんだ。

「なら、小猫ちゃんと一緒に──俺の嫁になりやがれぇええええええええええええええええええええええええッッ！」

　俺は荒こう野やの中心でおっぱいに向けて愛を叫んだのだった──。




　　　　─○●○─




　タナトスとの決戦から、「ファーブニル・スタジアム」──会場に戻もどってきた俺は、観客席のほうに向かった。

　観客席の入り口に仲間たちが集つどっており、空中に映し出される中ちゆう継けいの映像に視線を送っていた。

　俺が近くのゼノヴィアに問う。

「試合はどうなった!?」

「イッセーっ！　見ろ！　白熱しているぞ！」

　場面ごとに映像が用意されているが、そのひとつでは小猫ちゃんと黒歌の戦いが佳か境きようを迎むかえていた！

　白音モードになっている小猫ちゃんが、白い炎ほのおの火車を複数黒歌に放つが、妖力、魔ま力りよく、魔法、仙せん術じゆつを巧たくみに使う姉の術操作は常じよう軌きを逸いつしており、小猫ちゃんの火車を軽々と力のミックス攻こう撃げきで消し去ってしまう。

　それでも小猫ちゃんは、体術も織り交ぜて、黒歌に接近して、至近距きよ離りより闘とう気きのこもったパンチとキックを放つ。

　休まる気配のない小猫ちゃんの乱打は、黒歌の徒と手しゆ空くう拳けんよりも鋭するどく、体術の面で姉を超こえている。

　小規模の転移術で姿を消して距離を取ろうとする黒歌だが、姉の手の内を小猫ちゃんは理解しており、出てくる場所も予想して、そこに瞬しゆん時じに詰つめ寄る。またまた近距離から打だ撃げきを繰くり出して、姉にダメージを与えていく。

　普段から共に生活しているから、共に行動しているから、姉の思考と癖くせを覚えてしまったのだろう。

　黒歌は自分に詰め寄ってくる妹の姿に──喜んでいた。

　歓かん喜きの笑みを浮かべながら、黒歌が言う。

『白音！　勝ったほうが──先に将来の旦だん那な、イッセーと初夜を迎えるの！　これは姉妹間の初夜争いよっ！』

『──っ！』

　小猫ちゃんは驚いていた！

　俺も驚いたよ！　勝負にそんな大事なことを賭かけるなんてさ！

　小猫ちゃんは真しん摯しに受け止めて、構える。

『…………わかりました。その挑戦を受けますっ！』

　これに実じつ況きようが吼ほえた。

《あーっと！　よくわかりませんが……姉妹で初夜……？　を賭けた勝負になりそうですッッ！　おそらく、おっぱいドラゴンとの初夜を賭けた勝負なのではないかと推測できますが……うらやましいぞ、おっぱいドラゴンッッ！》

　うぅ、観客席にいるからあまり周囲にバレてないけど、恥はずかしいぜ！　また新聞に載のったり、メディアの取材を受けそうだ！

　小猫ちゃんと黒歌の戦いがさらに激化していくなかで、神器セイクリツド・ギアの宝玉に宿っていたじいちゃんから声をかけられる。

【さて、イッセー。──そろそろ、本当にお別れの時間だ】

　──っ！　それは突とつ然ぜんの別れだった。いや、じいちゃん死んでるし、この間も雲うん外がい鏡きよう通じて話したばかりだけど！

「じいちゃん!?　そ、そんな！　勝手に宝玉に入ってきて、勝手に帰って行くのかよ!?」

【いつまでも宝玉のなかにいたんじゃ、ドライグさんに悪いしな。それにここで現世に居残り続けて、孫とお嬢じようさんたちのエッチな場面を眺ながめるわけにもいかないだろう？】

「た、確かにそれは恥ずかしい」

　ドライグも疲つかれてきてるし、じいちゃんにエロエロなところ見られたくないよ！

　じいちゃんが言う。

【おまえは聖書由来の悪あく魔ま勢力に属していて、じいちゃんは仏さまの極ごく楽らく浄じよう土どに行く。神話の体系自体が違うそうじゃないか。そうなると、会うことはもう二度とないかもしれないな】

　寂さびしいことを言うので俺は言った。

「……また会えるよ。あの鏡、あんまり何度も使えないそうだけど」

　雲外鏡は一度使うと、同じヒトが次に使えるようになるには長い時間を要するようだった。ほとんどの場合、一人一回が限度なのだ。

「俺長生きできるから、また雲外鏡を使えるようになったら使いたいし……もっともっと極楽に俺の名が轟とどろくようになって、あっちの神さまに招かれるぐらい有名になるよ！」

　じいちゃんは──顔は見られないけど、満足そうにしているように思えた。

　じいちゃんが最後の言葉をくれた。

【イッセー！　ハーレムだぞ！　ハーレムを実現するんだ！　かわいい娘がいたら、プロポーズしろッ！　かわいい娘にプロポーズされたら迷わずゲットしろよッ！】

　じいちゃんが最後に叫ぶ。

【俺の孫は──最高のおっぱいドラゴンだッ！】

　じいちゃんとの会話はそこで途と絶だえた──。

　……勝手に宝玉に宿って、勝手に俺の技わざを開発して……。……じいちゃん、ありがとう。無茶苦茶だったけど、じいちゃんのおかげで俺は小猫ちゃんと黒歌を守れたよ──。

　じいちゃんと突然の別れがあったけど、眼前の試合は白熱するばかり。

　ボロボロになった小猫ちゃんと黒歌。息をあげながら小猫ちゃんが言う。

『黒歌姉さま、勝負をつけましょう！』

『ええ、全力でかかってきなさいっ！』

　魔力攻撃、黒い火車での攻撃、仙術の闘気のこもったパンチとキック、黒歌は自分の持てる攻撃手段を容よう赦しやなく妹に放つ。

　小猫ちゃんは火車を放ちながらも──白音モードを止やめて、通常形態で闘気を高めに高めていく！

　そして、それは起こった！　小猫ちゃんの尻しつ尾ぽが──三本になっていた！　途と端たんにいままでにない莫ばく大だいな闘気が小猫ちゃんの体を包む！

　黒歌ですら、まだ二本の尻尾なのに、小猫ちゃんは土ど壇たん場ばで三本にレベルアップしたのだ。

　金色に輝かがやく小猫ちゃんの双そう眸ぼう！　小猫ちゃんの動きが目で捉とらえきれないほどの速さになり、黒歌の意識を超える！　俺も目では追えない速さだった！

　黒歌の放つ高速の火車は、もう小猫ちゃんの超ちよう高速の動きを捉えることができなかった──。

　ついに小猫ちゃんの速さは音すらも置き去りにして、黒歌の懐ふところに入り込んだ。黒歌がそれに気づいたときには彼女の腹部に小猫ちゃんのパンチが放たれていた。

　パァンッ！　──気持ちがいいほどの快音が、二人の戦う一帯から聞こえてくる。

　一いつ拍ぱくの間、そして黒歌がよろめく。

　震ふるえる体で、黒歌は小猫ちゃんを愛いとしそうに抱だきしめた。

『……体術で、差がついてたようね。強くなったわ、白音……』

　黒歌の体がリタイヤの光に包まれていく。

　黒歌が小猫ちゃんの頰ほおをなでた。

『もう、私がいなくても大だい丈じよう夫ぶみたいね。それぐらい強くなった……』

　消えていく姉の手を取り、小猫ちゃんは大おお粒つぶの涙なみだを流した。

『……いいえ、私が強くなっても、黒歌姉さまは必要です。──姉妹ですから』

　黒歌が──リタイヤの光に消えていった。

《「明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう」チーム、『僧侶ビシヨツプ』一名リタイヤ》

　小猫ちゃんの勝利を告げるアナウンスが響ひびいた──。







　小猫ちゃんの勝利という一場面があったものの、試合はまだ終わらない。

　他ほかの場面では、ヴァスコ・ストラーダ猊げい下かとアーサーが戦っていた。

　互たがいに聖なるオーラを莫大に刀身に纏まとわせた剣けん士し二人──。

　剣が交差するたびに聖なるオーラの波動が漏もれて、周囲を破は壊かいしていく。二人が立つ道路は崩ほう壊かいしていて、近くの建物の数々も崩くずれ去さっていた。

　前回──教会の戦士たちのクーデターの折に戦ったときは、体力の差からアーサーが途中で勝負を止めたわけだが……。

　今回は五十代──全ぜん盛せい期の姿に戻ったストラーダ猊下の動きは瑞みず々みずしく、疲れを知らぬとばかりに豪ごう快かいな打ち込みを何度も何度もアーサーに放っていく。

　アーサーもコールブランドで受け止めるものの、食らうたびに膝ひざを地につきかける場面が何度もあった。どうにか踏ふん張って最悪のケースを脱だつしているが、猊下のあり得ないほどのパワーに押されているのは誰の目から見ても確かだった。

　アーサーが聖剣で空間に穴を穿うがち、そこに刀身を潜もぐり込ませて、相手の近くより剣先を突つき出すという得意技を猊下はすべて体たい捌さばきのみで避よけていく。

　元々、老人の体でもあれを躱かわしてきたけどさ！　アーサーだって、あれから強くなっているだろうに！

　アーサーは空間の穴より死角からの突きの連打を始めるが、やはり全部躱しきる怪かい物ぶつ──ストラーダ猊下！　アーサーが穿いた穴より、聖剣のオーラを飛ばす攻撃も繰り出したが、これも余よ裕ゆうを持った距離を保ちながら、猊下は避ける。

　……俺なら、どこかのタイミングで食らう攻撃だってのによ！

　アーサーは前回のように剣を交かわすことをできるだけ避さけていた。全盛期の猊下のパワーが御ぎよしきれないものだと認にん識しきしたからだろう。

　とはいえ、ストラーダ猊下は構わずに距離を詰めてくるため、近距離戦は始まってしまうのだ。

　近距離戦でも、才能を感じさせる剣けん戟げきを見せるアーサーだが、猊下はそれらを全部正面よりデュランダルで捌いてしまう──。

　剣戟を繰り広げたあと、アーサーは一いつ旦たん後方に下がって距離を取った。

　猊下が言う。

『やはり、いい剣筋だ。類たぐい希まれなる才能を感じずにはいられない。──が、時折、技術に若さが出る』

　アーサーは言葉もなく、息が上がっていた。今回、先にスタミナが尽つきそうなのはアーサーのほうだったのだ。

　猊下が言う。

『戦場を才能でくぐり抜ぬけてきた自負が技術を僅わずかに曇くもらせているのだろう。──一点でも技能に影かげが差しているようでは、この私のデュランダルは砕くだけるはずもない』

　アーサーが皮肉げに笑えむ。

『……あなたに言われると、返す言葉もありませんね』

　しかし、アーサーは諦あきらめずに聖なるオーラを刀身に纏わせた！　遠距離より、聖なるオーラを飛ばしていく！　コールブランドの聖なるオーラはまばゆいばかりの輝きを放ち、膨ぼう大だいな質量も有していた！

　──が、ストラーダ猊下が取った行動は、左の拳こぶしを大きく引き、巨きよ腕わんを肥大させることであった。

　高速で飛来するコールブランドの聖なるオーラに対して、猊下は拳を突き出して波動を撃うち放つッッ！

　コールブランドの聖なるオーラが、拳からのオーラ──聖せい拳けんによって霧む散さんしてしまった！　聖拳の勢いは留とどまることを知らず、後方のビルを丸ごと崩壊させてしまうっ！

　実況が吼える。

《で、出たァァァァアアアアアアアッッ！　聖・拳ッッ！　転生天使であり、キャプテン・エンジェルことネロ・ライモンディ選手が繰くり出した聖なる拳の元祖ですッッ！》

　解説も呆あきれるばかりだった。

《……威い力りよくが桁けた違ちがいですね。建造物を容易に砕くほどの拳打だなんて……っ！》

　ストラーダ猊下が駒く王おう町に来てから、俺やゼノヴィア、イリナは訊きいたことがある。

　どうすればそんなに強くなれるのか？　どうしたら、聖なるオーラを拳に纏わせることができるのか？──と。

　猊下は拳を握にぎりしめながら語った。

『聞きなさい、子供らよ。私は、歯も生え替かわらぬ頃ころに教会で戦士になると心に誓ちかってから、ひたすらに祈いのりながら、念じながら、日々の鍛たん錬れんをこなしてきた。ああ、主よ。この拳に聖なる慈じ悲ひをください。宿れ、宿れ、宿れ、宿れ……休む日などなく、毎日何時間もこの身を鍛きたえ続けた。それこそ、隠いん棲せいしている現在でも体を鍛えぬ日などないほどに』

　猊下は胸で十字を切りながら言った。

『一いつ切さいの曇りなく奇き跡せきを心より信じ切る精神力と、揺ゆるぎない向上心のもと鍛え続けた肉体を手に入れたとき、拳に慈悲は宿るのだ』

　猊下は奇跡によるパワーを起こしているわけじゃない。パワーによる奇跡を起こしているんだって、俺はそのときわかった。

　アーサーは顔中に汗あせを浮うかべながら、荒あらい息で言った。

『負けるかもしれませんが……それでも最後まで戦わせてもらいましょうか。一いつ瞬しゆんの間に生まれるかもしれない奇跡を摑つかみ取るのも、白龍皇と共に戦う者のつとめでしょうから』

　猊下は不敵な笑みでそれを受け入れるだけだった──。

『そう、それでいい。諦めが戦士おとこを殺す』

　猊下優勢のまま、勝負は続行された。

　その横では、木き場ばと美び猴こうが戦っている。

　分身を生み出す美猴と、龍りゆう騎き士しを創つくり出す木場。それぞれをぶつけさせながら戦わせつつも、本体同士も正面からぶつかっていく。

　木場がグラムで、美猴が如によ意い棒ぼうで、目にも留まらない得え物もののぶつけ合いを繰り広げていた。

　猊下のしごきを受け始めたという木場は、近きん距きよ離りでの魔ま剣けんグラムを使う戦い方に変化を生んでおり、剣のインパクトの瞬しゆん間かんに莫大なオーラを乗せるという方法でパワー不足を大いに補っていた。

　現に美猴が──木場の剣の連打に押されてきたのだ！　距離を取って遠くより棒を伸のばそうとするが、それを神速で躱されて、背後か横合いを取られ、そこから斬きり込まれていく！　時折、三段突きも混ぜて、美猴の回かい避ひ能力を上回った！

　ついには美猴の如意棒が砕ける！

「俺っちの棒が!?　クソッ！」

　しかし、耳に指を入れて、二本めの如意棒を取り出して構える美猴。

　木場が大きく息を吸い、体勢を整え、龍騎士を消してから、周囲の路面から聖魔剣を無数に生やす！　美猴は回避行動に移るが、瞬時に間を詰つめた木場が聖魔剣で覆ったグラムを振ふり下ろしてくる！　インパクトの瞬間にパワーを乗せるものだから、受け止める美猴は踏ん張るしかない！

　美猴が吼ほえる。

「チィィッ！　優やさ男おとこの兄ちゃんがパワーを覚えるなんてなっ！」

　木場が不敵に笑う。

「猊下の鍛え方は尋じん常じようじゃなくてね。パワーとスタミナを生み出すには食事と日常生活から変えなければならないって教えさ！　おかげでインパクトの瞬間だけパワープレイができるようになったよ！」

　木場が言うように、当たる瞬間にだけパワーが加わる戦い方は、テクニック重視の木場にとって好相あい性しようだ。普ふ段だんは技術で戦い、決めるときにパワーで攻せめられるのだから──。

　……猊下の教えによって、俺の親友兼けんライバルはとんでもない進化をしそうだ！

　ストラーダ猊下対アーサー、木場対美猴の戦いはまだまだ続きそうだった。

　別の場所では──驚くべき変化が起こっていた。公園から、莫大な紫色の炎が上がっており、それが巨大な天使の姿になっていく！　あれは……リントさんの禁手バランス・ブレイカーか!?

　雷鳴も盛大に轟とどろくなかで、朱乃さんも上空から、どデカいサイズの雷らい光こう龍りゆうを眼下の公園に放っていく！　ルフェイが強固な防御型魔方陣でそれを迎え撃つ格好になっていた！

　公園での戦いも過熱するばかりだ！

　その一方で、ヴァーリ対クロウ・クルワッハは、フィールドを破壊しそうな勢いで戦いを広げている。

　ヴァーリの魔王化を初めて見たが……とんでもない質量のオーラをまとってやがる！　魔力砲ほう撃げきだけで風景を軽く吹ふっ飛ばしてやがるぞ！　周辺の建物なんて、もう無くなってしまい、広こう範はん囲いが更さら地ちになっていた！

　パッと見、俺の龍りゆう神じん化かよりヴァーリの魔王化のほうが上なんじゃ!?

『引けを取らないところもあるが、総合力ではあちらのほうが現状上だろうな』

　──と、ドライグにも言われてしまった。

　そして、クロウの攻こう撃げきもあまりに凄すさまじい！　ただの肉にく弾だん戦と火か炎えんとオーラ攻撃だけなのに、周囲のすべてを破壊し尽くし、フィールドにも影えい響きようを及およぼしている。

　ヴァーリもまともにそれらを受け止めずに流しているほどだった。

　激化の一いつ途とをたどり、決着するよりもフィールドの崩壊が先になりそうと思えるほどのドラゴン同士の攻こう防ぼう戦せん──。

　だが、勝負の行方ゆくえは違ちがうところで変化していた。

　実じつ況きようがまた吼える。

《あーっと！　ギャスパー選手の力をまとったリアス選手でしたが……闇やみの衣ころもが徐じよ々じよに剝はがれつつありますっ！》

　見れば大型になったフェンリルと戦う黒い……リアス？

　いま気づいたけど、あれリアスか!?　どうなってんだ!?　黒い闇のオーラだけど、同時に紅あかい滅ほろびのオーラも纏っているからリアスだと判断できた。

　額の赤い第三の目は──ギャスパーか？

「ギャスパーを……バロールをまとっているのか！」

　俺が問うと、アーシアが答える。

「はい、どうやら、リアスお姉さまの新技のようでしたが……扱あつかえる時間に限界はあったようでして……」

　黒い獣けものと化しているリアスは肩かたで息をしていた。

　黒いオーラが体から漏れており、しだいに力が落ちていくのがわかった。

　対する巨きよ大だいなフェンリルは、リアスとの戦いで傷ついていて、体から血を流していたが、まだまだ健在の様子だった。

　ゼノヴィアが苦く渋じゆうの顔で言う。

「ダメージはヴァレリーの神器セイクリツド・ギアで治せるが……」

　イリナが続く。

「体力までは回復できないものね。リアスさんのスタミナが切れたときが一番危険よ」

　リアスが、まだ崩ほう壊かいしていないビルの屋上に降り立ち、魔力を手元に込こめようとしたときだった。

　遠くの空より、飛来するものがあった──。よく見ればゴーレム、ゴグマゴグだ！　古代のゴーレムが、エンジンを噴ふかしながらハイスピードで向かい来る！

　実況が言う。

《おっとぉぉぉおおっ！　ここに来て、序じよ盤ばんに大破したゴグマゴグ選手が参戦ですっっ！　古代の兵器が持つ自己修復機能は、試合の大おお詰づめに間に合ったようですっ！》

　ゴグマゴグが、リアスにビームを放つ。リアスは手元に溜ためていたオーラで相そう殺さいするが──。

　フェンリルが遠とお吠ぼえをしたあと、近くにあった鉄パイプをくわえて、どこかに投げていく。

　パイプが近くのビルの壁かべに突き刺ささった。何の動作かわからなかったが──ゴグマゴグが鉄パイプが突き刺さったビルに極大のビームを放った！

　瞬間、ギャスパーの悲鳴が響ひびき渡わたる！

《ヴァレリーッッ！》

　ビームは容よう赦しやなくビルに大穴を開けた！

　刹せつ那な、審判アービターからのアナウンスが届く！

《『リアス・グレモリー』チーム、『僧侶ビシヨツプ』一名リタイヤ》

　──それは、ヴァレリーのリタイヤを告げる報告だった。

　そうか、リアスはいざというときの回復要員になるヴァレリーをあのビルに隠かくした。

　でも、フェンリルは察知していたんだ。それをゴグマゴグに伝えた。あのゴーレムも狼おおかみのパスをきちんと汲くむなんてなっ！

　ヴァーリチームは魔物も兵器も無言で見事な連れん携けいができる！　驚きよう愕がくの事実だった。

　実況が吼えた。

《凶悪な威力の光線ッッ！　ここに来て、ヴァレリー・ツェペシュ選手がリタイヤです！　リアス・グレモリーチームは回復手段を失ったッッ！》

　ヴァレリーを倒たおしたゴグマゴグが、宙を飛びながら、リアスに照準を合わせた。これにフェンリルも追つい随ずいし、リアスに構えた。

　どちらもまだ十分に戦えるだけの力を残している。

　俺が表情を険しくさせながら言った。

「いくら今のリアスが強大でもフェンリルとゴグマゴグ、同時に二体の相手は──」

　このままでは負ける──そう思ったときだった。

　ビルとビルの間を蹴けって跳はねながら、駆かけつける者がいた。

『姫ひめ君ぎみ！　加勢するぞ！』

　──ヴァスコ・ストラーダ猊げい下かだった！

　これには俺も会場も実況も沸わいた！

《来たぁぁああああああっ！　ヴァスコ・ストラーダ選手が、ここに来て到とう着ちやくです！》

　なんてこった！　猊下がリアスのピンチに駆けつけてくれたぞ！　うわっ、彼女のピンチに颯さつ爽そうと現れた老剣けん士しの姿に俺はえらく感動してしまった！

「アーサーのリタイヤ報告はあったのか!?」

　俺が訊く。ここに猊下が来るということは、勝負が決したと思ったのだが──。

「いや、リタイヤまではいかなかったようだが──」

　ゼノヴィアの視線を追うと、アーサーを映す映像に行き着く。アーサーは路面に倒れ込み、もう立てない様子だった。完全に体力が尽つきている。

　あの様子じゃ、もう動けそうにないな。あのアーサーが、スタミナ切れか。

　ストラーダ猊下がリアスを守るようにビルの屋上に降り立ち、フェンリルとゴグマゴグに視線を配らせる。

『狼か、人形か。あるいは両方か』

　聖せい剣けんを構える猊下だったが──。

　闇のオーラ──ギャスパーが、リアスから離はなれていく。闇の形態から、通常のリアスとなるが……その瞬間にリアスは屋上に倒れ込んでしまった。

　息も荒あらく、もう立てない様子だった。

　闇のギャスパーが言う。

《リアスお姉ちゃ……うちの『王キング』はもう限界です。リタイヤを告げたいと思います》

　それは、ギャスパーからのリタイヤ報告だった。

　これにリアスは声も絶え絶えで物申す。顔色が……酷ひどく悪い。

『……ギャスパー、何を言うの……』

　闇のギャスパーは首を横に振る。

《この技わざは……これ以上危険です。大会での今後の動きを考えれば、ここで退いておかないとすべてがダメになる……。お願いです、リアスお姉ちゃん。これ以上は……》

　ギャスパーの説得。リアスの体調が悪そうなのは、誰だれの目から見ても明らかだった。

『…………くっ……』

　無念の声を出すリアス。荒い息のまま、十数秒ほど経過したときだった。

『……私の負けよ』

　リアスが──自分からリザイン、投とう了りようを告げたのだった。

　実況が叫さけんだ。

《なんとなんとなんとぉぉおおおおっ！　リアス選手が、自らリタイヤ報告を宣言しましたぁぁぁああっ！》

　すぐに審判からのアナウンスが届く。

《リアス・グレモリー選手のリザインの宣言を受じゆ諾だく。試合終了ですっ！　勝者、「明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう」チームッッ！》

　──っ。……言葉もない俺たち。

　ゼノヴィアをはじめ、仲間たちも静かに瞑めい目もくしていた。

　……あのアーサーを追い詰め、黒歌が倒れ、美猴が苦戦し、ゴグマゴグが一度は壊こわれ、真のフェンリルがダメージを負った……。

　すげえ戦果だよ。最強と称しようされた白龍皇のチームが、ここまでの打撃を受けた。

　俺は──拍はく手しゆを打ち鳴らした！　これに仲間たちも続き、そして観客にまで伝でん播ぱし、会場を覆おおい尽くすほどの拍手となった。観客はスタンディングオベーションとなる！

　映像のヴァーリとクロウも互たがいにボロボロのまま、勝負を止やめていた。

　鎧よろいの端はし々ばしを壊され、肩で息をしながらヴァーリが言う。

『……このような形で終わるとはな。これも勝負の流れか』

　頭部から流れる血を拭ぬぐいながらクロウが答える。

『ふっ、やり足りないのは確かだが、久方ぶりに楽しめたのも事実。なに、大会はまだまだ続く。勝ち進めばまたやれるのだろう？』

『ああ、その通りだ。そういう理り屈くつの大会である上に、今大会がダメでも、次の大会もあるだろう。それ以外でも、やろうと思えばいつだってな』

　これにクロウが豪ごう快かいに笑った。

『ふははははははっ！　いい時代になったものだ。公おおやけにおまえや赤せき龍りゆう帝てい、他ほかのドラゴン、さらに神々とまで戦えるのだからな。最初はただの戯ざれ事かと思ったが……考えてみれば戦いを望む俺やおまえにとっては、これ以上にない催もよおしか。……ルールだけが邪じや魔まだが』

　肩をすくめるヴァーリ。

『ま、慣れも必要だろう』

　ヴァーリがクロウに近づき、握あく手しゆを求めるが──クロウは笑えみでパシンと弾はじいて、リアスのいるほうに飛び立っていった。

　握手を弾かれたヴァーリは、おかしそうに笑うのだった──。




　　　　─○●○─




　試合が終わり、俺たちは医い療りよう室を訪おとずれていた。

　体調を崩くずしたリアスが、運ばれたためだ。

　精密検査を終え、医療室に戻もどってきたリアス。どうやら、ギャスパーのバロールの力に当てられたことと、体力と魔力が尽きたこと、それらが合わさって倒れてしまったようだ。

　ベッドに横たわるリアスは、頰ほおを膨ふくらませていた。

「……負けた姿をイッセーたちに見られるなんて……」

　俺はリアスの手を握にぎる。

「いやいや、ギャスパーとの合体技があったとはいえ、あのフェンリル相手に最後まで戦えたのはすげえよ」

　本音だ。去年、俺たちはあのフェンリル相手にどれだけの戦力を投入したか。

　そう考えると、リアスの新技は驚きよう異い的だ。とはいえ、巨大フェンリルはあの状態でもまだ本来の八割ほどだという。

　ちなみに隣となりのベッドには先にリタイヤしていた黒歌やヴァレリーも寝ねていた。

　ヴァレリーは一いち撃げきでリタイヤだったため、目立った外傷もなかったが、念のため、休んでいる。

　黒歌は小猫ちゃんとずっと戦っていたので、体力を回復させるため、寝ていたほうがいいはずだが──。

　背中から俺に負ぶさり、甘えモードに入っていた。

「私もお嫁よめ候補になったにゃん♪　イッセーイッセー、今度、式場を探しましょうよ」

　そんな黒歌を俺から離しながら、小猫ちゃんがリアスに言った。

「リアス姉さま。ひとつ決めたことがあります」

　決意した表情で小猫ちゃんが主あるじであり、姉でもあるリアスに告げる。

「──私は、あの頃ころの名前を……『白音』を取り戻したいと思います」

『──っ！』

　これには俺だけじゃなくて、皆みんなが驚おどろいていた！　黒歌も突とつ然ぜんのことに度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　リアスだけは冷静に受け止めて、ベッドから上半身だけ起こして言う。

「そう、ようやく決着がついたのね」

　小猫ちゃんが控ひかえめに訊きく。

「本名を『白音』に、『小猫』をもうひとつの名前にしていければいいかなと思うのですが、許してくださいますか？」

　リアスがやさしい表情で言う。

「許すも何もないわ。あなたがそう感じたのなら、それでいいの。それが一番なのよ。──白音」

　小猫ちゃんを引き寄せて、抱だきしめるリアス。小猫ちゃんも胸のなかでうれしそうに微笑ほほえんでいた。

「はい、リアス姉さま」

　小猫ちゃんが言う。

「けれど、リアス姉さまからいただいた名字も捨てられません。ですから、今日から公では『塔とう城じよう白音』と名乗らせていただきます」

　塔城白音──。……いい響きだな。

　これに黒歌も挙手して言う。

「じゃあ、私もそれに倣ならって『塔城黒歌』ってことでいいのかしら？　名字があるのも乙おつにゃん」

　リアスが「はいはい」と苦く笑しようしていた。

　でも、黒歌は舌をペロリと出して言う。

「『兵藤黒歌』でも十分にいいんだけどね♪」

　小猫ちゃん──いや、白音ちゃんは、今度はレイヴェルに礼を告げた。

「──ありがとう、レイヴェル。私たちの試合を守ってくれて」

「いいえ、私のほうこそ、お役に立てて光栄でしたわ。こね……白音さん」

　白音ちゃんが親友の手を取る。

「白音でいいよ。私たちは友達だもの」

「──っ。……はい、白音」

　俺が白音ちゃんに訊く。

「俺も白音ちゃんと呼んだほうがいいよね」

「いままで通り、小猫で構いません。そちらも私の名前ですから。ただ──」

　もじもじしながら彼女は言う。

「……公の場とか、式とかでは、本名の白音と呼んでください……」

「わかったよ。白音であり、小猫ちゃん！」

　白音ちゃんだけど、小猫ちゃん！　小猫ちゃんだけど、白音ちゃん！

　たまに間ま違ちがえてしまうかもしれないけど、どちらも小猫ちゃんで白音ちゃんか。

　敗北したとはいえ、どこか充じゆう足そく感を得ているようなリアスチームの面々。

　ストラーダ猊げい下かも元の年ねん齢れいに戻り、医療室の隅すみで豪快にスポーツ飲料のペットボトルを何本も呷あおっていた。リントさんもお疲つかれのようで、空いたベッドで寝ていた。

　ちなみに幾いく瀬せさんのチームは事が終わったあと、状じよう況きようの説明をするため、関係各所を回る任務に就ついた。相変わらず忙いそがしそうな方々だ。

　レイヴェルがふと言う。

「イッセーさま、誰かを守るための戦い……。間近でイッセーさまたちの戦いを見ていたはずなのに、私が忘れていた大事なもの……。白音と黒歌さまを守る戦いは、私のなかで忘れていた大切なものを呼び起こしてくれたように思えます」

　これにビナー氏が言う。

「レイヴェルさん、それはきっと『王道』と呼ばれる戦いのことです。私たちの『王キング』が最も輝かがやける道筋──。おっぱいドラゴン──兵藤一誠さんの隣に立つのなら、それを決して忘れてはいけません」

　感じ入るところがあったのか、レイヴェルは感動した様子でうなずいた。

「……ビナーさま……。はい！」

　試合の裏で戦った対死神グリム・リツパーとの防衛戦は、レイヴェルのなかの何かを大きく進展させたように思えた。

　──と、小猫ちゃんとレイヴェル、後こう輩はいたちの成長と進展に満足な笑みを見せた俺だったが、ふと小猫ちゃんが俺の前に立つ。

「イッセー先せん輩ぱい、少し屈かがんでください」

　言うなり俺が身を屈める。目線が同じ位置になった。

「これで、どうする──」

　小猫ちゃんの唇くちびるが俺の唇に重なった──。

　彼女からの──キスだった。唇の先が重なるだけのやさしいキスだったけど、小猫ちゃん……白音ちゃんは顔を最大限にまで紅潮させていた。

「私のファーストキスです」

　これに黒歌が叫ぶ！

「あー、ずっこいにゃんっ！」

　黒歌が俺の顔をぐいっと引き寄せて、強引に唇を重ねやがった！　それだけに留とどまらず舌まで入れようとしたところで、今度は白音ちゃんが俺を黒歌から奪だつ還かんして叫ぶ！

「黒歌姉さまは強引すぎます！」

　言うなり、白音ちゃんが俺に再びキスをする！　さらに黒歌が俺をまたまた引き寄せて、唇を奪うばっていく！

　それに今度はアーシアたちが飛び込んで来た！

「イッセーさんとのキスはこれ以上ダメです！」

　イリナとゼノヴィアも続く！

「そうよ！　私たちとの回数を超こえられてしまうわっ！」

「こうなったら、ここでイッセーとのキスの回数を稼かせぐぞ！」

　五人の間で俺の引っ張り合いになってしまった！

　これを見ていたリアスが呆あきれつつも、

「私もイッセーのキスがあれば回復が早くなるかも」

　などと言いい　朱乃さんも──、

「あらあら、あとで私も参加しますわ」

　と、ここからさらに乗る気まんまんだった！

　俺、幸せだけど、体が保もたねぇよっ！　七人だぞ七人っ！　幸せだけど、体はひとつだからねっ！

　ふいにじいちゃんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。




　──イッセー！　ハーレムだぞ！　ハーレムを実現するんだ！　かわいい娘がいたら、プロポーズしろッ！　かわいい娘にプロポーズされたら迷わずゲットしろよッ！




　拝はい啓けい、天国のおじいちゃんへ──。

　俺、ハーレム王を目指してがんばるから、あっちで見守っていてくれぇぇぇぇッッ！







　　　New Life.







　リアスチーム対ヴァーリチーム、タナトス一派との戦いから数日後──。

　俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの面々は、「王たちの戯たわむれ」チームとの試合を目前に控えて、兵ひよう藤どう家のＶＩＰルームに集つどっていた。

　重要なお客さまを招いたからだ。──グリゴリの現総そう督とくであるシェムハザさんだった。

　シェムハザさんは、隔かく離り結界領域に行く前にアザゼル先生たちより頼たのまれていたモノを持ってわざわざここまで来てくれたのだ！

　シェムハザさんはＶＩＰルームのテーブルの上に堕だ天てん使し式の転移魔ま方ほう陣じんを展開し、そこより複数のアタッシェケースを取り出した。

「集めるのに時間がかかってしまいましたが、これらがサーゼクス・ルシファーさま及およびミカエルさま、そしてアザゼルが各陣じん営えいに働きかけていたものです」

　ひとつめのアタッシェケースが開け放たれた。

　──一本の長ちよう剣けんが収まっていた。

　聖なるオーラが静かにたゆたう聖剣だ。けど、悪あく魔まが感じる聖剣独特の悪お寒かんは覚えない。というか、この波動は……俺にとって慣れ親しんだものだ！

　俺が左ひだり腕うでに視線を移すと、シェムハザさんも笑んでいた。

「ええ、この剣は和平後に三大勢力の諸もろ々もろの技術を結集して作った最新の剣──アスカロンⅡです」

　──アスカロンⅡっ!?

　アスカロンの二代目ってことか！　そんなのが用意できるんだな……。ストラーダ猊下が持っていた聖剣もデュランダルⅡだったし、教会の錬れん金きん術じゆつは各勢力の技術を得てから一気に高まっているように感じるぞ！　技術革新が起こったんだろうな……。

　シェムハザさんがアスカロンⅡを取り出して説明をくれる。

「聖剣というよりは、ドラゴンの波動をまとった一本……兵藤一いつ誠せいくん専用の一ひと振ふりと言っていいでしょう。アスカロン以上にキミのオーラと波長が合うよう鍛きたえられています」

　手て渡わたされた俺だが……。うん、なんだか、手に吸い付くように馴な染じむ！　この感かん触しよくは、左腕の籠こ手てと同化した初代アスカロン以上の適応ぶりかも。俺のオーラと素す早ばやく同調したもんな。

　ドライグが言う。

『相棒、空いている右腕に装着させようか』

　左腕は収まっているもんな。かといって俺が剣を振るうには、剣の才能があまりになさ過ぎるし……。初代同様に籠手に収めて、いつものように殴なぐる要領で使ったほうが賢けん明めいだろう。

　俺は右腕に赤龍ブーステツド帝・ギア・の鎧スケイルメイルの籠手部分だけ形成させて、アスカロンⅡを握にぎった。ドライグの手助けのもと、意識を集中させると──赤い閃せん光こうが発生した。

　光が止やむと、アスカロンⅡは手元から消えていた。俺がその場で拳こぶしを握って力を込こめると──初代アスカロンのように右腕の籠手から聖なる刀身が出現する。

　何度も刃やいばを出し入れさせながら、俺がシェムハザさんに言う。

「俺、木き場ばやゼノヴィアみたいに二刀流は辛つらいと思いますけどね」

　左右の籠手に聖剣が収まったので、やろうと思えば同時に出して振るえるだろうけど、そこまで器用に扱あつかえるとは思えなかった。

　シェムハザさんが言う。

「しかし、両腕に一本ずつ剣が収納されていれば、何かあったときの対応手段にはなるでしょう。左が塞ふさがれるという事態もあり得ます」

　確かに。備えあれば憂うれいなしってやつかな。

　シェムハザさんは、次のアタッシェケースを開ける。

　そこに収まっていたのは古ぼけた杖つえだった。威い光こうのある作りには見えるけど……。

　これに酷ひどく仰ぎよう天てんしていたのはロスヴァイセさんだった。ケースの前に陣じん取どり、マジマジと杖をガン見している。

　シェムハザさんが杖を取り出して、ロスヴァイセさんに手渡しつつ言った。

「こちらはミスティルティンの杖です」

「や、やっぱり！　故郷で見たことがありましたから！」

　訝いぶかしげに思っている俺にレイヴェルが説明をくれた。

「強大な魔法力を有するアースガルズきっての魔法武具ですわ」

　アースガルズの魔法武具っ！　強大な魔法力ってことは、まさにロスヴァイセさんにとって打って付けの道具ってことかな。

　シェムハザさんが言う。

「邪じや龍りゆう戦せん役えき時に『Ｄ×Ｄデイーデイー』用に一本新たに作ってもらうよう打だ診しんしていたところ、戦後にようやく完成しました。あの戦いくさには間に合わなかったのですが……ロスヴァイセさんの魔法力を補助してくれるでしょう」

　とうのロスヴァイセさんは恐おそれ多いように杖を持っていた。

「……補助どころか、これだけあれば十分なのでは……？　神クラスが持つアイテムですよ……？」

　そ、そんなにすごいアイテムなのか！　神クラスのアイテムって……。まあ、邪龍戦役のときは、本当にすごい事件が連発して起こっていたので、北ほく欧おう神話側もその手のアイテムを作らざるを得なかったんだろう。

　シェムハザさんが三つ目のケースを開けると……そこには鞘さやのようなものが収まっていた。

　……聖なるオーラを感じる。これは聖剣の鞘か？　初めて見る鞘だけど、どこか覚えのある雰ふん囲い気きというか、装そう飾しよくというか……。

　つーか、このオーラ、俺は知ってる！

　皆みんなが鞘にマジマジと視線を送っていたが、俺以外は──、

「……え？　本当に？」

「……いや、しかし、そんなわけが……」

「……ですが、このオーラはそうとしか……」

　イリナ、ゼノヴィア、ロスヴァイセさんが仰天した表情で我が目を疑っている様子だった。

　シェムハザさんが、皆の反応を見て小さく笑った。

「ふふふ、ずっと注目していますね。そう、これがゼノヴィア・クァルタさん用のアイテムです。──エクスカリバーの鞘ですよ」

『やっぱりッッ！　すごいッ！』

　シェムハザさんの言葉に俺以外の全員が声を上げてビックリしていた。

「……エクスカリバーの鞘って、すごいのか？」

　俺がそれとなく訊きいてみるが、レイヴェルが興奮した様子で顔を近づけて言う。

「イ、イッセーさま！　エクスカリバーの鞘といえば、エクスカリバーの鞘ってことなのですわ！」

　これにイリナも全身と声を震ふるわせながら言う。

「イッセーくん！　これ、とんでもないアイテムなのよ！　すごいの！　まさか、見つかるなんて……っ！」

「これこそがエクスカリバーの本体とさえ言われるほどです」

　ロスヴァイセさんもいろんな角度から鞘に熱い視線を送っていた。

「伝承のなかで消失していたと聞いていたのですが……このタイミングで見つかるなんて……っ！」

　レイヴェルの言葉にシェムハザさんが答える。

「ある程度の場所の見当はついていたのですが、宗教が混在して争い合っている地域にある地下の遺い跡せきに封ふう印いんされていたそうでしてね。各勢力の神々が和平をしなければ、その土地に調査隊を派は遣けんできなかったでしょう」

　……複雑な経けい緯いがありそうな鞘だな。各勢力の和平がなかったら、再び日の目を見ることがなかったのか……。いろいろな要素が合わさってここに持ってこられた逸いつ品ぴんだな。

　ゼノヴィアが感かん慨がい深そうに鞘を手に取った。

「……これがあれば神クラスが相手でも食らいつけそうだね」

　これにイリナがクスッと小さく笑った。

「敬けい虔けんな信徒にあるまじき発言よね」

　ゼノヴィアは肩かたをすくめた。

「私たちが戦う神は、私が信じている神とは違ちがうからいいんだ」

　デザートは別腹的な解かい釈しやくだな！　ま、まあ、ゼノヴィアとイリナは元からそういうところあるからな。変な割り切りというか。ま、本当に大会に参加している神クラスは、彼女たちが信じている神とは違うし、その辺いいのかな。

　これだけのアイテムを用意してもらった上で俺は遠えん慮りよがちにこう述べる。

「俺たちばかりがこんな装備を持ってていいんですかね？　他ほかにも大会に参加しているヒトはたくさんいるっていうのに」

　神滅具ロンギヌスや伝説の聖剣とかを持っている俺たちが言うのは今いま更さらかもしれないけど、それでも伝説のアイテムなどを提供してもらうのは、他のチームに対してちょっと気が引けてしまうところはある。

　シェムハザさんが微笑ほほえむ。

「あちらもあちらで、所属している組織及び神話の助力は得ています。和平は成っているのですからね。ただ、こちらはテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』という建前があり、大会以前から武力の強化を進めていました。これらのアイテムはあなたたち専用のアイテムであり、対テロリスト用の兵力でもある。これらを見せることで、対外的にテロリズムを未然に防ぐ意味もあるのですよ。批判する勢力もあるでしょうが……邪龍戦役の二の舞まいになりたくない神が大勢ではないでしょうか」

　そういう意味合いもあるのか……。

　ま、曹そう操そうも帝たい釈しやく天てんの加護を受けているし、デュリオたちも天界からのバックアップを受けてるから、深く考えすぎると戦えなくなってしまいそうだ。

　レイヴェルがシェムハザさんに礼を言う。

「シェムハザ総そう督とく、これだけのアイテムをいただきまして、まことにありがとうございます。『Ｄ×Ｄデイーデイー』としても、大会参加者としても生かしていきたいと思っております」

『ありがとうございます』

　俺たち全員からもあらためて礼を述べた。

　シェムハザさんが「いえいえ」と控ひかえめな返事をされるなかで、ドアがふいにノックされた。

「失礼します」

　入ってきたのは──木場だった。険しい表情をしていた。

　木場が「終わった？」と訊いてくるので、「大体は」と返すと、こう切り出す。

「大変だよ。──優勝候補の一角、マハーバリ神のチームが劣れつ勢せいだ」

　その報告に俺たちは顔を見合わせた。







　俺たちが転移魔ま方ほう陣じんで向かったのは、阿あ修しゆ羅ら神族の王子──マハーバリさんのチームが試合をしている堕だ天てん使し領の「アザゼル・スタジアム」だった。バラキエルさんのチームと戦ったところだ。

　兵藤家に住まう者を中心にここに飛んできたが、その足で観客席に向かう。通路口にはすでにヴァーリも来ていた。

　ヴァーリがそこから、スタジアム中央に設けられた空中の投とう影えい映像を見上げていた。

　俺たちもそれに視線を送る。

　フィールド内の様子が映し出されていた。

　遺跡を舞ぶ台たいにしたゲームフィールドのようだが……破は壊かいし尽つくされた遺跡の中央で、阿修羅神族の王子たるマハーバリさんが、地に膝ひざを突ついていた。

　体はボロボロであり、息も荒あらい。

《なんということでしょう！　優勝候補の一角と称しようされるマハーバリ選手が、地に膝を突いております！　それをさせた者が──凡ぼん庸ようなチームに突とつ然ぜん参戦してきた謎なぞの選手たちィィィッ！》

　実じつ況きようもあまりの光景に興奮の様子だった。

　マハーバリさんの視線の先にいるのは──二人の人ひと影かげ。

　一人は女性だ。というより、見た目は俺たちと同い年ぐらいの女の子。快活そうな雰囲気で、翡ひ翠すい色の長ちよう髪はつをしていた。

　もう一人は男性だ。赤しやく銅どう色の髪かみの色をしており、オールバックにしていた。長身だが、体格は非常に良く筋肉質だ。あまり感情を出していない、クールな面おも持もちをしている。歳としも見た目から察するに俺たちと同じぐらいか、ちょっと上ぐらいだろうか。

　この二人は負傷しているマハーバリさんと違い、無傷だった！

　マハーバリさんのチームは、阿修羅神族が多い。戦せん闘とうに関しては神クラスでもトップクラスの布ふ陣じんだ。

　会場のスコアボードを見れば、マハーバリさん以外のメンバーが大分リタイヤしている！

　赤銅色の髪の青年は、マハーバリさんの横にある旗を取り上げる。

『フラッグをもらう』

　旗の取り合いをするルールだ。来る前に確かく認にんしたけど、今回のルールはスクランブル・フラッグの系統だったはず。

　赤銅色の髪の男が旗を取り上げた瞬しゆん間かんに審アー判ビターからのアナウンスが届く。

《勝者──『ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング』チーム！》

　それは、謎の少女と青年のチームの勝利を告げるものだった──。

　このとき、マハーバリさんは大会初の敗北を喫きつした。







　あまりのことに俺たちは試合が終わったあとも、会場をあとにはせずに詳くわしい状じよう況きようを知るため、関係者席のほうに向かっていた。

　リアスが言う。

「私も最初流し見だったのよ。どうせ、マハーバリが勝つとばかり思っていたものだから。何せ相手はここまでずっと連敗をしていたチームだったのだもの。そうしたら、十数分後に祐ゆう斗とが試合を見てくれと言ってきたの」

　リアスは試合が番ばん狂くるわせだとすぐに理解して、俺たちを呼んだのだ。

　会場に設置されたＶＩＰ用の観戦ルームに親しい関係者がいるかもしれないとリアスは、そっちに足を運ぶことにしたのだった。

　スタッフを見つけ、このスタジアムにどんなＶＩＰが来ているか確認しているときだった。

　──ッッ！　突然の言い知れないプレッシャーが俺たちを襲おそった！　一瞬で底冷えするほどの重圧！　かつてないほどの不気味なオーラを俺たちは感じ取ってしまった。

　皆が一いつ斉せいに背後に振ふり返る。

　──そこには、先ほど試合で戦っていた翡翠色の髪の少女と、赤銅色の髪の青年が立っていた。

　二人からは……底がまるで見えない異質すぎるオーラを感じてならなかった。

　歴戦の仲間たちもプレッシャーによって、頰ほおに汗あせを伝わらせ、生なま唾つばを飲み込んでいた。

　彼らがこちらに歩み寄る。

　翡翠色の髪の少女が、軽かろやかな足取りで俺たちに近寄り、無む邪じや気きな笑みを見せた。

　俺と──ヴァーリに視線を投げる。

「はじめまして、『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』さん、『白い龍バニシング・ドラゴン』さん、それに強い皆みなさん。──私はヴェリネよ」

　ヴェリネと名乗った少女は、うしろの青年を指して言う。

「あっちは──バルベリス」

　……青年がこちらに視線を向けるだけで、体の底から震ふるえるほどの畏い怖ふを覚えてならなかった……っ！

　なんだ、こいつのオーラは……ッッ！　こ、こんな、デタラメに底が見えないオーラがあるってのか……ッ!?

　これは俺だけが感じ取っているものなのかと隣となりのヴァーリにちらりと視線を移すが──奴やつも額に汗を浮うかばせるほどだった！

　あのヴァーリが、バルベリスって男にここまでプレッシャーを感じているなんてっ！　どんな強者でも不敵な笑みを浮かべて喜んだ戦バト闘ルマ狂ニアが……っ！

　俺たちの様子をおもしろおかしく見ていたヴェリネは、クスクスと笑いながら、自然にこう漏もらす。

「うふふ♪　私とバルベリスね。──どうやら、『超ちよう越えつ者』みたいなの」

『──ッ!?!?』

　その情報に全員が驚きよう愕がくする！　当然だ！　突然、超越者発言するなんてよ！　けど、試合の結果と、この重圧から察するにそれは真実だろう！

　俺もリゼヴィムや本気のサーゼクスさまを見ている。ここにいるメンバーもリゼヴィムを見ているし、魔ま獣じゆう騒そう動どうの折にアジュカ・ベルゼブブさまの戦いを見た仲間もいると聞く。

　全員が、彼女の発言に疑問を持たなかった。

　ヴェリネがこう言う。

「変なチーム名でしょ？　なんか、それっぽいのを寄せ集めて名付けたみたいだけれど、チーム名なんて飾かざりみたいなものよね」

　無邪気に笑う彼女。こんなに快活な少女が発しているオーラも、底が知れないものだ。

　バルベリスと呼ばれた青年が、無感情で言う。

「神と戦ったが……それほどではなかった」

　途と端たんに鋭するどい目つきで俺とヴァーリを射い貫ぬいた！

「──歴代最強とされる二に天てん龍りゆうならば、俺たちが戦うに値あたいするのだろうか？」

　ゾクゾクと底冷えするほどの感かん触しよくを覚えてしまう。ビビっちまうけど、反面、こんなに強そうな奴に求められて、男としてうれしいというか、光栄というか……ッ！

　これにはヴァーリもようやく不敵な笑みを浮かべていた。

　俺たちの間を通り過ぎながら、バルベリスが言う。

「試合で当たるのを楽しみにしている」

　青年のあとを追いながら、ヴェリネが俺たちに手を振って去って行った。

「じゃあね♪」

　二人がその場から過ぎ去ったところで、俺たちはようやく「ふはーっ！」とまともに息をつけることができた！

　リアスが大きく息を吐はきながら言った。

「……正しよう真しん正しよう銘めいの化け物ね。息ができなかったのは、久しぶりだわ……ッッ！」

　俺がヴァーリに問う。

「ヴァーリ、どうだ？」

　ヴァーリは彼らがこの場から去っても、彼らが歩いていった方向に視線を向けていた。

「……悪あく魔まなのは間ま違ちがいない。ただ……恐おそろしいほどに強いな、あれらは……ッッ！」

　これにアルビオンとドライグも続く。

『あの者たちは……。一体、どうなっているのだ……？』

『あんなものが、いままで隠かくれていたというのか……』

　大だい胆たん不ふ敵てきな二天龍がそんなことを言うほどなのだから、恐るべき者たちの登場ってことなんだろうさ。

　ったく、大会を進むのも楽じゃないな。もうすぐ、ヴィーザルさんたちとの試合があるってのによ！

　神クラスとは別の驚きよう異い的な存在を前に俺たちは、この大会の真の難しさをあらためて痛感するのだった──。




　　　　─○●○─




　アザゼル・スタジアムに来て、新たな敵との遭そう遇ぐうもあったところで、俺たちはバルベリスとヴェリネチームの情報を会場で集め出していた。

　リアスやレイヴェルが関係者から、選手側が知れる範はん囲いの情報を聞いているときだった。

　突とつ如じよ、連れん絡らく用魔ま方ほう陣じんがロスヴァイセさんのもとに届き、それを見たロスヴァイセさんがその場で驚おどろいて、力なくペタリと床ゆかに座り込んでしまった。

「…………えぇぇぇぇぇぇええぇぇぇ……」

　そのような困こん惑わくに包まれた声を出していた。

「ど、どうかしたんですか、ロスヴァイセさん？」

　俺が歩み寄ると、一度ビックリしたあと、視線をずらしてしまった。

「…………そ、その……い、言いにくいことなんですけど……」

　大きく息を吐いたあとで、ロスヴァイセさんは意を決して言う。

「……故郷アースガルズからの頼たのみ事で、お、お見合いがセッティングされそうとのことです。うちの祖母を強引に説き伏ふせたそうで……半ば、強制に近いものなのですが……」

　お見合いッ!?　ロスヴァイセさんが!?　北ほく欧おうの頼みで!?

　驚くしかない俺だったが、イリナが代わりに訊きいてくれる。

「お、お見合いって、お相手は……？」

　そう訊いている横で、朱あけ乃のさんが言う。

「あ、リアス。こちらにも北欧勢力から連絡が届きましたわ。これを」

　朱乃さんからの連絡用魔方陣を介かいして、リアスもそれを理解したようだ。

「……す、すごいことになっているわね！」

　リアスも当とう惑わく気味だった。

　ロスヴァイセさんがこう告げてくる。

「……お、お相手は、ヴィーザルさまです……っっ！」

　一いつ拍ぱく、間が空いたあとで、俺たちは声を揃そろえて叫さけんだ！

『主神と!?　お、お見合いぃぃぃぃっ!?』

　どうやら、三年生の一学期最後の事件は、とんでもないことになりそうだった！







　　　Artificial transcendental.







　地じ獄ごくの最下層──氷の地獄コキユートスにあるリゼヴィム・リヴァン・ルシファーの研究所において、冥めい府ふの神であるハーデスは地下施し設せつを増設させた。

　コキュートスよりも深く、深く掘ほり進め……地獄の最下層のさらに下に巨きよ大だいな研究施設を作り出していた。

　ハーデスは、親衛隊の死神グリム・リツパーのみを傍かたわらに置き、悪魔の母──リリスを用いて、実験を続けていたのだった。

　中央研究室こと広大なフロアには、大規模な培ばい養よう槽そうが設置されており、中には肉につ塊かい──リリスが入れられている。リゼヴィムの研究所から、そのまま培養槽ごと移送させた。

　そのあまりに広すぎるフロアの端はしから端まで置かれているのは、無数とも言える培養槽だった。これはリリスの巨大なものとは違ちがい、ほぼ通常サイズのものだ。

　通常の大きさの培養槽には、人間と変わりない姿のものから、獣けものの特とく徴ちようをとらえた人型の異形や獣そのものともいえるモノまで、様々な生命体が謎なぞの液体と共に入れられていた。

　それら培養槽の全部が、リリスの巨大な培養槽と太いパイプで繫つながっており、謎の液体はリリスから注入されているものだった。

　──培養槽に入れられた無数の生命体は、すべてが悪魔である。

　ハーデスは、リリスを眺ながめつつ、培養槽の悪魔たちに視線を配らせていた。

　冥府の神のもとに、静かに配下の死神グリム・リツパーが現れる。

　その死神グリム・リツパーがハーデスに報告を告げた。

《ヴェリネとバルベリスが、マハーバリのチームを破りました》

　報告を受けたハーデスは、笑いを発する。

《ファファファ。そうか、インドの神々を降したか。とんだバケモノどもだ》

　それは、先ほどのレーティングゲーム国際大会の試合結果だった。

　死神グリム・リツパーは、こうも続ける。

《タナトスさまの謀む反ほんにより、人工的に後天的な超越者にするという研究の成果は手に入らずじまいとなりましたが……》

《ファファファ、結局のところ、結実しなかったという技術だ。不確かなものを追い求め続けても仕方あるまい》

　そう断ずるハーデスのもとに、研究資料を携たずさえてきた別の死神グリム・リツパーが歩み寄る。その死神グリム・リツパーが、こう告げる。

《リリスに十万体に及およぶ悪魔を生ませ続けておりますが、現状で成功と言える被ひ検けん体は、１４７８４番、３６４０２番、５００１９番……それと、６１６１６番の四体です》

《ファファファ……『６１６１６』ときたのだからな》

　リリスを眺めながら、そう漏らすハーデス。

　リゼヴィムの研究所でリリスを発見したハーデスは、アポプス経由で入手していた『ルシファーの書』を用いて、リリスで実験を始めたのだ。

　秘ひ匿とくとされていたその書物には、初代ルシファーがリリスにどうやって悪魔を生ませていたかが記されており、悪魔の母がこのような肉塊に成り果てるまでを詳しよう細さいに記録させていた。

　初代ルシファーは、はじまりの悪魔たち──純血の悪魔一族に必ずいる「初代」と呼ばれる存在を作り出させた。

　この書物では、ルシファー以外の他ほかの四大魔ま王おうやメフィスト・フェレスなど、あの世代の悪魔たちが、リリスから生まれたのか、ルシファーと共に最初から存在したのか、そこまでは詳くわしく書かれてはいなかったが……大半の悪魔たちにとって、リリスこそが大本の母であることは間違いないようだった。

　その書物は、ルシファーの息子むすこであるリリン──リゼヴィムによって、現代解かい釈しやくもされていて、現在の科学、魔力、魔法に当てはめたときの悪魔の生産までが書かれていた。

　──とはいえ、リゼヴィム自身、方法だけしか書いておらず、実際の研究成果までは記していないあたり、実の母を使っての実験は行っていなかったようだ。それが邪じや悪あくな悪あつ鬼きに残された最後の良心かどうかは知れないが……。

　ルシファーとリリスは、元々術式と儀ぎ式しきをもって悪魔を生んでいたことがわかった。

　唯ゆい一いつ、ルシファーと交わって生んだ悪魔が──リゼヴィムだった、ということだ。

　ハーデスは、その書物をもとに、リリスを用いた悪魔の生産を始めたのだった。

　大量に用意された培養槽、そこに入っているモノたちが、その実験の成果である。

　普ふ通つうに生み出すのではなく、高出力で負荷をかけてリリスに悪魔を生ませた。そうすることで、最初から上級悪魔クラス以上の悪魔を生み出すことが可能だと、書物に可能性が示し唆さされていたためだ。

　最初のうちは、誕生した直前に息絶えるものが多かったが、多くの失敗を得て、ハーデスたちはトラブルなく、生み出すことを覚えていった。

　無事に生み出せた悪魔は、その実力を測るため、各勢力の僻へき地ちに混乱の元として送り込んだ。ほぼすべて現地の戦士、兵隊によって掃そう討とうされたようだが、ハーデスの命令をどこまで聞くかの実験としては十分な結果を残してはくれた。

　そして、高出力で生み出した悪魔は数百……数千を超こえて、数万の領域に入り、ついには思おも惑わくが結実する。

　──魔王クラス以上の悪魔を人工的に作り出したのであった。

　配下の死神グリム・リツパーが、実験の報告を続ける。

《１４７８４番ソネイロンと５００１９番グレシルは魔王クラス以上の計測結果が出ております。──そして》

　研究フロアの巨大モニターに、若い男女の姿が映された。

　それは、先ほどのレーティングゲーム国際大会にて、マハーバリのチームを破った若い男女の悪魔だった。

　死神グリム・リツパーがその二名の映像を見ながら告げる。

《３６４０２番ヴエリネ、６１６１６番バルベリスは異常とも言える数値を出しており……悪魔のカテゴライズからは逸いつ脱だつしたオーラを放出しています》

　いわゆる『超ちよう越えつ者』とされるものであった。

　そう、ハーデスはリリスを用いて、ついには『超越者』を人工的に作り出す実験に成功していたのだった。

《十万体で魔王級が二体、超越者級が二体か……。最上級悪あく魔まクラスは相当数生まれたことを含ふくめれば妥だ当とうな線であろうか。それともリリスだからこそ、高い確率だったのか》

《条件しだいですが、後天的に魔王クラスに転ずるであろう被検体が他に五体おります》

《ふむ。データを見る限り、１４７８４番ソネイロンと５００１９番グレシルも条件が整えば、超越者に転ずるやもしれんな》

　高出力で短期間に十万体以上を生ませた。理想の成功体は、四体のみ──。後々化けるかもしれないものを合わせて、九体用意できた。

　特に四体に対して、リリスが信号を発したのだ。解かい析せきした結果、それは名のようなものだった。

　これを受けて、魔王クラス（強）にはそれぞれソネイロン、グレシルと名付けられた。

　超越者には、女性体がヴェリネ。男性体には──バルベリスと名付ける。

　ハーデスが、男性──バルベリスの映像に目玉のない眼がん孔こうを向ける。

《……６１６１６番のバルベリス。規格外の化け物だ。単独で龍りゆう神じんに挑いどめるかもしれぬ存在が誕生するなどとはな……》

　バルベリスが生まれた瞬しゆん間かんにハーデスは寒気を覚えた。言い知れない莫ばく大だいで極限のオーラを、その悪魔が発していたからだ。明らかに逸脱した存在であった。

　ハーデスは、国際大会に参加登録させていた協力者（ルール上の『王キング』）にソネイロン、グレシル、ヴェリネ、バルベリスの四体を預けた。

　結果は──阿あ修しゆ羅ら神族の王子マハーバリのチームを降くだした。神クラスのなかでも戦せん闘とうに特化している阿修羅神族を倒たおしたことはあまりに大きい成果だ。

　反面、悪魔の『超越者』というイレギュラー体にあらためて戦せん慄りつする他なかった。

《リリスはいまだ生めるのか？》

　ハーデスがそう配下に訊きく。

《いえ、限界が近づきつつあります。崩ほう壊かいの状態が悪化しており、このままでは死し滅めつするでしょう》

　リリスは、発見したときよりも肉が崩くずれてきており、端はし々ばしが壊え死しを始めていた。初代ルシファーも自分の妻に無茶を強要させて、肉塊にしたのだろう。ハーデスはさらにそれ以上の無理をさせたわけだが……。

　ハーデスが笑う。

《見つけた状態ですでにあれほど崩壊していたのだからな。ファファファ、初代ルシファーは自分の妻をどれだけいじめぬいてオリジナルの悪魔どもを厳選したのだろうな》

　初代ルシファーも、強い悪魔のみを選んだはずだ。それらが初代の悪魔たちとなった。

　しかし、むかしといまと違うのは──『聖書の神』とルシファー自身が死んでいることだ。それにより、魔王クラスと『超越者』の誕生が高まり始めた。

　悪魔という種族は、初代ルシファーと『聖書の神』が死んだ影えい響きようで何かが外れたのかもしれないとハーデスは思し慮りよしていた。

　ハーデスが話題を切り替かえて、配下に問う。

《オルクスたちは、どう動いている？》

《オルクスさまは、あくまで中立を貫つらぬきたいとのことです。これに二代目のプルートさまも同調しております》

　それは一部の幹部の動向であった。ハーデスは冥府を離はなれて、ここに潜もぐり込んでいる。事情を話しても、不ふ審しんを抱いだくモノが出ても当然であった。

《プルートの跡継ぎは、私よりもオルクスに懐なついていたからな。仕方あるまい》

　ハーデスはオルクスたちの行動も、その一言で片付けた。敵に回ってもよし。そのときは、戦うまでのこと。

　そこに緊きん急きゆうの知らせを持った死神グリム・リツパーが訪おとずれる。

《ハーデスさま。──件くだんのタルタロスさまが、エレボスさまとニュクスさまを連れて、会談の席にお着きになるとのことです》

　その報告にその場にいた死神グリム・リツパーたちは色めきたち、どよめいた。

《──ッ！　おおっ、原初の神の一ひと柱はしらであらせられるタルタロスさまが乗ってくださったか！》

《同じく原初の神である暗黒神エレボスさまと夜の女め神がみニュクスさまの兄きよう妹だい神しんも動かれるというのか!?》

　タルタロス──。ギリシャ神話で、原初の神の一柱として数えられており、『奈な落らく』を意味し、そのものでもある。ハーデスがここに来てから声をかけていた神だ。

　暗黒神エレボスと夜の女神ニュクスも、ギリシャ神話で原初の神に数えられており、暗黒面を司つかさどる兄妹神である。死を司る神を数多く作り出しており、タナトスもエレボスとニュクスが作り出した一柱だ。ゆえにこの二柱も強大な存在だ。

《そのタルタロスさまからは、アンラ・マンユさまも召しよう喚かんするとの一報も届いております》

　どよめきは一層強まるばかりだった。戦慄を覚えている者たちすらいた。

《……ゾロアスター最大の悪神だと……ッッ！》

《邪じや龍りゆうアジ・ダハーカを生み出した悪の源……っ！》

　ハーデスは──くぐもった笑いを発する。

《そうなのであろうよ。──『Ｄ×Ｄきやつら』の守る平和が、苦痛に感じる神は必ずいるのだ》

　ゆえに先行して、去年に悪神ロキが反逆の狼煙のろしをあげた。あれはあまりに時じ期き尚しよう早そうの反逆であったが……心の底ではロキに同調していた神もいたはずなのだ。

　報告は喜ばしいものばかりではない。

《それと報告では、やはり北ほく欧おうのヘルさまとインド勢力にも連なる閻魔大王ヤマさまとは、パイプを繫つなげることは難しいとのことです》

　北欧神話で死の世界ニヴルヘイムを司るヘルは、かの悪神ロキの娘むすめでもあるが、先に起きた父親の反旗が原因で監かん視しが強まっていた。それ以前にもヘル自身がオーディンや『Ｄ×Ｄデイーデイー』を相手にちょっかいをかけたらしく、各勢力からの目は厳しくなっているだろう。

　ヤマこと閻えん魔ま大だい王おうは、帝たい釈しやく天てん──インドラ同様に仏教とインド神話、双そう方ほうに影響力を持つ神ではあるが……地じ獄ごくの主あるじたちのなかで、随ずい一いちの厳格な神であるためか、当初より協力には程ほど遠かった。

　ハーデスは特に気にもとめず、平然と答える。

《それらは、乗ってくれば拾いものだというレベルだ。タルタロスをはじめとした原初の神々、そしてアンラ・マンユだけで過分すぎるぐらいだろうて》

　戦力としては十分だ。すぐに会談の場を設けて、話を詰つめるべきだろう。

　だが、タルタロスたちが動くということは、赤せき龍りゆう帝てい──おっぱいドラゴンに呼応する原初の神が出てきてもおかしくはない。

　性と愛を司る原初の神──エロスと兵ひよう藤どう一いつ誠せいの接せつ触しよくはハーデスも憂ゆう慮りよしている。

　しかし、さわりとしては、バルベリスたちの勝利も含め、上々だ。

　ハーデスが、巨きよ大だいモニターの映像を切り替えて、とある者たちを映した。

　テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の面々、各勢力のＶＩＰといった者だ。ハーデスが、スケベな顔を映した兵藤一誠の映像に顔を向けながら言った。

《そうさな。最終的な目標は、各神話の主神。──そして、神滅具ロンギヌスの全所有者としよう。ついでに魔王ベルゼブブハエも潰つぶしておこうか》

　主の言葉に、その場にいた死神グリム・リツパーたちが呼応する。

《《《《《《《《《《ハッ！》》》》》》》》》》

　各勢力に徒あだなす存在に対たい抗こうして組織された──『Ｄ×Ｄデイーデイー』。

　悪、暗黒、死、それらを司る神々。

　──彼らは決して、わかり合えない。

　彼らが望む平和は、混じり合うことなどないのだから──。







　　　Secret talks.







　アジュカ・ベルゼブブは自身の研究施し設せつにて、隔かく離り結界領域のＶＩＰたちと独自の会談を設けていた。

　トライヘキサと戦いながらも、アザゼルが言う。

『じゃあ、例の件はほぼほぼ決定ということで進むのか？』

　あらゆるオーラ、術、魔ま法ほう、技わざが飛び交かう隔離結界領域。時折、トライヘキサの姿もモニターの端はしに見えたりもする。

　そのなかで、アジュカはアザゼルの問いにうなずいた。

「ええ、これ以上、初代バアルに内ない政せい干かん渉しようをされては冥めい界かいの将来が無くなります。この形で話し合われていた議題──兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんとヴァーリ・ルシファー、二に天てん龍りゆうの次世代魔ま王おう継けい承しように表立って異を唱える政治家は初代バアルの取り巻きぐらいとなりました」

　次期に取り入れることになっている『七大魔王制度』──。その席は、ベルゼブブ以外にルシファー、レヴィアタン、アスモデウス、ベリアル、ベルフェゴール、マモンが用意されており、すでに内々に候補者の名が上がり始めていた。

　そのうちの三代目『ルシファー』の候補者に、真のルシファーの血を引くヴァーリ・ルシファーを推おす声が強まっている。まだ本人に話してはいないが、条件が整いしだい、ヴァーリの承しよう諾だくがあれば決定の見通しとされていた。

　滅ほろびの形態となっているサーゼクスが、こう漏もらした。

『イッセーくんとヴァーリ・ルシファーの即そく位いは、最低条件が必要とはなるか、アジュカ？』

「ああ、彼らには今回のトーナメントで、最低でもベスト４に残ってもらわねば、初代バアル一派はもちろんのこと、説得中の貴族も首を縦に振ふらないだろう」

『彼らは残れるだろうか？』

「決して無理ではない。無茶ではあるがな。──何せ、本戦トーナメントに残るであろうメンツは魔王クラスや神クラスばかりだろう。トーナメントで上に上がるのなら、それらとの連戦も確実だ。しかも大会の裏ではどうやらハーデスとそれに呼応する神々が結けつ託たくしそうとのこと」

　報告では、冥めい府ふの神ハーデスが、コキュートスに潜り込んでいるとのことだった。そして、各勢力を襲しゆう撃げきしている謎なぞの悪あく魔またち。調査してみても、身分証明ができず、ただ古い悪魔と酷こく似じした肉体と魔力のデータであることだけしかわからなかった。

　いろいろと尋じん問もんしてみても、「そこを襲撃するよう命令された」以上のことは聞き取れず、思考を読み取ろうとしても、記き憶おくが一いつ切さい探さぐれないという手て詰づまりっぷりである。

　逆に考えるなら、これだけ調査しても謎ということは、それだけの存在が関かん与よしていると見て間ま違ちがいなく、先のハーデスの件と繫がっていると見るべきだろう。

　捕らえたタナトスを尋問しようとしたのだが……彼は兵藤一誠の謎のパワーの影響でいまだ目を覚まさず、情報は聴き出せないでいる。

　ナベリウス家の分家に後天的な超越者研究をさせていたネビロスについても調査をしていかねばならない。

　不ふ穏おんな影かげが見え隠かくれするなかでも、アザゼルは不敵な笑えみを見せる。

『ま、神を蹴け散ちらしてこその天龍だろ。しかも奴やつらは最強無敵の龍りゆう神じんさまと神滅具ロンギヌス所有者どものサポートを受けている。ここまで来たら乗り越こえてもらわんと俺たちがここにいる意味がないってもんだぜ』

　堕だ天てん使しの元総そう督とくは、教え子に絶対の信しん頼らいを寄せているようだ。それはそうなのだろう。わずかな期間で旧魔王派、悪神ロキ、英えい雄ゆう派、クリフォトと、何度も各神話の敵対勢力を倒してきたのだから、そんな彼らへの信頼は揺ゆるがないといえる。

　しかし、一転してアザゼルは不安も口にする。

『ヴァーリはともかくとして、イッセーがな……。七つの席のうち、あいつに合うのがあるのか？』

　彼が言うのももっともで、世せ襲しゆう制ではないが、魔王にはそれぞれの役割が踏とう襲しゆうされていた。たとえば、ルシファーであるのなら、魔王のなかでも別格のリーダーとしての振る舞まい、権限を与あたえられるなど、魔王それぞれに役割は分けられていた。

『七大魔王制度』は、七つの大罪になぞらえて作る算段なのだが……確かにアザゼルが言うようにいざ考えてみると兵藤一誠の席がどこになるのか、妥だ当とうと言える答えが出てこなかった。

　アザゼルが続けて言う。

『……色しき欲よくをなぞる予定のアスモデウスか？　ファルビウムの後あと釜がまとしちゃ、イメージがな……』

　遠くより、ファルビウム・アスモデウスが言う。

『僕はいいと思うけど……戦略担当は他ほかの魔王になりそうだねぇ。って、アジュカがいれば問題ないか。あと、僕はエロくはないよ』

　特大の滅びの球体を前方に放ちながら、サーゼクスが気軽に言った。

『いっそのこと、八枠わく目を作ってしまうのもアリかもしれない。彼用の席を用意したらどうだろうか？　もう彼は冥界にとって、英雄であり、歴史に名を残すだろう。それなら、新たに枠を設けてしまっても問題ないのではないかな？　七も八も同じだろう』

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもなく、単純な意見にアジュカは間の抜ぬけた顔になっていた。

　アザゼルが我が慢まんできず噴ふきだして、大笑いした。

『ハハハッ！　サーゼクス！　おまえが言うのか、それを！　そりゃ、七も八も一いつ緒しよだろうよ！　七つの大罪をならう意味がなくなるぞ！　いや、八つ目の大罪があえて「おっぱいドラゴン」ってか！　ドライグが聞いたら泣くな！』

　これにはセラフォルーとファルビウムも笑っていた。

『うふふ☆　サーゼクスちゃん、むかしからたまに頭の悪いこと言うのよね。でも、案外それが鶴つるの一ひと声こえになったりしちゃうのよねぇ♪』

　そう、サーゼクスは魔王になる前、こんなふうに自由で突拍子もない意見を出しては、周囲を呆ぼう然ぜんとさせ、あるいは大笑いさせた。

　魔王の席を離はなれたこともあって、プライベート時のサーゼクスのモードになっているようだった。

　アジュカも小さく笑いながら、サーゼクスにあらためて問う。

「ふふふ、だとしたら、どうする？　どういう席を用意する？」

　サーゼクスはハッキリと答えた。

『──サタン。魔王そのものの意味だ。黙もく示し録ろくでも、サタンのことをドラゴンと同義で記している一文があった。彼なら十分だろう』

「いいのか？　『紅髪の魔王クリムゾン・サタン』の二つ名と被かぶりそうだが」

『アジュカ、私はここから解き放たれたときには、一いつ介かいの悪魔──サーゼクス・グレモリーに戻もどっているだろう。だから、サタンの名は次世代に渡わたすべきだと思うのだよ。それに彼なら……』

　サーゼクスが極大の滅びの魔力で、トライヘキサの胴どう体たいを大きく抉えぐりながら言う。

『──「真紅の魔王クリムゾン・サタン」を名乗れる。義弟おとうとが継ついでくれるなら、これほどうれしいことはない』

　トライヘキサは再生をはじめてしまうが、構わずサーゼクスたちは攻こう撃げきをし続けていく。

　彼の声は弾はずんでいた。自分の意思を継いでくれるであろう若者たちの出現が本当に喜ばしいのだろう。

「……彼とおまえの妹にぜひとも伝えたい言葉だな」

　アジュカがそう言うと、サーゼクスはさらに上じよう機き嫌げんな声を出した。

『早く甥おいっ子か姪めいっ子が見たいものだ。私が帰る頃ころには、たくさんいるのだろうな』

　これにアザゼルは笑って答える。

『ハハハ！　腹はら違ちがいの子供らがたくさん見られると思うぜ！　セラフォルーの妹も、子持ちになっているかもな』

　しかし、セラフォルーのほうは、アザゼルの言葉に突とつ然ぜん笑みを止め、無表情で首を横に振り続ける。

『ないわ。それはないの、アザゼルちゃん。それはね、絶対にないわ。許せない』

　セラフォルーが、トーンの低い声こわ音ねで真しん剣けんな言葉を紡つむぐ。彼女にとって、大事な妹に関しての将来は何よりも重大なのだ。

『ソーナちゃんのお婿むこさんの条件は、私の花はな婿むこ修しゆ行ぎようフルコースを乗り越えつつ、私よりも強くて、サーゼクスちゃんも倒たおせる殿との方がたなのよ。これだけは譲ゆずれないの』

　サーゼクスもセラフォルーの言葉にたじろぐ。

『……わ、私にソーナの花婿候補の相手をしろというのか……。いや、友人の頼たのみなら断る理由もないが……』

　これにアザゼルも苦く笑しようしていた。

『そんな奴、ほぼいないんじゃないか……？　難なん儀ぎだな、シトリー家の未来は……』

　戦せん闘とうしながらも身内の将来を語り合う戦友たちの姿に、トライヘキサとの戦いに早くも慣れてきた様子が見て取れた。

　予想よりも早くトライヘキサの打だ倒とうが叶かないそうだった。

　戦いながら楽しげに語り合うアザゼルと魔ま王おうたちのもとに、北ほく欧おうの元主神オーディンと、ギリシャ神話の元主神ゼウスが近づいてきた。

　オーディンがグングニルを放ほうりながらアザゼルに訊く。

『なんじゃなんじゃ、結局、おっぱいドラゴンとケツ龍りゆう皇こうは魔王になるのかの？』

『とりあえずは、じいさんところとゼウスのところの息子むすこどもと戦わんと話にならんとよ』

　これにゼウスが莫ばく大だいな雷かみなりをトライヘキサに放ちながら、豪ごう快かいに笑う。

『ガハハハハッ！　アポロンかっ！　奴は強いぞ！』

　オーディンが頰ほおをかきながら言った。

『うちのヴィーザルも……まあ、面めん倒どうくさがり屋じゃが、主神らしい強さはあるじゃろな。そろそろ嫁よめを探さんといかんぞとこちらに来る前に言付けておいたがの……』

　そういえば、オーディンが言うようにアースガルズ──ヴィーザルがお見合いをするとアジュカは耳にしているが……。

　アジュカは微笑ほほえみながら、オーディンとゼウスに告げた。

「オーディンさまとゼウスさまのところの二代目と赤せき龍りゆう帝ていの試合が近いです。まずは次世代を担になうもの同士のその一戦を見守りたいと思っています」

　七大魔王ではなく、それすらも超こえた八大魔王──。

　兵藤一誠が八つ目の欲よく望ぼうを冠かんするというのも、案外面おも白しろいのかもしれないとアジュカは内心で小さく笑った。

　とはいえ、二人の意思はまだ聞いていない。果たして、受け入れてくれるのか否いなか。そこも課題ではあった──。

　できることなら、三十年後の来たる未知との遭そう遇ぐうに対して、新組織『ＥエＸグＥゼ』と共に強大な新魔王たちを揃そろえたいのが、アジュカの本音であった。

　そして、アジュカはリアス・グレモリーから渡された猫ねこの髪かみ飾かざりを手に取る。

　ナベリウス分家の悪魔と、ネビロス家の者が関かかわったという「後天的に超ちよう越えつ者にする」研究資料がここに隠されているという……。

　大会で突然現れた超越者級の若い悪魔二名のことも含ふくめて、本格的に調査をすることになっていく──。










　　　あとがき




　お久しぶりでございます。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。二十四冊めとなりました。

　まず、皆みなさんに謝らなければなりません。23巻とＤＸ４巻で「次はリアスチーム対ヴァーリチームとイッセーチーム対『王たちの戯たわむれ』チームの二戦をします！」と予告したのですが、今回、リアスチーム対ヴァーリチームのみとなりました。

　と、言いますのも、当初の予定であった重要な試合を二回連続でおこなうところと、その裏で小こ猫ねこと黒くろ歌かの物語を冥めい府ふの死神グリム・リツパーたちと絡からめての物語にすること、これらを一冊に収めるのは、私の体力的な面と、仕事のスケジュール的な面と、ページ数的な面で、非常に難しいと判断したため、今回の24巻と次回の25巻の二冊に分けることとなりました。

　分けてこのページ数なので、当初の予定だったらえらいことになっていたでしょう。これに伴ともなって最終章は当初の予定巻数より増えそうです。

　ということもあったなか、あらためて24巻の解説をします。





・小猫（白しろ音ね）と黒歌がお嫁よめさんに！



　今回は、小猫こと白音と黒歌の回ということで、彼女たちの過去を語りながらの物語となりました。あまり深く両親を取とり沙ざ汰たさなかったのは、二人ともすでに大切なものがあり、新たな家族がいて、それに向き合っているため、過去はイッセーと読者さんたちに知らせて、彼女たち自身の問題は、姉妹対決ということで完結させました。

　小猫から白音になりましたが……今後も両方使うと思います。さすがに短編集含ふくめて二十七冊以上小猫として書いてきたので、今後間ま違ちがえることがあるように感じたため、どちらでも大だい丈じよう夫ぶという設定にしました。……まあ、私がつい「小猫」と書いて読者さんが混乱するよりは、そちらのほうが賢けん明めいだろうという判断です。

　新たなお嫁さん二人をどうぞ愛めでてやってくださいませ。





・新たな乳ちち技わざ解禁！



　今回、イッセーの乳技が一気にふたつも増えました。「超にゆう乳トロン・波ビーム・動砲キヤノン」と「乳語電話パイフオン」です。「波動砲なのにビーム？」と疑問に感じたかもしれませんが、完全に語ご呂ろと勢いなので細かいことは忘れてください。イッセーの技なので深く考えちゃ負けです。

　その新たな乳技で最上級死神グリム・リツパーのなかでも最強の一角を単独で倒たおしてしまいました。

　そのようななかで、イッセーのおじいさんも登場となったわけですが、まあ、彼そっくりのエロじじいであり、イッセーの潜せん在ざい能力を誰だれよりも知っていた人物でした。

　ついに仏の世界にまで名を轟とどろかせ始めたイッセー。次はどんな仏教の神さまが登場するのでしょうか。私も予想できません。





・人間の極限ヴアスコ・ストラーダと究極の邪龍クロウ・クルワツハ、リアスの合体技、そして新たな敵！



　今回は鬼おにのように強いキャラの大暴れ回でした。ストラーダ猊げい下かが全盛期の力でヴァーリチームの面々を蹴け散ちらし、魔ま王おう化したヴァーリを相手に互ご角かく以上に戦うクロウがいたり、あのフェンリル（今回は本来の八割ほどの力ですが）と、短時間だけまともに戦えるほどに高まったリアス＋ギャスパーが出たりと、やりたい放題させていただきました。

　ストラーダ猊下は今回も書いていて楽しかったですね。もう最初から作中最強キャラの一角として書いているので、あれほど強くても当然です。肉体の若さよりも精神性を求めたのが彼のキャラらしいです。

　クロウも最初から最強クラスの一角として書いてます。龍りゆう神じんクラス以外で本気のイッセーとヴァーリとまともに戦えるドラゴンなんて、現状では彼ぐらいでしょう。ゆえに魔王化ヴァーリといい勝負をさせるほどのドラゴンとして戦わせております。

　リアスのパワーアップは、彼女が語るようにいままでの仲間たちの強化を見てきた帰結のひとつです。ギャスパーを纏まとうことで、能力が何倍にも膨ふくれ上あがってます。リアスの滅ほろびとギャスパーのバロール能力を同時に使えるという恐おそろしい形態ですが、それゆえに体力と魔ま力りよくの消しよう耗もうは尋じん常じようではなく、最後は変身に体がついていけなくなりました。

　これでリアスも凄すさまじい力を手に入れたわけで、今後の戦いが加熱するでしょう。

　最後に謎なぞの超ちよう越えつ者が二人も登場！　バルベリスとヴェリネは最終章だからこそ出せた新たな敵キャラです。今後、どう絡んでくるのかはこれからのＤ×Ｄデイーデイーにご注目ください。




　宣伝のひとつめ。

　この本が出ている頃ころには、ハイスクールＤ×ＤのＴＶアニメ新シリーズ「ハイスクールＤ×Ｄ ＨＥＲＯ」が発表となっていると思います。長い間、お待たせ致いたしまして、まことにご心配をおかけ致しました。

　すでにＰＶも公開されていると思いますが、今回サイラオーグと戦うことになります。ＰＶの最後には曹そう操そうも登場致しました。つまり、この二人と戦うということになりますね。どちらも人気のライバルキャラであり、二人とのバトルのほうにもファンの期待がかかると思いますが、いままで以上に白熱した映像が見られることでしょう。

　新スタッフの方々も発表されておりまして、監かん督とくの末すえ田だ監督、シリーズ構成の古こ怒ぬ田たさん、メインのキャラクターデザインをされているうのまことさんをはじめ、強力な布ふ陣じんが集まって制作中でございます。

　新スタッフの方々と、制作会社のパッショーネさんは、非常に原作を大切に取り扱あつかってくれるよう心配りをしてくださいまして、本当に細かなところまで原作の設定を大事にしてくださいました。

　私も脚きやく本ほん会議と設定会議にほぼすべて出席させていただきまして、かつてないほどに原作本を重要視かつ読み込んでいただいております。作者としましても、感謝の念に堪たえないほどでございます。

　来年放送になるとは思いますが、原作ファンの方々もどうぞ期待してお待ちください。




　宣伝のふたつめ。

　ハイスクールＤ×Ｄと同一世界観シエアード・ワールドであり、前日譚たんでもある「堕だ天てんの狗いぬ神がみ─SLASHDØG─」がこの24巻と同時発売となっております。今巻は「SLASHDØG」のキャラクターたちも登場しており、クロスオーバーさせていただきました。気になった方は、「SLASHDØG」もチェックしてみてください。ここだけの話、Ｄ×Ｄに負けないほどのおっぱいもありますよ！

　神滅具ロンギヌス『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の所有者ラヴィニアは、ヴァーリのお姉さん役です。恋れん愛あいというよりは家族愛なので、ヴァーリの意外な一面を楽しんでいただけたのなら幸いです。




　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、担当編集Ｔさま、いつもお世話になっております！

　さて、次は引き続き本編の25巻となります。今回描えがけなかった残りの試合、対『王たちの戯れ』戦となります。イッセーたちも今回でパワーアップの手段を手に入れましたが、それにしても相手はいままでのなかでも最強クラスです。イッセーたちはヴィーザルたち相手にどう戦っていくのか？　どうぞ、お楽しみにしておいてください。

　そして、次はロスヴァイセ回となります。お見合いの話が出てきましたが、イッセーとロスヴァイセは次の事件を通じて、どう進展していくのか、ご期待くださいませ！

　次回も、「堕天の狗神─SLASHDØG─」２巻と同時発売となります。そちらはラヴィニア回となりますので、24巻で彼女が気になった方は、ラヴィニアのおっぱいを求めて、そっちも応おう援えんしてみてください！

　それでは、来春頃ごろ発売予定のＤ×Ｄ25巻＆「SLASHDØG」２巻でお会いしましょう！








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生まれも育ちも千葉県。ありがたいことに年々忙しさが増していく一方ですが、体力のほうは逆に年々衰えていくのを実感していて、恐々としております。この24巻でもそれを強く実感しました。Ｄ×Ｄスタート当初の20代後半の体力はもうありません。そろそろスポーツジムやジョギングを本格的に始めて体力をつけたほうがいいように感じてきております。
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